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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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口絵・本文イラスト／塩かずのこ




デザイン／アオキテツヤ（ムシカゴグラフィクス）







《　序幕　初恋相手の相談　》







　七月下旬の夜。リビングのソファにどっかり腰かけて映画を見ていると、楓かえでちゃんから電話がかかってきた。

　映画は手に汗握るクライマックスシーンだが、綺き麗れいなお姉さんのほうが優先度は遥はるかに上だ。

　軽く咳せき払ばらいをして喉の調子を整えてから、電話に出る。

「もしもし？」

『あっ、賢けん次じくん？　ちょっと相談したいことがあるんだけど……いま忙しかった？』

「全然忙しくないよ。ちょうど暇してたとこ」

『だったらよかった。ところで……なんだか声に元気がないけど、もしかして夏バテ？』

「声だけでよくわかるな」

『わかるよ。お姉ちゃんだもん』

　楓ちゃんはなんだか得意気だ。控え目なドヤ顔が目に浮かび、自然と頰がほころんだ。

　ただ、楓ちゃんは『お姉ちゃん』だと言っているが、俺たちに血の繫つながりなどはなく、再婚した親の連れ子というわけでもない。
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　楓ちゃんこと如月きさらぎ楓は、言わば年上の幼おさな馴な染じみだ。

　俺は物心つく前から夏になると田舎のばあちゃん家ちを訪れていたらしく、如月家はそのお隣さんだった。

　楓ちゃんは幼い頃からとても面倒見がよく、ひとりっ子で親に甘やかされてきた俺を、お姉さんとして一層甘やかしてくれたのだ。

『ちゃんとご飯食べてる？　これから作りに行こうか？　賢次くんの好きなものを作ってあげるよっ』

　初対面から一〇年以上の時が過ぎたが、いまでもこうして俺を甘やかしてくれる。

　親にとって子どもはいくつになっても子どもであるように、楓ちゃんは俺がおっさんになっても弟として可か愛わいがってくれるのだろう。

「平気だよ。ちゃんと食べてるし。ただ、こないだ俺の部屋のエアコンが壊れてさ。毎晩めっちゃ暑いなか寝てるんだよ」

『それは大変だ……。新しいのは買ったの？』

「買ったけど取りつけ工事に時間がかかるんだってさ」

『そっか……。時期が時期だもんね。我慢できなくなったらいつでも泊まりに来なよ？』

　楓ちゃんの実家は遠いが、現住所は我が家の近くだ。この春に大学進学を決め、うちの近所に越してきた。

　オートロック付きの立派なマンションだ。泊まったことはないが、遊びに行ったことはある。

　はじめて訪問したときも緊張したけど、夏真っ盛りになってからは薄着で出迎えられることが増え、雨の日になると下着を部屋干ししているため、目のやり場に困ることこの上なかった。

　嫌じゃないけどね。

「いいって。我慢できないほどじゃないし、再来週には取りつけてくれるっぽいしさ」

『ならいいけど……遠慮はしなくていいからね？　困ったことがあったら、お姉ちゃんを頼るんだよ？』

「わかってるって。そのときはダッシュで会いに行くよ」

　おっとりとした声に癒いやされながら、年上の幼馴染との通話を楽しむ。

　一時停止された画面ではヒーローが凄すさまじい眼力で『早く敵にとどめを刺させろ！』と訴えかけてきているように見えるけど、残念ながらもうしばらくお預けだ。

　俺はもっと楓ちゃんと話したい。やっと自然体で話せるようになったんだから。

　というのも、楓ちゃんは俺の初恋相手なのだ。

　好きになったのは中一の夏休み。中学生になった辺りから女子を意識し始め、夏休みに毎日薄着のお姉さんに優しくされたことで、惚ほれてしまったわけだ。

　当時の俺ときたら、本当に酷ひどい有あり様さまだった。こうして自然体で話せているのが奇跡だと思えるほどの挙動不審っぷりだった。

　楓ちゃんをときめかせるためにブラックコーヒーをがぶ飲みしたり上半身裸で過ごして筋肉を見せたり、謎の努力をしてたっけ。全然効果なかったけど。

　さておき。

「相談って？」

　ズレた話を軌道修正すると、楓ちゃんは思い出したように言う。

『八月から伊い織おりが遊びに来るの』

「マジで!?　そっか今年はこっちに来るんだなっ！」

　朗報に俺のテンションはぶち上がりだ。

　如月伊織は俺の三つ下で、言わば年下の幼馴染。

　俺の大親友であり、弟のような存在でもある。

　よちよち歩きだった頃から俺のあとをついてまわり、物心つく頃になると四六時中俺にべったりだった。

　可愛いのなんのって……。俺をお兄ちゃんと呼び慕い、田舎に帰るたびに朝から晩までべたべた甘えてきてたっけ。如月のおじさんに大反対されたけど、実家に持って帰りたいくらい可愛かった。

「いつまでこっちで過ごすんだ？」

『来月末までだよ』

「夏休みいっぱいか。そりゃ楽しみだ！」

『もう三年も会ってないもんね。伊織も賢次くんに会えるのを楽しみにしてるよ』

「俺もだ。この三年、声すら聞いてないからな。電話はかけたんだが……」

『声を聞いたら寂しくなる、って断られちゃったもんね』

　伊織には悪いことをしたと思っている。

　三年前に「来年の夏にまた会おうぜ！」って約束したのに破ってしまった──一昨年は受験勉強で、去年は気持ちの問題で田舎に帰れなかったのだ。

　今年はひさびさに顔を見せようと思っていたが、向こうから来てくれるなら大歓迎だ。

　俺にも友達付き合いがあるが、今年の夏は伊織を優先するとしよう。

　信号機すらお目にかかれないあいつの地元と違って、こっちは都会だ。遊戯施設に案内すれば喜ぶに違いない。

　伊織のはしゃぐ姿を想像すると、自然と頰が緩んできた。

『でね、伊織のことで相談があって……』

　ここからが本題らしい。

　あらたまった口調で切り出され、緊張感がこみ上げてくる。

　いつもおっとりしている楓ちゃんのまじめなトーンは実に一年ぶり。あのときの会話を思い出すと……腹が痛くなってきた。

「……相談って？」

　腹を押さえつつたずねると、楓ちゃんは遠慮がちに言う。




『昔みたいに伊織のことを弟として可愛がってほしいの』




　なんだそんなことか。

　わざわざ頼まれなくてもそのつもりだったよ。

　俺はいつも伊織を弟として可愛がってきたからな。

　ただ──

「伊織はそれでいいのか？　あいつももう中二だし、べたべたされるのは嫌がるんじゃ」

　中学二年生はちょうど思春期真っ盛りだ。

　夏休みの盆にしか会えず、おまけに三年も顔を見せてないわけで。普通にキモがられるのでは？

『本人が可愛がってほしがってるんだよ。伊織、いまでも賢次くんのこと大好きだから。そのためにわざわざ男装までするって言ってるし』

「そっか。そのためにわざわざ男装を……」

　……ん？　男装？

　意味がわからんのだが。

「なんで男装を？」

『だから、賢次くんに弟として可愛がってもらうためだよ』

　あらためて理由を言われたが、理解はできなかった。

　だって──




「俺、伊織が女だってこと知ってるんだが」




　俺は伊織を弟のように可愛がってきた。

　だけど、あくまで弟の『ように』だ。

　男勝りな性格だったので弟として可愛がってきたが、顔立ちはそりゃもう可愛かった。

　まつげは長く、目はくりくりで、黒髪は背中にかかるほど。伸ばしてるわけじゃなく、散髪中にじっとしてなきゃいけないのが嫌だっただけらしいが……

　とにかく、伊織の見た目は女子のそれ。

　ぱっと見は中性的に見えたとしても、あいつが〇ゼロ歳だった頃から可愛がってきた俺が、女であることに気づかないわけがない。

『だけど伊織に向かって「実は女だろ！」って指摘したことはないよね？』

「指摘をするシチュエーションが思いつかないよ。最初から女だって知ってるんだから」

『だったら条件はクリアだよ』

　条件クリアと言われましても……。

「そもそもの疑問なんだが、あいつは俺に性別バレてること知らないわけ？」

『バレてないって言ってたよ』

　んなアホな。

「一緒に風呂に入った仲なんだが」

『「おっぱい小さかったからセーフ」って言ってたよ』

　伊織の発言をそのまま言葉にしたのだろう。恥ずかしそうに『おっぱい』と口にする楓ちゃん。

　たしかに当時おっぱいは小さかったが……

「それ以上の決定的な証拠を見たことあるんだが」

　名指しは避けるが、性別を見分ける決定的な証拠と言えば人体にひとつしかない。

　見ようとしたわけじゃないが、一緒に入浴すれば嫌でも目に入るってもんだ。

『「ちんちんついてないな」って言われたことないからセーフって言ってたよ』

　言わねえよ！　どんなセクハラだそれ！

　おじさんにバレたら如月家出禁になるわ！

『伊織も「あのときちんちんないアピールしなかった自分を褒めてあげたい」って言ってたよ』

　俺の初恋相手にちんちん連呼させんじゃねえ！

「……とにかく、伊織は性別バレてないと思いこんでるんだな？」

『うん。変な頼みだけど……聞いてくれるかな？』

　楓ちゃんの言う通り、かなり変な頼みだ。

　だけど、難しい頼みではない。

　大事なのは伊織の認識なのだから。

　伊織が『性別バレてない』と思いこんでる限り、男装作戦は上う手まくいく。

　俺が「お前、実は女だろ」と指摘しなけりゃいいだけの話だしな。極論、目の前で裸になられてもセーフだ。……そんなシチュエーションにならないことを祈るが。

　それにしても……なんで伊織は男装作戦を思いついたんだ？

　俺は伊織が男だろうと女だろうと全力で可愛がる所存だ。

　田舎では伊織の連れの女子と遊んだこともあるし、女だと知って突き放すような男じゃないことはわかってるはずなのに。

「その前に、理由を聞いても？」

　うん、とつぶやき、楓ちゃんは深刻そうな声で語る。

『伊織がね、去年の夏から同級生の男子に避けられるようになったの』

「あの伊織が？」

　にわかには信じられない。

　伊織の地元は子どもが少なく、学校は小中併設校だ。

　生徒はみんな仲良しで、とりわけ伊織は全校生徒に慕われていた。

　そんな人気者が、なぜ避けられるようになったのか……。

「男子と喧けん嘩かでもしたのか？」

『ううん。そういうのじゃなくて……中学生になって、男の子たちが女子と遊ぶのが恥ずかしくなったみたいなの』

「なるほどな」

　健全な理由だった。

　ほかならぬ俺自身、中学生になって楓ちゃんと話すのが恥ずかしくなったし。

　伊織は男子相手にも積極的にボディタッチするタイプなので、思春期真っ盛りのシャイボーイが距離を取るのも無理はない。

「それ、伊織に説明した？」

『うん。伊織に「男子に嫌われたかも」って相談されて、年頃になると異性と過ごすのを恥ずかしがるものだって説明したよ』

「で、伊織はなんて？」

『「賢次お兄ちゃんにも避けられるの？」って泣いちゃった』

「そっか。それで男装をね……」

　大好きな俺に避けられたくない一心で、男のふりをすることにしたわけか。

　それで『男装作戦』に行きつくのは発想が突飛すぎるが、たしかに男相手ならべたべたされても恥ずかしくはない。

　問題は、俺が伊織の性別をとっくに見抜いていることだが……

「わかった。引き受けるよ」

　血の繫がりはないとはいえ、俺は長いことアニキ面をしてきたのだ。

　アニキとして、可愛い弟を悲しませるわけにはいかない。

　伊織が弟として可愛がってほしいなら、昔みたいに弟として扱ってやろうではないか！

　ま、昔みたいにべたべた甘えてくることはないだろうけどさ。

　だってもう中二だし。いま現在のあいつがどんな体つきかはわからんが、男装ったって限度があるし、密着すれば女子だってことがバレちまう。

　俺と楓ちゃんみたいに適度な距離感を保ち、楽しい夏休みを過ごすことになるだろう。

　と、そう思っていたのだが……

『ありがと！　伊織をよろしくね！』

「おう！　任せとけ！」

　このとき俺はまだ知らない。

　俺が想像していた以上に、伊織に好かれているということを──……





《　第一幕　昔と変わらぬ距離感で　》







　その日の朝。

　俺は涼しいリビングで夏休みの宿題に励んでいた。

　今朝、伊い織おりが地元を離れたと楓かえでちゃんから連絡が来たのだ。いまごろ人生初の空の旅に大興奮しているだろう。

　楓ちゃんいわく最寄り駅に着くのは正午過ぎになるとのことなので、それまでに宿題を進めておくことにしたのだった。

　まだ八月頭。慌てるには少し早いが、伊織は俺のことが男装するほど好きらしい。毎日我が家に入り浸り、遊びまくるに違いない。

　そんなわけで八月末に泣きを見ずに済むように、早め早めに宿題を進めることにしたのだが……進捗は芳しくなかった。

　集中できないわけじゃない。

　ただ単に宿題が難しいのだ。

「あのとき無理したツケがまわってきたな……」

　楓ちゃんに弟ではなく男として意識してもらうために筋肉を見せたけど失敗に終わり、きっと筋肉より知力に優れた男が好きなんだと勝手に解釈した俺は、有名校に進むことに決めた。

　猛勉強のかいあって合格でき、中学の担任に「まさに奇跡だな」と感心されたほどだ。楓ちゃんに電話で伝えると「すごいね。頑張ったね」と褒めてくれた。

　が、ときめかせることはできなかった。

　モチベーションを失った俺が勉強を続けるわけもなく……授業についていけず、赤点をなんとか免れている状況だ。

　夏休みの宿題は一学期の復習と聞いていたが、初見に思えるくらい難易度が高かった。

　去年は友達と分担作業で終わらせたが、教師にお揃そろいの誤答が見つかって不正がバレ、大目玉を食らったからな。こりない友達に「今年も分担しようぜ」と誘われたが、丁重にお断りしておいた。

　しかし自力で攻略するのも難しい。

「こうなりゃ楓ちゃんを頼るか」

　楓ちゃんはとても賢い。近場に学力に見合う大学がなく、家族の勧めもあってこっちに越してきたほどだ。バイトで忙しいかもだけど、頼りにしていいと言われたし、お言葉に甘えるとしようかな。

　もちろん、それは最後の手段だが。できる限りは自力で進めないとな。

「おっ、来たか！」

　インターホンが響いたのは、英訳に苦戦していたときだった。

　楓ちゃんと伊織だろう。一三時三〇分──約束の時間ジャストだ。

　はいはーい、いま出まーす、と声を弾ませつつ玄関へ向かい、

「いらっしゃい！」

　と、ドアを開けると、そこには綺き麗れいなお姉さんが佇たたずんでいた。

　穏やかそうな美女である。ふわっとした茶髪は肩にかかり、平均的な身長ながらも胸のサイズはずば抜けている。

　そんな楓ちゃんのうしろから──




「やっほー！　ひさしぶり～！」




　小柄な女子がひょっこりと顔を出してきた。

　くりっとした大きな瞳が目を引く、可か愛わいらしい顔立ちの女の子だ。

　ただでさえ小柄なのに、ぶかぶかＴシャツを着ているせいで、よけいに小さく見える。

　シャツからは日焼けした生足が伸びていた。デニムのショートパンツを穿はいているようだが、超ミニのワンピース姿に見えなくもない。

　ともすれば目のやり場に困りそうなものだけど、彼女を見ていても不思議とどきどきはしなかった。幼く見えるのも理由のひとつだが、なにより健康的すぎるからだ。

　そんな可愛い女の子が俺をまじまじと見つめ、にぱーと太陽みたいな笑みを浮かべた。

「お兄ちゃん、昔とちっとも変わってないね！」

　俺をお兄ちゃんと呼ぶのはひとりだけ。

　わかってはいたが、やっぱり伊織か。

　……うん。だとすると男装は!?　それでしてるつもりなの？

　クソデカＴのおかげで体型は隠れてるけどさ、彼シャツ姿の女子にしか見えねえぞ!?

「伊織もちっとも変わってねえな」

「むっ！　そんなことないし！」

　下手な男装を目の当たりにして先行き不安になりつつも性別誤認アピールすると、即座に否定されてしまった。

　なにが気に障ったのかはわからないが、拗すね顔になってしまっている。すぐ感情が顔に出るのは昔のままだな。

「そんなことあるだろ。まるで昔の伊織がタイムスリップしてきたみたいだ」

「タイムスリップとかしてないし！　ほら！」

　伊織がずいっと前に出る。

　首元に頭頂部が訪れ、シャンプーらしき香りが漂ってきた。明らかに女子の香りだ。

　おい、この距離感はマズいだろ。あとちょっとで胸がくっつくぞ。それとも密着しても気づけないくらいぺたんこなのか？

「……」

　ちらりと顔を見ると、楓ちゃんはあわあわしていた。

　男装作戦決行中にあるまじき行動に戸惑っている様子。

　俺もまさかの距離感にびっくりしたが、思い返せば伊織はいつも挨拶代わりにハグしていた。

　そうしないってことは、伊織なりに性別バレを防ごうと気をつけているわけだ。

　できることならもっと気をつけてほしいけど。

「そういや髪短くなったな」

「先週切ったんだよっ！」

　気づいてもらえて嬉うれしそうだ。

　タイミング的に男装の一環だろうか。背中に届くくらい長かった黒髪は、ショートヘアになっている。

　うん。スポーティな女子にしか見えないぜ！

「あとね、背も伸びたんだよっ！」

「おっ、ほんとだ。デカくなったな」

「えへへ～。でしょでしょ？　ボクに追いつかれるのも時間の問題だねっ！」

　男装の一環だろうか。一人称が『伊織』から『ボク』に変わっている。

　うん。ボクっ娘こにしか見えないぜ！

　……おい、どうすんだこれ。全然男装できてねえぞこいつ。

「と、とにかくよく来たな。長旅疲れただろ？　とりあえず上がってくれ」

「お邪魔しまーす！」

　俺に会えて疲れが吹っ飛んだのか、伊織が元気いっぱいにクツを脱いだ。どうやら駅で合流して我が家に直行したようで、デカいカバンを斜めがけしていた。

　よく見りゃパイスラしてんじゃねえか！　気をつけろ！

「ねえ賢けん次じくん、おじさんたちは？」

「ふたりとも昼前に出社したよ」

　言いつつ、楓ちゃんに『見つかっても問題ない』と目配せする。

　ふたりとも帰りが遅いので伊織との鉢合わせは希まれだろうが、念のため男装計画について話しておいた。

　ふたりは『あんなに可愛いんだから気づかないわけないのにねえ』と苦笑しつつ、男装計画に乗ってくれた。

「お兄ちゃんの部屋は二階？」

「ああ。あとで案内してやるから、まずはリビングでくつろごうぜ。外暑かっただろ？　俺の部屋、エアコンが壊れて暑いんだよ」

「暑いのはへっちゃらだよ。いつも外で遊んでるもん」

　こないだこんなに大きいカブトムシを捕まえたよ、と伊織がドヤ顔で言う。

　近所の女子中学生が聞いたらカルチャーショックを受けそうな発言だ。

「こっちじゃ虫取りもできねえな。昆虫ミュージアムならあるが」

「捕まえていいの？」

「こっちが捕まる」

「じゃあいいや。せっかくだから、お兄ちゃんがいつもしてる遊びをしてみたいな。……忙しい？」

　忙しさを理由に会わなかったことを気にしているのだろうか。伊織は上目遣いになり、不安げにたずねてきた。

　俺は明るく笑い、

「わざわざ会いに来てくれたんだ。いくらでも付き合ってやるよ」

「いいのっ？」

「可愛い弟の頼みだからな。カラオケでもボウリングでも好きな場所に連れてってやる」

「やったー！　ありがとお兄ちゃん！　大好き！」

　ぎゅっとハグされた。

　柔らかい感触があああああああああああああ！

「ね、ねえ、あんまり抱きつかないほうがいいんじゃない？　ほらっ、今日はものすごく暑いし」

　ノーブラと思おぼしき感触にびびっていると、楓ちゃんが助け船を出してくれた。

　すると伊織が、ハッとして俺から離れた。おどおどしつつ、

「な、なんか変だった？」

　昔の癖で抱きついてしまったらしい。正直な感想を言わせてもらえば『ブラジャーしたほうがいいぞ』だが、到着早々に男装作戦を失敗させるわけにはいかない。

「なにも変じゃないぞ」

　伊織は安あん堵どの笑みを浮かべる。

　ご覧の通り、俺が「お前、女だろ！」と決定的な一言を口にしなければなにをされても作戦は成功するわけだ。伊織の行動にいちいち動揺する必要はない。

　中二女子にべたべたされるとどきどきしてしまうけど……ずっと弟扱いしてきたんだ。いまさら伊織に欲情することもなければ、挙動不審になることもあるまい。

「そうだっ。賢次くん、お昼食べた？」
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「まだこれからだ」

「よかった。実はサンドイッチ作ってきたの。よかったら伊織と食べて」

「ありがと。助かるよ……って、伊織と？　楓ちゃんは？」

「これからバイトなの。一九時には上がるから、それまで伊織をよろしくね」

　夜まで伊織とふたりきりかー……。さっきみたいな助け船がなくなるのは心配だけど、伊織は今月いっぱいこっちで過ごすんだ。

　俺が不安がっていたら、伊織にまで心配をかけてしまう。楽しい思い出を作ってもらうためにも、早め早めにふたりきりに慣れといたほうがいいよな。

「わかった。伊織のことは任せてくれ」

「バイト頑張ってね、お姉ちゃん！」

「うん。伊織も賢次くんに迷惑かけないようにね」

「はーい！　いってらっしゃーい！」

　笑顔で見送り、ふたりきりになったとたん、くりくりの瞳を向けてきた。

「なにして遊ぶ!?」

　三年ぶりの再会なのに気まずさの欠片かけらもないな。

　外見は年相応に成長したが、中身は当時と変わらない。俺を慕う心もそのままだ。

　こんなふうに懐かれると、俺も昔と同じように可愛がりたくなってくる。

　さすがにプロレスごっこやくすぐり合戦は気が引けるが……計画通り、とことん伊織を楽しませてやるとするか。

「遊ぶ前に腹ごしらえしようぜ」

「さんせー！」

　洗面所で手を洗わせ、リビングに通し、テレビをつける。

　てきとーにチャンネルを切り替えていると、伊織が目を輝かせた。

「すごっ！　チャンネルいっぱいある！」

「伊織のところは少なかったもんな。ネットにも繫つないでるから、映画もドラマもアニメも見放題だぞ。俺が宿題してるあいだ見てていいけど──」

　どうする？　とたずねる前に、伊織がぶんぶんと首を振る。

「やだ！　お兄ちゃんと遊びたい！」

「それはいいが、伊織は宿題終わらせたのか？」

「ボクが宿題終わらせてるわけないじゃん」

　ドヤ顔が様になっているが、使う機会はいまじゃない。

　こいつは昔から目先の楽しいことを優先する奴やつなので驚きはしないが。

　いざとなったら楓ちゃんがついてるし、心配するようなことじゃないか。……その場合俺が楓ちゃんに教わりづらくなるので我が身を案じねばならなくなるが。

「……お兄ちゃんは、宿題するの？」

　寂しげな顔を向けられ、うなずけるわけがない。

「宿題は夜になってからするよ」

「やった！　じゃあ早く食べて遊ぼうよ！」

　だな、とうなずき、テーブルの前にあぐらをかく。

　すると伊織が膝の上に座ってきた。視界が黒髪に支配される。

　懐かしい光景だけど、男装中に当時と同じことしちゃだめだろ。

「重いんだが」

「成長したもんねっ！　……あ、でも……足痛くなっちゃった？」

「痛くねえよ。俺も成長したからな」

　よかった、と満足そうに伊織が言う。

「いただきまーす！」

「いただきます」

　華きゃ奢しゃな背中を抱きしめるようにサンドイッチを手に取ると、髪の毛に接触しないように口へ運ぶ。

　うん、美う味まい。さすが楓ちゃん、料理上手だ。

「そうそう。中学入学おめでとう」

「ありがと！　お兄ちゃんも合格おめでと！　高校楽しい？」

「それなりにな。伊織はどうだ？」

「楽しいよ」

　顔は見えないが、声のトーンで感情は手に取るようにわかる。

　伊織は学校生活があまり楽しくなさそうだ。

　ガキの頃から連つるんでた男連中に避けられたのがよほど堪えたと見える。

　けどな、心配しなくていいんだぞ。そのうち俺みたいに女子に慣れる日が来るからさ。そしたらまた昔みたいにお前のまわりに集まってくるって。

　そう声をかけてやりたいが、事情を知らないふりをしている手前、口には出せない。

　とにかく、これ以上伊織が落ちこまなくて済むように、俺だけは昔と変わらない態度で接してあげないと。

「……」

　昔の俺なら「隙あり！」とくすぐっていたが、手元が狂っておっぱい揉もんだら大変だ。ほかのやり方で昔と変わってないアピールをしようかね。

　さておき、それはあとまわし。

　いまは食事に集中だ。

　はじめての飛行機はどうだったかだの、家族は元気にしているかだの話をしつつ食事を進め、すべて平らげる。

「ごちそうさま！」

　俺の身体からだを背もたれにしつつ、伊織が満足げに腹を撫なでる。

「美お味いしかったねっ！」

「だな。楓ちゃんの手料理はいつ食べても最高だ」

「よく食べてるの？」

「ああ。二週間に一回くらい家にお邪魔してて、そのときにな」

「いいなー。ボクも早く大学生になりたいよ。そしたら毎日お兄ちゃんと遊べるのに」

「こっちに住むならできるだけ遊びに付き合ってやるけどさ、大学に進学したいなら勉強しないとだぞ」

「うん。勉強は嫌いだけど、お兄ちゃんといられるなら頑張る！」

　可愛い弟だ。試しに頭を撫でてみるか。

「……んっ」

　さらさらの髪を撫で撫ですると、伊織はくすぐったそうに目を細めた。嫌がる素振りを見せず、満足げにはにかんでいる。

　相手は中二女子だが、これくらいのスキンシップなら俺も抵抗なくできるな。

「さて、遊ぶか。なにかしたいことは？」

「お兄ちゃんの部屋を探検したい！」

　異論はなく、二階の寝室へ案内すると、むわっとした暑さが纏まとわりついてきた。さっきまでいい香りを嗅いでいたからか、汗臭さが際立っている。

　俺、こんなに汗臭かったの……？

「お兄ちゃんの部屋かっけー！　ドラマのセットみたい！」

　なのに伊織は大はしゃぎだ。暑いなか跳びはね、ベッドにダイブする。如月きさらぎ家は布団派なので、ベッドが珍しい様子。ごろごろしたせいでシャツがめくれ、おへそが丸見えだ。

「わあっ！　漫画がいっぱいある！　ゲーム機も！　写真もいっぱいだっ！　これみんなお兄ちゃんの友達？」

　壁に飾られたコルクボードに一際興味を示す伊織。

　まあな、とうなずくと、伊織は感心した様子。

「お兄ちゃんすご！　いっぱい友達いるんだね！」

「ひと付き合いは得意だからな」

　それに同級生の数も伊織の地元とは段違いだし。伊織がこっちに越してきたら、あっという間に俺以上に友達を作るだろう。

「女子の友達もいるの？」

「女友達は楓ちゃんくらいかな」

「そうなんだ……」

　伊織はちょっと落胆している。

　そんなつもりはなかったが、『思春期になると異性を遠ざける説』を立証してしまったわけだ。

　逆に言うと、いまからでも女友達を作れば伊織は安心して性別を打ち明けてくれるかもしれないが……不安を完全に拭い去ることはできないかもしれない。

　本当は恥ずかしいけど無理して遊んでくれてるだけかも──。そう不安にさせてしまう可能性がある以上、女だと気づいていないふりを続けたほうがいいだろう。

「天気もいいし外に出るか」

　伊織を元気づけようと誘ってみると、瞬時に顔を明るくさせた。ほんと外で遊ぶの好きだよな。

「そうだっ！　ついでに……」

　伊織はカバンからデジカメを取り出した。

　俺にとって撮影と言えばスマホだが、伊織は持ってないのだ。そもそも地元は電波届かないし。

「かっこいいカメラだな」

「お父さんが進級祝いに買ってくれたの！　これでたくさん思い出を作りなさいって」

「てことはすでにいろいろと撮ってるわけか」

「うん。見せてあげるね！」

　その場に座ると、伊織がとなりにぺたんと座る。

　俺に身体を寄せ、慣れた手つきでデジカメを操作する。

　と、画面にカブトムシが表示された。

「さっき言ってたカブトムシか。マジでデカいな」

「すごいでしょ？　ほかにもいろいろ捕まえたんだよ」

　ぴっぴっとボタンを押し、次々と昆虫の写真が表示されていく。やっと昆虫コーナーを抜けると、川遊びの写真に切り替わる。

　小学校低学年～中学年くらいの子どもたちが楽しそうに遊んでいる。

　なかには男も混じっていた。男連中に避けられているとは言っていたが、これくらいの歳としの子には慕われているようだ。

　川遊びが終わり、セミの抜け殻やスイカ、おじさんの変な寝相や、おばさんのエプロン姿の写真などが表示され──

　伊織のセーラー服姿が映し出されたあああああ！

「あッ」

　伊織が電源を落とした。

　黒く染まった画面には伊織の気まずげな顔が……

「……あれ？　電源消したのか？」

「う、うん。間違って押しちゃって。……変なの写ってなかった？」

「変なの？　見てないけど……お化けでも写ってたのか？」

　とぼけてみせると、伊織は安心したみたい。

　まったく……。どこにトラップがあるかわかんねえな。びっくりしちゃったよ。

　……ただまあ、ひとつ言わせてもらうなら、セーラー服姿は似合ってた。

　あんな可愛い同級生にべたべたされたら、そりゃ恥ずかしくなって距離を取るわな。

　俺の記憶がたしかなら、伊織があの村唯一の女子中学生だ。思うに、男連中はセーラー服姿の伊織にときめき、性に目覚めたのかもしれない。

　だとすると、伊織もかっこいい異性にべたべたされたら、恥ずかしくなって距離を取るようになるのだろうか。

　う～ん……。いつかは恋のひとつやふたつ経験するんだろうけど……伊織のそんな姿、想像できねえな。

「さてと、近所をぶらつくか」

「さんせー！　いっぱい写真撮るぞ～！」

　嬉しげに声を弾ませる伊織とともに、俺は外へ出たのだった。
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　わかってはいたが、外はクソ暑かった。直射日光を回避でき、扇風機があるだけ寝室のほうが遥はるかにマシだ。

「出た、分かれ道！　お兄ちゃん、どっち行く!?」

　なのに伊織は元気満々。俺が指さすほうへ力強い足取りで進んでいく。

　そういや田舎に帰るたびに暑さにうなされたっけ。

　毎日外に連れ出されるんで最終的には慣れていたが、最初の数日は伊織の手前ダサい姿は見せられないと気合いだけで乗り切ってたな。おかげで帰宅部なのに夏休み明けは運動部より日焼けしてた。

　今年の夏も最終的にはこんがり日焼けするのだろうか。焼けるのは構わんが、それまで持つか？　俺の身体……。

「横断歩道と信号機発見！　わあっ、かっこいいマシンに乗ったおばあちゃん発見っ！　あれがコンピューターおばあちゃん？」

「近所の田た中なかさんだ」

「田中さーん！　こんにちはー！」

　電動シニアカートを乗りこなすおばあさんを撮影する伊織。ノリがいいのか、ピースで応じるおばあさん。

　ちなみにいま歩いているのは通学路だ。

　てきとーに散歩すると終わりが見えないので、ゴールは俺の高校にしておいた。

　自転車だと一五分くらいの道のりだが、徒歩だとその三倍はかかる。頻繁に足を止めてるので、片道一時間はかかりそうだ。

　べつにいいけどね。気が済むまで伊織に付き合うって決めてるし。けど、どこかで休憩しないとマジでぶっ倒れちまう。

「工事現場発見！」

　パシャパシャ！

「そのペースだとあっという間に容量オーバーになるぞ」

「お兄ちゃんの通学路だもん。いっぱい記念撮影したいよ」

「記念撮影ならお前も写れよ。風景ばかり撮ってもつまらんだろ」

「わっ、それ名案！」

　汗ばんだデジカメを俺に渡し、工事用看板の前でダブルピースする。

　カメラに収め、通学路を進みつつ次なる撮影スポットを探していると、コンビニに行きついた。

　オアシスだ……。

「お兄ちゃん！　コンビニの前で撮って！」

　伊織も目を輝かせている。

　涼みたいわけじゃなく、単に珍しがってるだけだ。

　伊織の地元じゃ小さな駄菓子屋がコンビニ代わりだからな。地元の子どもたちに写真を見せれば羨ましがられるに違いない。

「はいはい。んじゃ、のぼりの前に立ってくれ。……はい、ちーず」

「いえーい！」

　パシャっと撮影。

　伊織はピースをやめると、ガラス越しに店内を覗のぞきこむ。

「気になるなら入ってみるか？」

「いいのっ？」

「店のなかじゃ撮影は無理だが、買い物するのも思い出作りになるだろ？」

「なるなる！　さんせー！」

　コンビニに入ると、涼しい空気が纏わりついてきた。

　ふぃ～、生き返るぜ……。

　ついでにジュースかアイスを買おうかね。

「すごっ。駄菓子屋と全然違うよ」

「懐かしいな。駄菓子屋のばあちゃん、元気にしてるか？」

「うん。去年腰を痛めたんだけどね。二ヵ月くらいで復帰したよ。そのあいだボクたちが店番を手伝ったんだ」

「偉いじゃないか」

「普通だよ。いつもお世話になってるもん」

　ドヤ顔を使う絶好の機会だが、伊織は照れくさそうにはにかむだけだった。

「頑張ったご褒美にアイス買ってやるよ。好きなの選んでいいぞ」

「やったぁ！　ありがと、お兄ちゃんっ」

　嬉しげな伊織をアイス売り場へ連れていき、チョコモナカとスイカアイスを購入する。

　店外に出ると、スイカアイスを手にした伊織を撮影し、チョコモナカに食らいつく。

　半分ほど食べたところで、伊織が物欲しげに見つめてきた。

「一口ちょうだい？」

　いいぞ、とチョコモナカを差し出すと、伊織は小さな口でかじりつき、

「美味し～！　はい、お返し！」

　食べかけのスイカアイスを向けてきた。

　一瞬『間接キス』というワードが脳裏をよぎったが……昔はよくしてたしな。女らしくなったとはいえ伊織は伊織──弟だ。間接キスに抵抗はない。

　ぱくっと一口かじりつくと、伊織が「あっ」と目を丸くした。

　な、なんだ？　まさか俺との間接キスに恥じらいが芽生えたのか？

「ずるい！　一口大きいよ！」

　そっちかよ。

「一口は一口だろ」

「ボクの倍食べてるよ！　ボクももう一口──もうっ！　下ろしてよ！　届かないよ！」

　チョコモナカを掲げると、伊織がうんと背伸びする。

　意地悪してるわけじゃなく、遊んでるだけだ。背伸びしても届かず、伊織は悔しそうにしながらも、不機嫌な顔はしちゃいなかった。

「冗談だ。ほら、好きなだけ食えよ」

「わーい、ありがと～！」

　一瞬で笑顔になり、チョコモナカにかじりつく。

　そしてアイスを食べ終えると再び通学路を進み、俺が通う高校にたどりついた。

「でか！　ボクの学校と全然違うよ！」

「生徒数が桁違いだからな」

「あっ、お兄ちゃん！　ここで写真撮りたい！」

　校名が刻まれたプレートの横に立ち、Ｖサインする伊織。その姿を撮影すると、今度はしげしげと校舎を見上げた。

「いいな～。ボクもここに通いたいよ」

「ここじゃなくてもデカい高校はごまんとあるぞ」

「お兄ちゃんのいる高校に通いたいんだよ」

「伊織が入学する頃、俺は卒業してるんだが」

「でも高校って留年できるんでしょ？」

　留年に期待するんじゃないよ。

「自慢じゃないが、赤点は一度も取ったことないぜ」

「赤点って？」

「四〇点未満の答案のことだ」

「お兄ちゃんすご……」

　いや、これで感心されても嬉しくないというかお前の成績がマジで心配なんだが……。

「うちは偏差値高いからな。ちゃんと勉強しないと合格は厳しいぞ」

「わかってるよ。お姉ちゃんが言ってたし。賢次くん本当にすごいって。ボクもみんなに自慢したんだよ。賢次お兄ちゃん将来は医者になれるくらい賢いって」

　知らず知らずに田舎行きのハードルが上がっていた。

　こりゃいよいよ留年できねえな。医者になるつもりはないが、堂々と凱がい旋せんできるように勉強頑張らないと。

　ともあれ、通学路までの道のりは撮影できたわけだが……

「このあとどうする？」

「買い物したい！」

　即答だった。元々本日の予定に組みこんでいたのかも。

「いいぞ。なにか欲しいものがあるのか？」

「服が欲しい！」

　大賛成だ。伊織の服、マジでデカいし、全体的にだぼだぼしてるしな。きっとオシャレ用に作られたオーバーサイズＴシャツじゃなく、巨漢だったおじさんのＴシャツを借りてきただけだろう。

「お店に連れてってくれる？」

「もちろんだ」

　男用の服を着ているので男装と言えば男装だが、胸元がゆるゆるすぎていつ谷間がチラ見えするかわかったものじゃないからな。ちゃんと男に見える服を選んでやるとしよう。

　そうして次なる目的地が決まり、俺たちは駅へ向かった。

「一日に二回も電車に乗るなんてはじめてだよ」

「来るとき迷わなかったか？」

「迷ってたら駅員さんが教えてくれたよ。電車のなか、すごく混んでてびっくりしたよ」

「席には座れたか？」

「うん。すぐにおばあちゃんに譲ったけど」

「そか。偉いな」

　熱くなった髪を撫でてやると、伊織は嬉しそうにニコニコする。

　伊織に切符を買い与え、電車に乗りこむ。

　電車内は混んでいたが、満員ってほどじゃない。伊織は近くの手すりを摑つかみ、俺はつり革に摑まった。

　伊織が、羨ましそうに俺を見上げる。

「なに見てるんだ？」

「ボクもつり革に摑まりたい。そっちのほうが大人っぽいし」

「抱っこされるのは子どもっぽいだろ」

「抱っことかされなくても届くし！」

「伊織の身長じゃ難しいんじゃないかなぁ」

　ちょっとからかってみせると、伊織が頰を膨らませる。

「そんなことないし。だってボク、大きくなったもん」

「だったら試してみろよ」

「見ててよ。ぜったい摑むから」

　しかし背伸びをしても届かず、ならばとつま先立ちをすると、どうにか指先が輪っかに引っかかった。

「ほ、ほら見てっ。届いた……！」

「おお、すごいすご──」

　袖口の隙間から横乳があああああああああああ！

「わっ」

　ふいに電車が揺れ、伊織がバランスを崩してもたれかかってきた。

　むにぃ、と柔らかな感触が訪れる。

　くっ、鎮まれ俺の心臓！　こいつは弟みたいなものだろ！

　横乳を見ておっぱいの感触を味わったくらいで動揺するんじゃねえ！

「……ふぅ」

　不意打ち気味のダブルパンチに危うく女を意識しかけたが、無事に平静を取り戻せた。やるじゃん俺。

「びっくりしたぁ……」

「俺もだ……。足、挫くじかなかったか？」

「うん。平気だよ」

「そりゃよかった。背伸びは危ないし、おとなしく手すりに摑まっとけよ」

　俺の言葉に、伊織は素直に従った。

　アクシデントがありつつも滞りなく電車は走り、無事目的の駅に到着する。

　電車を降り、駅を出ると、すぐ目の前にショッピングモールが佇んでいた。

「でっけー！」

　伊織は地元じゃお目にかかれないビッグな建物に大興奮だ。ひとしきりはしゃいだあと、撮影をせがんできた。

　ショッピングモールを背景に写真を撮ると、いざ屋内へ。

　吹き抜けのモール内は空調が効いていて快適だ。涼しげに胸元をぱたぱたさせる伊織とともにエレベーターに乗り、三階の洋服店へ向かう。

　行きつけのメンズファッション店だ。

　当然のように男服売り場へと連れてこられ、男装の成功を確信したのか、伊織はどことなく得意気だった。

「で、どういう服が欲しいんだ？」

「お兄ちゃんみたいになりたい！」

「俺みたいにか……」

　お下がりをくれてやるのがてっとり早いが、ぶかぶかになっちまう。

　かといって、俺の夏場の服装はジャストサイズのＴシャツとズボンのコーディネート。伊織が同じ格好をすれば、胸の膨らみが明るみに出る。

　漫画とかだとサラシを巻けばどんな巨乳もぺたんこだが、現実はそう甘くはなかろう。

　そもそも胸が潰れるほどキツく巻いたら痛くて日常生活に支障が出ちまう。

　なにより伊織に「サラシ巻けよ」とは言えない。言えば女子だと気づいていると認めているようなものだから。

　まあ、サラシはともかくスポーツブラくらいは身につけてほしいけど。いま身につけてないってことは、男装中はつけるつもりはないのだろう。ブラ紐ひもを見られたら女子だってことがバレてしまうと考えているわけだ。

「これとかどうだ？」

　ゆったり系のパーカーをオススメしてみる。

　首元の紐で緩みを調節できるし、ゆったりしているので胸の膨らみも目立たない。

「かっこいいけど、お兄ちゃんっぽくないよ」

「そうでもないぜ。俺、中二の頃はこういう服着てたし」

　パーカーのフードを被かぶるのが最高にかっこいいと思っていた黒歴史だが。伊織なら中二病を発症せずに着こなせるはずだ。

「じゃあこれがいい！」

「決まりだな。ズボンは……」

「ズボンはこれでいいよ。同じようなのあと何着か持ってきてるし」

　シャツの裾をめくり上げ、デニムのショートパンツを見せてくる。

　小麦色に日焼けした生足はきゅっと引き締まり、まさに美脚だ。こいつ、背は低いけど脚は長いな。どうりでぶかぶかＴシャツを着てるのにちんちくりんには見えないわけだ。

「けどさ、俺みたいになりたいんだろ？」

「お兄ちゃんも短パンで遊んでたじゃん」

「短パン小僧は小学校で卒業したんだよ。中学からは長ズボンばっか穿いてただろ。伊織にも似合うから穿いてみろよ」

　背中を押すと、伊織はパーカーとズボンを手に渋々試着室に入る。

　カーテンが閉ざされ、衣きぬ擦ずれの音が聞こえ……

「お兄ちゃん、そこにいる？」

　と、カーテンの奥から呼びかけてきた。

「いるぞ。もう着たか？」

「うん。ちょっと見てみて」

　カーテンが開かれ、伊織が姿を見せた。

　いいじゃんいいじゃん！　さっきより全然男っぽいぞ！　これぞまさに男装だよ！

「ど、どうかな？」

　普段着ない服を着て、伊織はちょっと恥ずかしそう。

「めっちゃ似合ってるぞ。まるで中二の頃の俺みたいだ」

「そ、そうっ？　じゃあこれにしよっかな～」

　伊織は声を弾ませ、嬉しげにくるっと一回転。

　──すとん、と。

　ズボンが落ち、真っ白なパンツが露出する。

「あッ」

　伊織が瞬時にカーテンを閉めた。気まずい沈黙がカーテン越しに伝わってくる。そして怖々とした口調で、

「……変なの見た？」

「へ、変なの？　う～ん……ブリーフなら見たが」

「……ブリーフ？」

「ああ。べつにブリーフでもいいが、伊織ももう中学生なんだ。そろそろブリーフは卒業して、ボクサーパンツにしてもいいかもな」

「け、検討するっ！」
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　よかった。安心してくれたみたいだ。

　やれやれ。肝が冷えたぜ。

　カーテンが開き、伊織がぶかぶかのＴシャツ姿で出てきた。

「両方買う？」

「パーカーだけにする」

　さっきのがトラウマになったのかも。ベルトをすればいいだけだが、動きやすい格好が一番だ。ズボンのほうが男っぽさは増すが、俺が指摘しなけりゃ問題ないしな。

「でもこれ、けっこう高いなぁ」

「お金の心配ならいらねえよ。俺が買うから」

「いいの？」

「遅くなったが、入学祝いってことで」

「やったー！　大事にするねっ！」

　ぎゅっとハグしてきた。

　せっかくパンツを誤魔化したのに、胸の感触でバレバレだ。ほんと、隙だらけというか無防備というか……慕われてる証拠だし、悪い気はしないけどさ。

　会計を済ませ、店を出る。

「ほかに寄りたい場所はあるか？」

「んっとね～……えーっと……そうだっ。お兄ちゃん、焼きそば好きだったよね？」

「好きだぞ。食べて帰るか？」

「ううん。作ってあげる。材料買って帰ろ！」

「いいけど……伊織、料理できるようになったのか？」

　伊織が料理している姿を見たことは一度もない。

　親の手伝いはしてたけど、料理を運んだり皿洗いをしたりだ。

「家庭科の授業で習ったんだ～。焼きそばははじめて作るけど、期待してていいよ！」

「そっか。なら楽しみにしとくよ」

　そうして俺たちは一階の食料品コーナーで買い物をしてから帰路についた。

　このときは伊織の手作り焼きそばを楽しみにしていたが……
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　一七時過ぎ、我が家は悪臭に支配されていた。

　匂いの出所はキッチンだ。

　リビングから台所を覗いてみると、伊織がちょこまかと動いている。頑張って料理している様子だが、どう考えても焼きそばの香りじゃない。

「なー。そっち行っていいかー？」

「だめ！」

「邪魔しないから──」

「だめだったら！　お兄ちゃんはくつろいでて！」

　じゃじゃーん、と美味しそうな焼きそばを見せて俺をびっくりさせたいのか、キッチンへの立ち入りを許してくれない。

　サプライズとかしなくていいんだが。なんだったらもうびっくりしてるし。焼きそばを作ると聞いていたのに全然違う匂いが漂ってきたんだもの。

　どんな料理が出てくるか不安になりつつリビングに座して待つ。そしてニュース番組がコマーシャルに入ったところで皿が運ばれてきた。

「お、お待たせ～」

　伊織が目を合わせてくれない。気まずげに目を逸そらし、自信なさげな顔をしている。

　それもそのはず。皿に載っているのは、黒焦げの物体だったから。

　さながら石炭である。見ただけで苦みが伝わってきた。かといって一口も食べずに突き返すのはかわいそうだ。

「お、おお、待ってたぜ。温かいうちに食べようか」

「う、うん。食べて食べて」

「……伊織のは？」

「ボクはお腹なか空いてないからいいや」

　言葉とは裏腹に、ぐぅと腹の音を鳴らす。

「おまっ！　俺だけに食わせるつもりか!?」

　よく見りゃ量が多いじゃねえか！

　お前、さてはふたり分の麺を俺の皿にぶち込んだな!?

「パーカーを買ってくれたお礼だよ」

「恩を仇あだで返すんじゃない。ちょっと待ってろ」

「どこ行くの？」

「お前の皿を持ってくる」

「意地悪しないでよ！　待って！　行かないで！」

　伊織が服を摑んできたが、俺を止めることなどできやしない。ズルズル引きずり、皿とフォークを手にリビングへ。

「ほらよ、お前の取り分だ」

「ううっ……。多いよぉ」

「いっぱい食べないと大きくなれないぞ。ほら、手を合わせて」

「い、いただきます……」

「いただきます」

　半泣きの伊織を横目に、フォークを焼きそばに突き刺した。

　ガンッ！

「硬っ!?　お前これ焼きすぎだろ！」

「だって……焼きそばのカリカリしてるところが好きなんだもん。全部カリカリにすれば美味しくなると思ったんだもん……」

　結果、石炭が爆誕したわけだ。

「ソースはかけた？」

「いっぱいかけたよ」

「だったら、ちゃんとソース味にはなってるかもな」

　焼きそばには見えないが、めっちゃ硬いソース煎餅だと思えば食えないこともない。

　試しに一口かじってみると……口のなかが苦みに支配されてしまった。伊織は俺の顔を見ただけで苦そうな顔をしている。

「……すまん。これ以上は食えそうにない」

「謝らないで。ボクこそ期待させちゃってごめん……」

「いいって。気持ちは嬉しかったから」

　気持ちだけじゃなく、料理の味で喜ばせたかったらしい。

　できれば残さず食べて「美味しかったぜ！」と言ってやりたいが……二口目に挑戦し、あらためてギブアップする。

「……どうする？　出前でも頼むか？」

「お姉ちゃんのバイト先って近いの？」

「歩いて一〇分くらいだ」

　楓ちゃんは近所のファミレスで働いている。何度か食べに行ったが、ウエイトレス姿が大変キュートだった。

「働いてる姿を見てみたいな」

「いいぞ。んじゃ、一八時頃になったら出るか」

　楓ちゃんは一九時上がりだ。食べ終わる頃には合流できる。

　そうして話がまとまり、俺たちは料理の後片づけに取りかかるのだった。

　……フライパンの焦げがやべえ。
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「あはは、それでファミレスに来たんだね」

　一九時過ぎ。

　バイト終わりの楓ちゃんと合流した俺たちは、ファミレスで駄だ弁べっていた。

　私服に着替えた楓ちゃんはみんなで摘まめるようにピザを頼み、俺たちの今日の思い出話を楽しそうに聞いている。

「笑いごとじゃないよ。マジで苦かったんだから。もし苦い物選手権があれば間違いなくあれが一位だと自信を持って言えるぞ」

「そこまで苦いと逆に食べてみたいかも」

「そう言われるとまた作ってみたくなるよ」

　伊織はなぜか得意気だ。

「その気になるなよ……。お前だって二度とあれは食べたくないだろ。俺なんてまだ口のなかが苦いぞ」

「お兄ちゃんは味覚が子どもだからなぁ～」

「あの苦みに耐えるのは大人でも無理だって。……ん？　てかお前、けっきょく焼きそば食ったっけ？」

　そういえばこいつが口にしているところは見ていない。

　俺が見落としただけかもしれないが……

「も、もちろん食べたよ」

「おい。なぜ目を逸らす？」

「逸らしてないし」

「逸らしてるだろ。お前、さては苦そうな顔で乗り切りやがったな？」

「……だって苦そうだったもん。でもボクなら苦みに耐えられたと思うよ」

「なら食ってみろよ」

「いまは無理。だってボクまだ一三歳だし。お兄ちゃんと同じ歳になったら、いくらでも食べてみせるよ」

　その頃には忘れてると思ってるんだろうが、俺はぜったい忘れないからな。あの苦み、お前にも味わわせてやる。

「言ったな？　一七歳の誕生日に同じ料理を作ってやるから覚悟しとけよ」

「えっ？　誕生日祝ってくれるの!?」

　伊織は嬉しそうな顔をする。

　そっちに食いつくのかよ。

　まあでも、たしかに伊織の誕生日を祝ったことはなかったな。

　伊織の誕生日は一二月で、冬休みの手前だから。両親に頼めばひとり旅は許してくれるだろうけど、学校をサボることは認めてもらえない。

　だが伊織が一七歳になる頃、俺は成人の仲間入りを果たしている。

　大学に通ってるか浪人しているかはわからんが、いまよりは融通が利く。

「検討しとくよ」

「やったー！　前向きに検討してねっ！」

　はしゃぎ声を上げ、ぶるっと震える伊織。

　気まずそうに俺をチラッと見て、それから楓ちゃんを見る。

「ボク、トイレに行きたいんだけど……」

　わかってるって。俺についてきてほしくないんだろ？

　連れションしようとすれば女子トイレに入るお前を目撃することになるもんな。

「おう。行ってこい」

「お姉ちゃんは賢次くんとおしゃべりしてるね」

　楓ちゃんが足止めしてくれるとわかり、伊織は安心した様子でトイレへ向かう。

　そして伊織の姿が見えなくなると、楓ちゃんが気遣うように見つめてきた。

「伊織の相手、大変じゃなかった？」

　俺はずっと我慢していたため息を漏らす。

「かなり大変だった。いろいろと言いたいことはあるけど、とにかくあいつは一刻も早くブラジャーを身につけるべきだ」

　そうしてくれたら横乳に動揺することも、柔らかい感触にうろたえることもなかった。

「わたしも言ったんだけど、蒸し暑いって断られちゃって。でも、もうちょっと膨らめば自然とつけると思うよ。伊織は活発だから、走りまわると胸が痛むはずだもん」

　体験談だろうか。楓ちゃんがそう言うのなら、伊織もいずれブラジャーを身につける日が来るのだろう。

　とはいえ、一夏で胸が急成長するとは思えないし、今年の夏はノーブラで過ごすことになりそうだ。

「一番いいのはハグを我慢することだけどな。男装してるのにべたべたしすぎだろ」

「それはそうだよ。賢次くんに甘えるために男装してるんだもん」

「甘えるって、もっとこう……精神的なことかと思ってたよ」

　男装すると聞いていたのに、物理的にべたべた甘えてくるとは思わなかった。

　俺がちょっと怪しめば警戒してハグを控えるようになるんだろうが、それはかわいそうだしな……。

　これからも気づかないふりを貫き通すしかないか。

「お待たせ～。ふたりでなに話してたの？」

　席に着くなり、伊織が興味深げにたずねてきた。

「なんでもない」

「ほんとにぃ？」

　ニマニマと笑う伊織。

　なにその顔？　どういう感情？　少なくとも男装について話していたとは夢にも思ってなさそうだが……。

「なんでもないって。ただピザの感想を語りあってただけだ」

「ボクも食べよ～」

「ちゃんと手は洗ったか？」

「洗ったよ～。ん～、美味し～！」

　幸せそうにもぐもぐと口を動かす伊織。

　残った二切れを伊織と楓ちゃんに食べてもらい、ごちそうさまと手を合わせる。

「お兄ちゃんは最後の一切れ食べなくてよかったの？」

「俺はしょっちゅう食べてるからな」

「へ～。よく食べに来るんだね～」

　またニマニマフェイスだ。

　だからなんなんだよ、その顔は？

「賢次くんはお得意様だからね。この店を勧めてくれたのも賢次くんなんだよ」

「ここには昔からよく来てるからな。客層もいいし、はじめてのバイトにはぴったりだと思ったんだ」

「なにが一番好きなの？」

「そうだな……しいて言えばピザかな」

「じゃあ今度ボクが作ってあげる」

「お前の辞書に『反省』という文字はないのか？」

「失敗は成功のもとだって先生が言ってたよ。お兄ちゃん家、ピザ窯あったっけ？」

「あるわけねえだろ」

　なんで本格ピザに挑戦しようとしてんだよ。ピザトーストから始めてくれ。

「料理はしなくていいから。それより次にやりたい遊びを考えといてくれ」

「じゃあボウリングしたい！　あとゲームセンターにも行ってみたいな！　カラオケにも行きたいし遊園地にも行きたい！」

「それ全部は賢次くんも難しいんじゃないかな」

　楓ちゃんが気遣ってくれた。

　うきうきしていた伊織は、とたんに寂しげな顔をする。

「お兄ちゃん、忙しい？」

　俺は首を振った。

「心配しなくても遊んでやるよ」

「ほんと？」

「ああ。伊織と過ごすのは楽しいからな」

　楓ちゃんに言ったことは噓うそじゃない。

　男装に気づかないふりをするのは想像していた以上に大変だった。なにせ伊織ときたら無防備この上ないのだ。いくら俺が指摘しなければセーフとはいえ精神的な動揺はある。

　だけど楽しいのもまた事実。

　一緒にいるとこっちまで明るい気分になってくる。

　伊織と過ごす夏休みは、なんだかんだ楽しい日々になりそうだ。

「よかったね伊織」

「うん！　お兄ちゃん一緒に遊んでくれてありがと！」

「どういたしまして。んじゃ、そろそろ帰るか」

「うんっ。……あっ」

「どうした？」

「せっかくだから料理の写真撮ればよかった……」

　いま思い出したようにカバンを見て、伊織はしょんぼりする。

「一ヵ月もこっちに泊まるんだ。またファミレスに来る機会もあるって」

「また連れてきてくれるの？」

「もちろんだ」

　俺の言葉に、伊織はすっかり元気になった。

　そうしてファミレスを出ると、伊織たちをマンションに送り届け、俺も家路についたのだった。





《　第二幕　お泊まり　》







　その日の朝──

「やった朝だああああああああああ！」

「ひゃあああっ!?」

　布団から飛び起きたらお姉ちゃんが悲鳴を上げた。大きな胸を押さえて、目をまん丸にしている。

「び、びっくりしたぁ……心臓止まるかと思ったよ」

「びっくりさせてごめんなさい」

　そういえば昨日も同じやり取りをしたっけ。一昨日も、その前も。

　寝る前まではちゃんと覚えてるんだけどな。

　だけど明るくなったカーテンを見たら、テンションが上がって忘れちゃうのだ。だって賢けん次じお兄ちゃんのお家うちに行けるから！

　昔はお兄ちゃんと一緒に遊んで、そのまま寝て、起きてすぐに遊べたけど……こっちに来てからは一度も一緒に寝てない。

　胸が膨らみ始めたのと、寝相がお父さんにそっくりなのがいけないんだ。寝相のせいでシャツがめくれて、男じゃないってバレてしまうから……。

「……どきどき収まった？」

「うん。収まった。急に大声出したらびっくりするから、これからは静かに起きようね」

「はーい！　……ごめんなさい。また大声出しちゃった」

「いいんだよ。元気なのが一番だよね」

　謝るボクの髪の毛を、お姉ちゃんが優しく撫なでてくれた。

「お姉ちゃん、なんだか賢次お兄ちゃんみたい」

「賢次くんにも髪を撫でてもらったの？」

「撫でてもらった！　それに同じこと言ってたよ。不意打ちでタックルしたら、びっくりした顔で『元気すぎるぞ』って」

「それはお姉ちゃんのとは意味が違うような気もするけど……とにかく、賢次くんに不意打ちでタックルしちゃだめ──というかタックル自体しちゃだめだよ」

「でもプロレスごっこしたいし……」

「プロレスごっこが楽しいのはわかるけど、べたべたしないほうがいいんじゃないかな。伊い織おり、男装してるんだから」

「わかってるけど……お兄ちゃんのこと、好きなんだもん。昔みたいに遊びたいよ」

「気持ちはわかるけど、くっついたら女の子だってバレちゃうよ？」

「へーきだよ。お兄ちゃん、にぶいもん。ボクのこと完全に男だって信じてるよ」

「そ、そうだね。賢次くん、にぶいのかもね」

　お姉ちゃんはなにか言いたそうにしてたけど、ボクのお腹なかが鳴るとくすっと笑った。

「朝ご飯作るから、顔洗ってきて」

「はーい」

　ボクは脱衣所に向かった。顔を洗ってパジャマを脱いで、洗濯機に入れてから寝室へ。

「へへへ～」

　昨日はお父さんが部屋着にしてたＴシャツだったけど、今日はパーカーで過ごす日だ。お兄ちゃんがボクのために選んでくれたパーカーを着ると、早く会いたくなってきた。

　今日はなにして遊ぼっかな。ボウリングにも行きたいけど、バッティングセンターにも行ってみたいな。お兄ちゃんに相談してみよーっと。

　お兄ちゃんと遊ぶのが待ち遠しくて、わくわくしながらリビングに入ると、いい匂いが漂ってきた。

「手伝うことあるー？」

「ありがと。じゃあ、お茶ちゃ碗わんにご飯よそってて」

「はーい」

　テーブルにご飯を運び、ついでに飲み物を用意する。ボクは牛乳、お姉ちゃんはアイスコーヒーだ。ボクには理解できないけど、ブラックで飲むのが好きみたい。

「あっ、お姉ちゃーん。牛乳あとちょっとしかないよー」

「夕方買い物に行くから、そのときに買っておくね」

「ありがと～」

　冷蔵庫の前で牛乳を飲み、もう一杯注いでからテーブルへと運ぶ。料理を待っていると喉が渇き、我慢できずにまた飲み干してしまった。

　空のグラスを手に冷蔵庫に戻ると、お姉ちゃんがくすっと笑う。

「ほんと、伊織は牛乳好きだね」

「美お味いしいもん」

　毎日牛乳を飲んでるおかげで背が伸びてきた。連敗してるけど、お兄ちゃんにプロレスごっこで勝てる日もそう遠くないはずだ。

　だけど……育たなくていいところまで育っちゃった。

「お姉ちゃんってさ、中学生のとき牛乳飲んでたっけ？」

「あんまり飲まなかったよ。どうして？」

「いっぱい飲んだらお姉ちゃんみたいにおっぱい大きくなっちゃうのかなって」

「どうだろうね～。関係があるかはわからないけど……伊織もそろそろブラジャーつけたほうがいいんじゃない？」

「またその話？　ブラジャーなんていらないよ。肩かた紐ひもを見られたら女子だってバレちゃうじゃん」

「タンクトップの紐だって誤魔化せばいいんじゃない？」

「でも蒸し蒸しするもん」

「それはそうだけど、痛くない？　お姉ちゃんなんてちょっと走るだけでも千切れそうなくらい痛いのに」

「全然痛くないし。おっぱいなんて千切れちゃえばいいんだ」

「それすごく痛そう……」

「ボクは我慢できるよ。だって男になりたいし」

　男の子に生まれていたら、気兼ねなくお兄ちゃんと遊べたのに。

　それにボクが男の子なら、友達に避けられることもなかった。

　あんなに仲良くしてたのに、ボクの目を見て話してくれないし、川遊びに誘っても遠くから眺めてるだけだ。水鉄砲を渡しても遊んでくれないし、相撲ごっこも断られた。

　毎日日が暮れるまで一緒に遊んでたのに……ボクが女だからって、遠慮なんていらないのにな。

　お姉ちゃんは「そのうちみんなも女子に慣れる日が来るよ」って言ってたけど、いつになるかはわからない。

　中学校を卒業すれば進路はバラバラになるかもで、二度と遊べないかもしれないんだ。女になんて生まれたくなかったよ。

「ねえ、賢次くんに正直に打ち明けたら？」

「そ、そんなのできないよ！　だってお兄ちゃんにまで避けられたらボク……寂しいよ」

「でもほら、お姉ちゃんは賢次くんと仲良くしてるよ？　きっと賢次くんは恥ずかしがり屋を卒業したんだよ」

「それはお姉ちゃんが特別だからだよ」

「どう特別なの？」

「ボクの口からは言えない」

　お兄ちゃんにとってお姉ちゃんがどう特別かは、本人に言わせないと。

　この町に来たのはお兄ちゃんと遊ぶためだけど、その言葉を本人からお姉ちゃんに直接伝えさせるためでもある。

　こっちに来て一週間。そろそろもうひとつの目的に取りかからないと夏休みが終わってしまう。

　ボクの夢を叶かなえるためにも、今日から作戦を始めよう！

「お姉ちゃんも今日一緒に遊ぶ？」

「う～ん……ごめんね。今日は図書館で調べ物しないとなの」

「せっかくの夏休みなのに。お姉ちゃんは友達と遊んだりしないの？」

「お姉ちゃんはひとりで読書したり映画を見るのが好きだから」

「……もしかして友達いないの？」

「い、いるよっ！　今日の調べ物だって大学の友達と一緒にするんだから」

「それって男子？」

「女子だよ。お姉ちゃん、男のひとは苦手だから」

「でも賢次お兄ちゃんとは普通に話せてるよね？」

「賢次くんは特別だから。……その顔はなに？」

「べつになにも～」

　お姉ちゃんにとっても、お兄ちゃんは特別な存在なんだ。

　だったらきっと……

　ううん、ぜったい作戦は上う手まくいく。

「さて、できた。これも運ぶの手伝ってくれる？」

「うん、いいよ！」

　お皿に載った目玉焼きとウィンナーをテーブルに運び、いただきますと手を合わせる。それから美味しい朝食を済ませて、お姉ちゃんの身支度が終わるのを待ってから、一緒に外に出た。

　う～ん、青空が気持ちいい！

「ひとりで行ける？」

「うん。もう道は覚えたよ。じゃあいってきます！」

「いってらっしゃい。気をつけてね～」

　お姉ちゃんに見送られるなか、ボクはカメラを握りしめ、お兄ちゃんの家に駆け出すのだった。





◆






　八月になって一週間が過ぎた。

　その日の朝、俺は電子音に目を覚ます。

　スマホを見ると、楓かえでちゃんから【もう起きてる？　伊織を行かせてもいい？】と連絡が届いていた。

【いつでもオーケーだ】

【ありがと。迷惑だったら言ってね？】

【迷惑じゃないよ】

　メッセージを送ると、感謝の言葉とともに可か愛わいいスタンプが返ってきた。

　朝から癒いやしてもらったぜ。このまま気分良く二度寝したいところだが、伊織が来るなら起きないと。

　蒸し蒸しとした寝室を出て、洗顔を済ませると、キンキンに冷えた麦茶で喉を潤す。

　そしてお茶漬けをさらっといただいたところで、インターホンが響いた。

「遊びに来たよ～！」

　ドアを開けると、満面の笑みの伊織がそこに。走ってきたのか息を切らし、前髪が汗でおでこに張りついている。

　朝っぱらから元気な奴やつだ。まだ九時過ぎだぞ。こないだまで一〇時過ぎに来てたのに。日に日にうちに来る時間が早くなってくるな。

　気持ちはわかるけども。

　小学生の頃に早起きしてラジオ体操に参加していたが、親に「迷惑がかかるから一〇時までは友達の家に行っちゃだめ」と言われていたのだ。まわりも同じことを言われていたようで、ラジオ体操の流れで遊びたい気持ちをぐっと抑え、家に引き返していたものだ。

　伊織には俺ができなかったことをさせてあげたいし、親にも「せっかく遠くから遊びに来てくれたんだから相手してあげなさい」と言われている。

「よく来たな」

　歓迎すると、伊織はますますご機嫌そうに笑った。

「お邪魔しま～……あれ？　クツがある」

「ふたりとも出社前だからな。リビングでくつろいでるよ」

「そうなんだ。挨拶していい？」

　礼儀正しい奴だな。男装してるからバレないようにこそこそすると思ってた。

「いいぞ。いまさら仲介はいらないよな？」

「平気だよ」

「なら俺は着替えてくるから、挨拶が済んだら部屋に来てくれ」

　はーい、と声を弾ませ、リビングに突撃する伊織。

　部屋に戻って着替え終えたところで、伊織が帰ってきた。

「ちゃんと挨拶できたか？」

「うん。静かにしますって伝えたら、騒いでもいいよって言われたよ」

「そか。でも伊織のことだし、外に行きたいだろ？」

「うん！　今日はバッティングセンターに行ってみたい！」

「バッティングセンターか。いいぜ。なら昼になったら出ようか」

　言いながら、俺はあくびを漏らす。

　すると伊織が気遣うように、

「お兄ちゃん、眠いの？」

「まあな。昨日は遅くまで宿題してたんだよ。けっきょくほとんど進まなかったがな」

「そんなに難しいの？」

「難しいぞ。見てみるか？」

　机の上に広げていた問題集を見せてやる。

　伊織はぱらぱらとめくり、うっと顔をしかめた。ずらりと並ぶ難問に、頭が痛くなった様子。

「全然わかんないや……」

「だろ？　マジで難しいんだよ」

「これに比べたら中学二年生の宿題なんて簡単だよね？」

「比較にもならねえな」

「お兄ちゃんなら楽に解けそうだねっ」

「中二の問題なんざ朝飯前だぜっ」

「だったらボクの代わりに──」

「やらねえ」

「まだ最後まで言ってないのに……」

　お前の考えなんざお見通しだっての。何年の付き合いだと思ってんだ。

「宿題は進んでるか？」

「一問も解いてないよ」

「マジかー……」

　八月に入ってからは毎日遊んでるし、宿題してそうには見えなかったが、まさか一問も解いてないとは……。

「実家にいるとき、なにしてたんだ？」

「わくわくしてた！　早くお兄ちゃんに会いたいなって！」

　めっちゃいい笑顔だ。まあ、気持ちはわからんでもないが。俺も旅行前はわくわくして宿題どころじゃなかったし。かといって、このままでは可愛い弟が夏の終わりに泣きを見る。

「せっかく楓ちゃんがいるんだから教えてもらえよ。いつも家でなにしてるんだ？」

「夕方に帰って、ご飯を食べて、お姉ちゃんとお風呂に入って、テレビを見てたらいつの間にか布団に運ばれてるよ」

「羨ましい生活してんなぁ」

　遊びたいだけ遊んで、美味しいご飯を食べて、ぐっすり眠る。まさに理想の夏休みだ。

「俺なんて夏休みなのに普段より睡眠できてないぞ」

「だったら昼寝すれば？」

「伊織がいるのに眠れないだろ」

「ボクのことは気にしなくていいよ。静かにできるし」

「けどお前、俺と遊びに来たんだろ？」

「お兄ちゃんに会いに来たんだよ。遊べるほうが楽しいけど、お兄ちゃんが近くにいれば満足だよ」

　可愛いこと言ってくれるぜ。

「ありがとな。気持ちだけ受け取っておくよ」

「寝ないの？」

「ああ。お言葉に甘えたいところだが、今日は昼前に来客の予定があるんだ」

　一一時頃にエアコンの取り付け業者が来てくれることになっている。

　父さんたちは出社してる時間帯なので、俺が立ち会わないといけないのだ。

　これで快適な睡眠環境が手に入るんだと思うと、眠気くらい我慢できる。

「工事のひとが来たらボクが起こしてあげるよ」

「それならいいけど……寝ずに待てるか？」

　伊織は昔から退屈さを感じるとすぐに寝てしまう。部屋で静かにさせれば、俺より先に寝かねない。

　伊織も自覚はあるようで、

「なにかしてないと寝ちゃうかも」

「だったら宿題するのはどうだ？」

「えぇ～……いまは宿題の気分じゃないよ」

「けどお前、このままだと一生来ないだろ、宿題の気分」

「来ないけど……」

　来ないのかよ。噓うそでもいいから『帰ってからする』って言えよ。お兄ちゃん心配だぞ。

「……宿題しなきゃだめ？」

　可愛い弟に潤んだ瞳で見つめられると『しなきゃだめ』とは言えない。

「わかったよ。宿題以外でやりたいことは？」

「えっとね～……じゃあゲームしていい？」

「構わんが、インターホンに気づけるくらいの音量で頼むぞ」

　はーい、と返事してくれたので、俺は収納ボックスを漁あさり、伊織でも楽しく遊べそうなゲームを探す。

　なににしようかね。伊織は勝負ごとが好きだし、レースゲームやテニスゲームなんかがいいかも。

「これなに？」

　いくつかゲームを取り出していると、伊織がゴーグルを手に取った。

　父さんが忘年会のビンゴ大会で手に入れたＶＲゴーグルだ。簡単にＶＲゲームについて説明すると、伊織は興味を示した。

「へー。楽しそうだね。やってみたい！」

「いや、これはやめといたほうがいいぞ。伊織には早いから」

「難しいの？」

「難しいってほどじゃないが……ホラーゲームしか遊べないんだよ、これ」

　ＶＲ対応のゲームはいくつかあるが、俺が持ってるのはホラゲーだけだ。

　俺ですらびびるこのゲーム、中二女子にやらせるのは気が引ける。

「ホラーってボクの得意分野じゃん！」

　たしかに伊織はホラー耐性が高い。昔、田舎の肝試しに参加したときも、お化けを見て楽しそうにはしゃいでいた。

　が、田舎のおじさんが扮ふんする低クオリティなお化けとは比べものにならない恐怖がこのゲームには詰まっている。

「伊織の想像を超えてるから。マジで怖いからこれ。おとなしくこっちにしとけ」

　レースゲームをオススメしたが、伊織は首を振るばかり。

　そんなにやりたいなら一回遊ばせてみるか。どうせすぐに怖くなってやめるだろ。

「わかったよ。やらせてやる」

「やったー！　ありがとお兄ちゃん！」

　ぎゅっと背中にハグする伊織をそのままに、俺はゲームをセットする。

　それから操作法を説明し、ＶＲゴーグルを装着させて、伊織がその場に座ったところで電源を入れる。

　ほどなくしてゲームがスタート。伊織が見ている光景がテレビにも表示された。

　深い森のなか、荒れた土道が続いている。どしゃ降りのせいで視界はすこぶる悪そうだ。

　現実にあればテンションが下がる光景だが、伊織は楽しそうにはしゃいでいる。

「うわ～、うわ～、すごいや！　ボク森にいる！」

「まわりを見渡せるぞ」

「ほんとだ！　えっ？　これゲームだよね？」

「実写にしか見えないだろ？」

「うん！　なんか地元にいる気分！　ボクん家の近所、こんなだもん！」

　伊織は嬉うれしそうだ。軽いホームシックになっていたのかも。

「そのまま道なりに進んでみろ」

「うん！　えっと、これをこうして……動いた！」

　一人称視点で道を進み、不気味な洋館にたどりつく。

「お邪魔しま～す」

　錆さびついた鉄門をくぐり、荒れ果てた敷しき地ち内へ。敷地のまわりも散策できるが、まずは家主の許可を得ることにしたらしい。伊織は洋館内へ足を踏み入れた。

「うわあ、散らかり放題だ……誰もいないのかなぁ」

　周囲をきょろきょろしつつ、散らかった洋館内を見てまわる。

　廊下は見通しが悪く、数歩先は闇に支配されていた。

「だ、誰かいませんかぁー？」

　モニターでも怖いのだ。ＶＲだとより怖く見えるようで、伊織の声は震えていた。

　もちろん現実での呼びかけに返答はなく、伊織は怯おびえを見せながらも散策を続行する。

　ぎしぎしと軋きしむ階段を上がり、二階の一室の引き出しから日記とカギを発見。

「この館、地下室があるんだって……暗いのかな？」

「めっちゃ暗いぞ。懐中電灯で乗り切るしかないが……そろそろやめる？」

「ま、まだ怖くないよ。……だけどお尻が痛いから、お兄ちゃんの膝に座っていい？」

　お尻が痛いのは建前で、本当は甘えたいだけだろう。

　いいぞ、と告げると、伊織が立ち上がった。

「お兄ちゃんどこ？」

「そのままゆっくり腰を下ろせ」

　伊織のうしろにあぐらをかいて告げる。伊織は小さなお尻を下ろしていき、俺の膝上に腰かけた。

「よ、よし、下りるぞ……」

　地下室への扉を見つけ、ゆっくりと開いていき──

「ひゃッ!?」

　開けた瞬間、黒光りする虫がわさわさと飛び出してきた。

「な、なんだ虫か……脅かさないでよ」

　ほっと安あん堵どの息を吐き、いざ地下室へ。暗い通路を進んでいると、どこからか叫び声が聞こえてきた。

「ひゃあ！　ふぁっくゆーって言われた！　英語わかんないよ！」

「下に字幕が出てるだろ」

「め、めちゃくちゃ怒ってる！　ボクが勝手に地下室に入ったからだ！　地下室に来ようとしてるよ！」

　地下室の扉を開けたことに憤慨し、誰かが下りてきた。伊織は通路を駆け、先へ先へと逃げていく。見つかるのは危険だと考えたらしい。

　やがて鉄格子に行きついた。

「カギ！　カギ！」

　さっき見つけたカギで解錠。部屋に入るとため息を吐く。

「よ、よかった……足音聞こえなくなった……」

「怖いならやめようぜ」

「ま、まだ怖くないよ」

　充分怖そうにしていたが、ここで引き下がるのは格好がつかないと思ったのか、伊織が強がる。

　息を荒らげつつも視界を動かし、部屋を見まわす。

　部屋の奥にはもうひとつ鉄格子があり、その近くにはベッドがあった。ベッドの上に、誰かが横たわっている。

「うわあっ！　誰かいる！　……う、動いてるよ!?　この家のひとに捕まったのかな？　そ、それとも怖いひとかな……？」

　その場に硬直する伊織だったが、ベッドから苦しげなうめき声が聞こえ、良心が疼うずいたようだ。

　ひとりでうろつくのは心細いのか、監禁されていると思おぼしきキャラクターを仲間にして一緒に行動することにしたらしい。

「も、もしもーし。具合が悪いんですかー？　ボ、ボク、味方ですからねー。一緒にこの家のひとに謝りませんかー？」

　伊織は怖がりながらもベッドのほうへ近づいていき──

　ふいに病人が起き上がる。

　ゾンビだ。

「ひゃあああああああああああああああああああああああ!?」

　起き上がったゾンビが伊織に迫る。のろのろとした動きながらも部屋は狭く、瞬く間に距離を詰められてしまう。

「やだ！　やだ！　助けてお兄ちゃん！　助けて！」

　モニターがゾンビの顔に覆われたところで、ゴーグルを外してやる。

「まだいる！　まだいるよおおおおおお！」

　コントローラーを放り投げ、俺のうしろに隠れる。電源を落としてやると……伊織は、思いきり涙を流していた。

　俺の腹に抱きつき、ぎゅっとしがみついてくる。

「うわああああん！　怖いよぉ！　怖いよぉ！」

「だ、だいじょうぶ。もうゾンビいないから。て、てか泣くなよ。男だろ？」

「だっでだっで！　すごく怖かったんだもん！　うわああああん！」

　泣きじゃくる伊織の頭を撫でるが、落ち着いてくれなかった。

　伊織とは長い付き合いなんだ。泣き顔は見たことあるけど、こんなふうに泣きじゃくる姿を見るのははじめてだ。

　マジで怖かったんだろうな……。

「怖い思いをさせて悪かったよ。もっと真剣に止めてやればよかったな」

「お兄ちゃんは悪くないもん！　ボクがやるって言ったんだもん！　うわあああああん！　わがまま言ってごめんなさあああああい！」

「わがままとか思ってないから。伊織はただゲームしたかっただけだもんな？」

「うわああああん！　怖いよおおおお！」

「も、もう、泣くなよ……。ええと……」

　伊織をハグしたまま収納ボックスをたぐり寄せ、ゲームを取る。

　キュートな動物さんたちと島を開拓する癒し系ゲームだ。

「ほら、これで嫌な記憶を上書きしようぜ」

　伊織がチラッと顔を上げた。

　泣き腫らした目で可愛いパッケージを見て、小さくうなずく。

「う、うん……それがいい……お兄ちゃんとできるの？」

「俺は寝ようかと」

「やだよぉ！　起きててよぉ！」

「同じ部屋にいるんだから怖くないだろ」

「起きててくれなきゃ嫌だよぉ！　起きててくれたら応援するからぁ！」

　俺の服を涙で湿らせながら伊織が叫ぶ。

　……応援？

「なにを？」

「お姉ちゃんとの仲……」

「……仲？」

「うん。……お兄ちゃん、お姉ちゃんのこと好きなんだよね？」

　咳せきこんじまった。

「な、なんでそうなる!?」

「何年か前、ボクにお姉ちゃんのこといろいろ聞いてきたから……」

　たしかに田舎に帰ったとき、いろいろと質問した。

　恋人はいないのかとか、好きなタイプとか、俺のことどう思ってるのかとか。

　伊織は恋愛に疎そうなタイプだが、楓ちゃんに恋していると察するにあまりある証拠を与えていたわけだ。

　まさかこのタイミングで掘り返されるとは思わなかったが。

「起きててくれたら、お姉ちゃんともっと仲良くさせてあげる」

　ひっく、ひっく、と嗚お咽えつを漏らしつつ提案する。

　なるほどね。こないだファミレスでニマニマしてたのも、俺の想おもいを知ってたからか。

　う～ん、どうすっかな。伊織に仲を取り持ってもらうようなことじゃないんだが……。いやまあ、いま以上に楓ちゃんと仲良くなれるのは嬉しいけどさ。

「気を遣わなくていいんだぞ」

「気なんか遣ってないよ。ボクがやりたいだけだもん」

「具体的にはどういうことをしてくれるんだ？」

「お姉ちゃんと一緒に遊べるようにしてあげる」

　無理に距離を縮めようとして変な空気になるなら遠慮したいが、それくらいなら好きにさせてやってもいいか。

「わかった。起きててやるよ」

「ほんと？」

　ぐしぐしと涙を拭い、つぶらな瞳を向けてくる。

　本当だ、とうなずいてみせると、伊織はうっすらと笑みを浮かべた。

「ありがと。お兄ちゃん好き」

「どういたしまして。んで、どういうゲームがしたい？」

　さっき勧めたのはひとり用だ。

　ふたりで遊ぶならほかのゲームを選ばねば。

「ボクね、楽しいゲームがしたい」

「だったらレースゲームなんてどうだ？」

「うん。それがいい。……眠いなら、べつに休んでてもいいけど……」
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「眠気なんか吹っ飛んじまったよ。一緒に楽しもうぜ」

「うんっ！」

　ゲームをセットすると、伊織がとなりに座り、肩に寄り添ってくる。

　泣かれたときはどうなることかと思ったが、機嫌がなおったようでなによりだ。

　そうして俺は、伊織とゲームを楽しむのだった。





◆






　夕方。俺の部屋は快適な居住空間と化していた。

　やっぱ夏場はエアコンがないとなっ。暑さにうなされて寝苦しい日々が続いていたが、これで快眠できそうだ。

　ただ……快眠と言えば、不安なのは伊織である。

　なにせ午前中にトラウマ体験しちまったからな。

　あれから七時間。伊織はバッティングセンターに行くのも忘れてゲームにハマった。

　俺も昼寝せずに付き合い、楽しい思い出で恐怖を上書きしてやったけど……あの怖がりっぷりを見るに、悪夢にうなされてしまうかも。

　けどまあ、楓ちゃんがついてるしな。

　怖がる伊織を優しく慰め、ぎゅっと抱きしめて寝てくれるはず。

「お兄ちゃーん。これって見た目で必殺技も変わるのー？」

　伊織がモニターを見つめたままたずねてきた。

　レースゲームは午前中で切り上げ、さっきまで戦国武将を操るゲームを楽しんでいた。オリジナルキャラを作れると伝えたところ、自分の分身を動かしたいと言い出したのだ。

　……分身を作ると言いながら女武将を作り始めるあたり、こいつの男装作戦はガバガバだが。

　それを言い出すと切りがないので、考えないようにしよう。

「必殺技も自由に選べるぞ。ほら、モーションって欄があるだろ？」

「モーション……あった。これだね？　ありがと！」

　引き続きキャラメイクに勤いそしむ伊織。とことんこだわりたいようで、どうでもよさげな目の色もひとつひとつ確かめている。

　このペースだとあと一時間はかかりそうだ。

　楓ちゃんに帰りは遅くなるって連絡しようかね。

　チャットアプリを開き、メッセージを打ちこんでいると、楓ちゃんから電話がかかってきた。グッドタイミングだ。

『もしもし賢次くん？　いまお家？』

「家にいるぞ。伊織も一緒だ」

『それにしては静かだけど……もしかして寝てる？』

「いや、ゲームしてるよ。けっこうハマってて、帰るのは一九時過ぎになりそうなんだ。楓ちゃんはもう家？」

『そのことで電話したんだけど……実はちょっと帰るのが遅くなりそうなの』

「いいよ。それまで伊織の面倒見とくから。何時頃になりそうなんだ？」

『この調子だと、朝になると思う』

　……朝帰り、だと？

　まさか知らないうちに恋人ができて、彼氏と過ごすとかじゃない……よな？

「朝までどこで過ごすんだ？」

『友達の家だよ。あ、もちろん女の子だよ？　図書館で一緒に調べ物してたら、その娘この恋人から別れようって急に連絡が来たの』

「あー、そりゃショックだろうな」

『うん。すごく落ちこんでて、放っておけなくて……今日は一緒に過ごすことにしたの』

　心優しい楓ちゃんらしい事情だった。

　そういうことなら仕方ない。失恋したその娘のためにも楓ちゃんを貸してやろう。

「わかった。俺はどうすればいい？」

『できれば伊織とご飯を食べて、お家に送り届けてほしいの。合鍵はちゃんと持たせてるから。……お願いできるかな？』

「お安い御用だ」

『ありがと！　こんなこと頼めるの、賢次くんしかいないから……。もちろんお礼はするからね？』

「お礼なんかいいって。じゃあまた」

『うん。またね』

　通話を切り、伊織のとなりに腰かける。

　伊織は女武将のヘアスタイルを選びつつ、

「さっきのお姉ちゃんだよね？　なんて？」

「失恋した友達を励ますとかで、今日は帰れないってさ」

「……え？」

　ぴた、と硬直する伊織。

　絶望的な顔でこっちを見て、

「……帰れない？　お姉ちゃん、帰れないの!?」

「落ち着け。今日だけだから。明日の朝には帰ってくるって」

「明日の朝!?　じゃあボク、今日はひとりで寝ないとなの!?」

「そういうことになるが──」

「無理無理無理！　無理だよぜったい！　怖いもん！」

　伊織はくりっとした瞳に涙を滲にじませる。楽しそうにゲームしていたが、ホラーゲームの余韻は根強く残っているようだ。

　ま、こうなるとは思ってたけどさ。

「心配すんな。うちに泊めてやるから」

「ほ、ほんと!?」

「伊織さえよければだがな」

「いいに決まってるよ！　やったー！　お兄ちゃん家ちにお泊まりだ～！」

　伊織は大はしゃぎだ。

　こいつまさか男装のこと忘れてるんじゃないよな？　一緒に寝泊まりすれば性別バレのリスクが跳ね上がるんだが……。

　なにをされても気づかないふりするし、お泊まりを楽しんでくれて構わんけども。

　伊織が泊まることになり、楓ちゃんに連絡を入れる。

　すると【そのほうが安心だよ。伊織のこと、よろしくね】と返ってきた。オートロック付きのマンションとはいえ、伊織をひとりで留守番させるのは心配だったようだ。

「楓ちゃんの許可取ったから、のんびりキャラメイクを楽しんでてくれ」

「うん！　あとでまた一緒にやろうね！」

「おう。次はひとりで敵陣に突っ走るなよな」

　そう相づちを打って部屋を出ようとしたところ、伊織が腕を摑つかんできた。

「ど、どこ行くの!?」

「トイレだ」

「ちょ、ちょっと待って！　ボクも行くから！」

　伊織は焦り顔だ。漏れそうなのかな？

「だったら先に行っていいぞ」

「お兄ちゃんと一緒がいいよ！」

「……まさかトイレのなかまでついてくる気じゃないよな？」

「そのまさかだよ！」

「トイレにまでついてくるなよ……落ち着けねえだろ」

「だって怖いもん！　静かにしてるから一緒にいさせてよ！」

「そういう問題じゃねえよ……。すぐ戻ってくるからゲームして待ってろ」

「やだよぉ！　お兄ちゃんと一緒じゃないと怖いよぉ！　お兄ちゃん、おしっこ我慢してよぉ！」

「我慢って、いつまで？」

「ずっと」

「無茶言うなよ……」

「じゃあ漏らしていいよ」

「できるか！」

「ボクが責任持って掃除するから！」

「させられるか！」

「自分で掃除するの？」

「トイレでするんだよ！」

「ボクも行きたいよ！」

　だめだ。堂々巡りだ。

　このままだとマジで漏らしちまう。

「だったらドアの前で待ってろ。半開きにしといてやるから」

　折衷案を出すと、伊織はまだ怖そうにしながらも、納得してくれた。

　俺のシャツを摑んだまま一階へ下り、トイレの前に待機させる。半開きにしたまま用を足しつつ、視線を感じて振り向くと……

　伊織が、隙間からこっちを見つめていた。軽いホラーだ。びっくりして止まっちまったじゃねえか……。

「ボクもするからそこで待ってて」

　トイレを出ると、入れ替わりに伊織が入る。ドアが半開きなので、便座が下りる音も、おしっこの音も筒抜けだ。特殊な性癖は持ちあわせていないのに、おしっこの音を聞いているとどきどきしてしまう。

　そんな俺の気も知らず、伊織がすっきりとした顔で出てきた。

「待っててくれてありがと！」

「どういたしまして。……ところで、腹の空き具合はどうだ？」

「まだ全然だよ」

　昼飯は冷凍チャーハンだった。そんなに量はなかったけど、今日は身体からだを動かしてないので腹は空いてない様子。

「晩飯は出前を取るとして……いまのうちに風呂入っとけよ」

「いじわる言わないでよ……」

　伊織が涙ぐんだ。ころころと表情の変わる奴だ。いじわるを言ったつもりはないのだが……。

「心配しなくても、ドアは半開きにしといてやるから」

「ひとりきりになるのは怖いよ……」

「じゃあ風呂入るのやめる？」

「お兄ちゃんは入るの？」

「できれば入りたいが……」

「じゃあ一緒に入ろ？」

　ぎゅっと俺の手を握り、伊織が瞳を潤ませる。

　可愛い顔でおねだりしているわけじゃなく、素で可愛いのだこいつは。

「一緒には無理だろ」

　男装中だぞ、お前。

「どうして無理とか言うの？　昔は一緒に入ってたのに……」

　俺に突き放され、伊織はマジで泣きそうだ。

　ひとりで入浴するのが怖いからじゃなく、俺に断られたのが悲しいのだろう。

　こんな顔を見せられて、拒否することは俺にはできない。それに男装作戦を成功させるためにも、伊織のことを男として扱い続けなければならないのだ。もし伊織が本当に男なら、断ることはなかった。

　ただ……いくら男だと思いこもうと、こいつは女だ。弟みたいに可愛がってはきたが、しばらく見ないうちに女らしく成長した。

　伊織と最後に入浴したのは四年前、俺が中一のときだ。当時伊織はまだ九歳だったので裸を見てもなんとも思わなかったけど、中二女子の裸はまず間違いなくどきどきする。

　もちろん我慢はするが、生理現象が起きてしまえば気まずい関係になってしまう。

　つまるところ、目隠しをしないといけないわけだ。

「わかったよ。一緒に入ってやる」

「ほんと？」

「ああ。ただし昔みたいに風呂のなかで遊んでやることはできないぞ。一日中ゲームして目が疲れてるからな。温かいタオルを目に巻いて、疲れを落としたいんだよ」

「うん。それでいいよ！」

　性別バレとひとりお風呂を同時に回避でき、伊織は安心したみたい。

　お兄ちゃんとお風呂だ～、と声を弾ませる伊織を連れて風呂場へ行き、お湯を張る。

　浴槽にお湯が溜たまるのを待つあいだ、寝室で過ごすことに。

　キャラメイクを再開する伊織の傍ら、タンスを漁ってパジャマを見繕ってやる。

　上は大きめのＴシャツ、下は体育用のハーフパンツでいいとして……

「下着はどうする？」

「穿はかないで過ごす」

「伊織がいいならそれでいいけど……んじゃ、脱いだ服はこの袋に入れといてくれ」

「はーい」

　一五分ほどキャラメイクを眺め、お湯が溜まったところで脱衣所へ。

「一番風呂はもらったぜ！」

　そしてハイテンションで叫ぶ俺。ちょっとわざとらしかったかな？

「しょうがないな～。一番風呂は譲ってあげるよ。ほらほら、早く脱いで脱いで」

　俺に脱衣姿を晒さらさずに済み、伊織は安堵の表情だ。

　まじまじと見られると落ち着かないので伊織に背を向けて全裸になり、浴室へ。

「ひゃっほう！　一番風呂サイコー！」

「あはは、お兄ちゃんはしゃぎすぎー」

「目隠しも超気持ちいいぜ！　伊織も早く来いよ！」

「いま行くー！」

　入浴の条件が満たされ、伊織はうきうきと声を上げた。ドアの開閉音が響き、かけ湯の音が聞こえ、水かさが増す。

　足先が変なところに触れないように体育座りをしているが、目の前に全裸の中二女子がいると思うと緊張してきた。

　しかし生理現象が起きる気配はない。女らしく成長したとはいえ、伊織は伊織──弟のような存在だ。こいつに欲情するなんてありえな──

　ぐにゅ。

「うおっふ!?」

　股間に刺激が走り、変な声が出てしまう。

「あはは、変な声ー」

「お、おまっ、どこ触ってんだよ！」

「わかんないよ。なにこのぐにぐにしてるの？」

　股間をぐにぐにするんじゃねえ！

「なにって見りゃわかるだろ！」

「見えないよ。タオルで目隠ししてるもん」

「お前もしてんのかよ!?」

　なんのためにだよ！

「だってお兄ちゃんが気持ちいいって言ってたから」

「だからってなんでもかんでもお兄ちゃんのマネするんじゃないよ！」

　危うく興奮しかけたじゃん。

　このままじゃいつ生理現象が起きるかわからんぞ。気を紛らわせるために身体を洗うとするか。

　そうと決めて立ち上がると、わっ、と声が響く。

「もじゃもじゃだ！」

「目隠しは!?」

「マネするなってお兄ちゃんが言ったんじゃん」

　伊織は『どうして怒るの？』とでも言いたげだ。

　心外そうに言われると、なんか俺が悪い気がしてきた。

「目隠しを外すのはいいが、じろじろと見るんじゃない」

「お兄ちゃんが見せてきたんじゃん」

「見せたつもりはねえよ！　てか見えてもいちいち口にするなよ。珍しくもないだろ」

「そんなことないよ。ボクまだ生えてないもん」

　一三歳でそれは珍しいが、成長には個人差があるしな。まだまだ子どもなんだと思うとどきどきも収まってきた。

「お兄ちゃん、ちんちん大きいね」

「だから見るなっての！」

　お前もちょっとはどきどきしろよ！　年頃の女子だろ！

　ほんと、こいつは昔とちっとも変わってないんだな。このままだとあの頃みたいに面白半分にちんちんを引っ張られかねないので、さっさと湯舟を出る。

　できればさっぱりしたいところだが、タオルが落ちるとマズいので髪を洗うのは控えることに。

　手探りでシャワーホースを摑み、タオルを手に取る。

　ええと、ボディソープは……こっちか？　シャンプーなのかリンスなのかボディソープなのかマジでわからん。

「伊織ー。すまんがタオル泡立ててくれ」

「いいよー。ついでに洗ってあげるね」

　ざばっと湯舟から出る音が響く。タオルを渡すと、くちゅくちゅ泡立てる音が聞こえ、背中をごしごしと洗ってくる。

「こうしてると昔に戻ったみたいだね」

「あの頃はお互いに洗いっこしてたな」

「お兄ちゃん、急にくすぐってきてたよね」

「お互い様だろ？　お前だってくすぐってきたんだから。……いまはやめてくれよ？」

　なにかの弾みでおっぱいに触れたら大変だ。

「わかってるって。抵抗できないお兄ちゃんをくすぐったりしないよ」

「ならいいんだが──あひッ!?」

　俺の背中を這はっていたタオルが、ふいにワキから胸元にまわりこんできた。

「く、くすぐるなって言っただろ！」

「ち、違うよ。前を洗おうとしただけだよ」

「なんで前を!?　昔も前は自分で洗ってただろ！」

「だって、今日はすごくお世話になったから……」

「お礼とかいらねえよ」

「遠慮とかいらないよ。ほら、こっち向いて。このままじゃ洗いにくいよ」

「いいってば」

「遠慮しないで向いてって！」

　伊織が腕を摑み、ぐいっと引っ張ってきた。

「うおっ!?」

「ひゃっ!?」

　ケツがぬめぬめとした風呂椅子の上をくるっとまわり、ぐにゅっ、と頭から床上に倒れこむ。

　……いや、床の感触じゃねえな。

　おっぱいだわこれ。

「うおおおお!?　す、すまん！　平気か!?」

　伊織に覆いかぶさっているのだとわかり、瞬時に腕立て伏せの要領で身を起こす。

「う、うん。平気だよ。ちょっと背中をぶつけただけだから。お兄ちゃんは……変な感じしなかった？」

　やはりおっぱいに顔を埋めていたようだ。伊織がおずおずとたずねてきた。

　安心しろ。知らぬ存ぜぬは俺の得意分野だ。

「変な感じ？　う～ん、特になにも」

「そ、そう。ならいいんだけど──」

　ぽとり、と。

　目元を隠していたタオルが落ち、視界が晴れた。

　……目の前に、火照り顔があった。

　くりっとした目の幼い顔と、白桃のような胸が視界に飛びこんでくる。

「だっ、だだだ──だめええええええええええ！」

　がしっ！　伊織が両手で俺の顔を摑み、目線を固定してきた。いやもうこの角度で見えちゃってんすけどね。

「な、なにがだめなんだ？」

「お、お兄ちゃん目が疲れてるから！　タオル落としちゃだめって言ったの！」

　おっぱいを見られないようにするのにいっぱいいっぱいで、顔を摑んだ理由は思いつかないらしい。俺もいちいち指摘はしない。

「そか。気遣ってくれてありがとな」

「ど、どういたしまして！」

　……で、この場合、どっちがタオルを拾えばいいんだ。伊織は俺の顔を摑むので、俺は体勢を維持するので両手が塞がっているのだが。

「……」

「……」

　ずっと目を見つめていると、伊織の顔がじわじわと赤らんできた。さすがに恥ずかしいのかも。

　俺だって恥ずかしい。お互い全裸のまま伊織を押し倒す形なのだから。

「ど、どうしてタオル拾わないの？」

「俺が拾おうとすると床に肘をつくことになるが……」

「そ、それでいいから早く目に巻いてよ！」

　そこまで言うなら……。

「……あ」

　床に肘をつくと、伊織との距離がぐっと縮まる。お互いの息がかかり、あとわずかでも動かせば唇同士が触れ合いそうな距離である。

「……タオル巻くから、手を退けてくれ」

「う、うん。わかった……」

　間違ってキスしてしまわないよう気をつけつつ、目元をタオルで覆い隠す。

「も、もう見えない？」

「ああ。なにも見えない」

　そう言って、俺は立ち上がった。

「背中、本当に痛くないか？」

「痛くないよ。お兄ちゃんは、膝とか痛くなかった？」

「平気だ。あと、まあ……なんだ？　ぶつかると危ないし、伊織は湯舟で待ってろよ」

「うん。そうする……」

　反省したのか、伊織は言う通りにするのだった。

　……こいつの胸、思ってたより大きかったな。
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　二二時過ぎ。

「待っててくれてありがと！」

　トイレを出ると、お兄ちゃんが立っていた。

　ボクが無理を言ってついてきてもらったんだ。ゾンビゲームのせいでトイレに行くのが怖いから。

「気にするな。慣れたから」

　お兄ちゃんは本当に優しい。ボクのわがままをなんでも聞いてくれる。

　あんなゲームしなければよかったって後悔してたけど……そのおかげで、ひさしぶりにお兄ちゃんとお風呂に入れた。

　そう考えると、怖いゲームをしてよかったって思えてくる。

　本当は昔みたいにくすぐりごっこしたり、シャンプーでどっちが面白い髪型を作れるか勝負したりしたかったけどね。

　だけど、できない。

　ボクは男じゃないから。

　お兄ちゃんみたいなちんちんはついてないから。

「……」

「……俺のズボンになにかついてる？」

「な、なんでもないっ」

　お兄ちゃんの裸を思い出したら、ちょっとどきどきしちゃった。

　昔見たときはちっともどきどきしなかったのに、どうしてだろ？　それに……どうしてボク、お兄ちゃんに見つめられたとき、ちんちんを見たとき以上にどきどきしちゃったんだろ？

　お兄ちゃんに「わ！」って驚かされたことがあるけど、あのときとは違うどきどきだ。もう裸じゃないのに、お兄ちゃんの横顔を見ると、また少しどきどきしてしまう。

「どうする？　ゲームするか？」

　寝室に戻ってくると、お兄ちゃんが言った。

　けっきょく今日は一日中ゲームで遊んだ。ずっと部屋で遊ぶのはひさしぶりだ。

　でも飽きない。お兄ちゃんとのゲームは楽しいし、もっともっと遊びたい。

　だけど……

「もう寝るよ」

　お兄ちゃんはずっとボクに付き合ってくれたんだ。そろそろ宿題させてあげないと。

「お兄ちゃんのベッドで寝ていい？」

「いいぞ。汗臭いけどな」

「気にしないよ。お兄ちゃんの匂い好きだもん」

　ボクはベッドに横たわり、ごろごろと転がる。

「なにしてるんだ？」

「寝てるときにシャツがめくれないか確かめてるの」

「そか。夏とはいえ腹が出たら風邪引くかもしれないしな」

　ほんとはおっぱいが見えないようにするためだけど、お兄ちゃんがいい感じに解釈してくれた。

　一緒に寝たら身体が触れちゃうかもだけど……お兄ちゃんにぶいし、バレないよね？

　……うん。バレないバレない。

　だっておっぱいに顔を押しつけられたのにちっとも気づかないんだもん。

「俺も寝るから詰めてくれ」

「お兄ちゃんも寝るの？　宿題はいいの……？」

「眠いんだよ。一緒に寝るのは嫌か？」

「ううん！　一緒がいい！」

　やったー！　お兄ちゃんと眠れるー！　昔を思い出すなぁ。

「言っとくが、くすぐりっこはしないからな？」

「うん。それでいいよ」

　昔みたいに布団のなかでも遊びたいけど、服に手を入れられたらバレちゃうもんね。

　お兄ちゃんが電気を消してベッドに来た。

　……ちょっと怖いな。

「ね、ねえ、ぎゅってしてもいい？」

「好きにしろ」

　お兄ちゃんの腕にぎゅっと抱きつく。おっぱい当たってるけど……

「……変な感じしない？」
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「べつになにも感じないぞ」

　うん。やっぱり気づかれない。

　お兄ちゃん、ほんと鈍感だなぁ。

「……力、強すぎじゃね？」

「だってお兄ちゃんのこと好きなんだもん」

「ま、伊織がそうしたいなら好きにしていいけどさ」

「うんっ。好きにする～」

　怖い夢を見るかもと思ってたけど、お兄ちゃんと一緒なら楽しい夢が見られそうだ。

「おやすみなさーい」

「おう。おやすみ」

　そうしてボクは目を瞑つぶり──……




「やった朝だああああああ！」

「うおッ!?　び、びびらせるなよ……」




　お兄ちゃんを相手に、いつもお姉ちゃんとしてるやり取りをすることになるのだった。

　ごめんね、お兄ちゃん。





《　第三幕　海水浴　》







　八月になって二週間が過ぎた。

　今日も今日とて朝から伊い織おりが我が家に来たが、いつもと様子が違っていた。

　元気すぎるのは相変わらずだが、なにやら隠し事をしている様子だったのだ。

　気になってたずねてみたところ、

「今日一日やりたいことに付き合ってくれたらいいこと教えてあげる！」

　伊織から与えられたヒントはそれだけだった。

　いいことについてたずねてみても、「それはあとのお楽しみだよ！」とはぐらかされるばかり。

　気になりつつも、それ以上の追及はしない。サプライズで俺を喜ばせたいようなので、その気持ちを尊重してやることにした。

　どっちにしろ毎日やりたいことに付き合ってるしな。

　そんなこんなで幕を開けた伊織との一日も、そろそろ終盤に差しかかろうとしていた。

　時刻は一七時過ぎ。バッティングセンターからボウリングというハードスケジュールをこなしたあと、俺たちはショッピングモールを訪れた。

　ここへ来たのは伊織の要望だ。なにを買うかは聞いてないが、ついでにフードコートで夕食を済ませて帰りたい。

「腹の減り具合はどうだ？」

「五分五分ってところだよ」

「なにとなにが五分と五分？」

「食べたい気持ちとまだだいじょうぶって気持ち。ここで食べるの？」

「そのつもりだが、ほかに行きたい店があるなら付き合うぞ」

「お兄ちゃんと一緒ならどこでもいいよ」

　俺の手をぎゅっと握り、伊織が笑いかけてきた。

　一日遊びに付き合わされてへとへとだが、こいつの笑顔を見ると元気が漲みなぎってくるから不思議だ。

「じゃあ買い物を済ませたら飯にするか」

「うんっ！　えっと……」

　会話を切り上げ、伊織はあらためて店内図に向きなおる。

「いまさらだが、なにを買いに来たんだ？」

「水着だよ」

　なるほど、水着ね。

「だったら三階に──」

　って、水着だと!?

「なんで水着を!?」

「お兄ちゃん、明日暇って言ってたよね？」

「あ、ああ、言ったが……」

「だからね、明日は海に行くことにしたの」

「……どこに行くって？」

「海だよ海！　海水浴！　ボクとお姉ちゃんと三人で！」

　男装は!?

　水着になったら性別隠せないんですけど!?　まさか俺が知らないうちに作戦終了してたのか？

　いや待て。こいつは依然としてボクっ娘このままだ。服装だってボーイッシュ──お気に入りのパーカーは洗濯中なので、こないだパジャマとして貸した俺のＴシャツを着用している。

　つまり男装作戦は継続中。

　ただ単に海に行きたすぎて男装のことを忘れているだけだろう。

　気持ちはわかるけどさ。

　伊織は水遊びが好きだけど、地元は海から遠かったし。海なんてテレビでしか見たことないはずだ。

　なので海に行きたい気持ちはわかるわけだが……男装作戦の最中だぜ？　ほかの場所に行ったほうがいいんじゃね？

　機嫌を損ねないように、それとなく伊織の興味を逸そらしてみるか。

「伊織って泳げるのか？」

「もち！　川遊びで鍛えてるもん！」

「川と海は深さも流れも全然違うぞ。それに比べて山はほら！　場所によっては川遊びもできるし、虫取りだってできるぞ！」

「どうして急に山の話？」

「こないだ山の日だったことを思い出してさ。っかぁ～！　山に行きたかったぜ～！」

「じゃあ今度山に行こっ！」

　くっ。よりハードな夏休みになっちまった。月末まで持つのか？　俺の身体からだ……。

「今度じゃなくて明日はどうだ？」

「え～、やだよ。明日は海行きたいよ海。だって山なんていつでも見られるじゃん」

「そりゃそうだが……なんでそんなに海がいいんだ？」

「だって水着だよ!?　ビキニだよ!?」

　男装中だよ!?　俺もう気づいちゃうよ!?

「なんだよそのビキニ推し。泳ぐのが目的じゃないのかよ」

　それともあれか？　俺に男っぽい印象を植えつけるためにビキニに興味あるふりしてるのか？　だとすると本末転倒だぞ。

「泳ぐのも目的だけど、お兄ちゃんのために海に行くんだよ」

「俺のため？」

「うん。お兄ちゃん、ビキニ好きでしょ？」

「まあ、好きだけど……」

「だと思った。お兄ちゃんの部屋にビキニの本があったもん」

「……念のため言っとくが、あれは少年誌だからな？　グラビア目当てで買ったわけじゃないからな？」

「でもビキニ好きなんでしょ？」

「好きだけど……」

「だから海なんだよっ！　だって山だとお姉ちゃんのビキニ姿が見られないでしょ」

　あ、ああ、そういうことね。

　男装作戦に気を取られていたが、仲良し作戦も同時進行中だった。

　そりゃ楓かえでちゃんのビキニ姿は見たい。お互いに水着姿を見せ合って楽しく遊べば、いま以上に仲良くなれそうだ。

　ただ……当日の伊織の格好が不安すぎる。

　まさかとは思うが、男物で来ないよな？

　そんなことしてみろ。監視員に説教されたあげく出禁になるぞ。自覚ないかもだけど、お前マジで女にしか見えないからさ。

　かといって女物で来られても困るけど。

　楓ちゃんに話は通してるっぽいし、いい感じの中性的な水着を見繕ってくれたのかな？　いや、だとしても胸の膨らみはどうカバーするんだ？

「……お兄ちゃん、もしかして海が嫌いなの？」

　伊織が不安げに見つめてきた。

　俺のために忙しい楓ちゃんのスケジュールを押さえ、サプライズ報告してくれたのだ。大喜びすると確信していたに違いない。

　伊織との海水浴は不安だが……お兄ちゃんとして、喜んでやらないとな。

「そんなことないって。嬉うれしすぎてパニクったんだ」

「よかった。ボクも楽しみっ！」

　伊織は海水浴が待ち遠しい様子。こんなふうにわくわくできるってことは、水着対策はばっちりなのかね？

「ちなみに伊織はどんな水着を着るんだ？」

「スク水だよ」

　じゃあ女物じゃん！

　新調しようぜ！　金払うから！

　そんでもって上と下が隠れる中性的な水着買おうぜ！　探せばあるよきっと！

「それサイズ小さくないか？」

「平気だよ。昨日ちゃんと着心地確かめたもん」

　着心地より見た目を確かめてくれ！

　そして女子にしか見えないことに気づいてくれ！

　そもそも──

「誰の水着を買いに来たんだよ」

「お姉ちゃんのだよ」

「楓ちゃんの？　これから合流するってことか？」

　だったら裏で話したい。女だと気づかないふりをすれば問題ないけど限度があるって。

「ううん。おつかいを頼まれたの」

「普通、自分の水着を他人に任せるか……？」

「お姉ちゃんも同じようなこと言ってたよ。でも最終的にはボクに選ばせてくれることになったの」

　つまり難色を示したわけか。

　破廉恥水着を選ばれたら海水浴どころじゃなくなるしな。

「なら普通のを選んでやれよな」

「お兄ちゃんが選ぶんだよ」

「……俺が？」

「うん。いつもお世話になってるからね。ボクが選んだってことにするから好みの水着を選んでいいよ」

　伊織はニマニマ顔だ。

　大好きな女子に好みの水着を着せられるなんて喜ぶに違いない、と言いたげな表情をしている。

　そうして伊織に手を引かれ、水着売り場を訪れたわけだけど……

「サイズがわからんのだが」

「一番大きいのでいいんじゃない？」

「そんな雑な決め方があるか」

　大きすぎると脱げてしまい、小さすぎると胸がパツンパツンになる。本人がいれば試着してもらえるのだが……。

「そうだっ。参考になるかはわかんないけど……」

　伊織がパーカーのポケットからデジカメを取り出す。

　ぴっぴっと操作して、画面を見せてきた。

　……床に置かれたブラジャーとパンツの写真だった。

　飾り気のないデザインだけど、楓ちゃんが普段身につけているものだと思うととたんに魅力が増す。

「これくらいのサイズだよ」

「それだけ見せられてもわかんねえよ……」

「そう言うと思ってタグも撮っておいたよ」

　できる子アピールする伊織。

　だったら最初からそっち見せてくれよ。楓ちゃんの下着に興奮しちゃったじゃないか。

「どれどれ？」

　タグによると、Ｅカップらしい。

　服越しにもわかっていたが、とんでもないサイズだな。

「役に立った？」

「立ったから下着の写真はいまこの場で消去しろ」

「はーい」

　ぴっぴっとボタンを押して、伊織が写真を消去する。

　ちゃんと消したか確かめてから、水着選びを開始する。

　なにかの弾みでポロリしないようにしっかりサイズを確かめ、ライトブルーのビキニを買うと、伊織とともにフードコートへ向かうのだった。
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　そして翌日。

　最寄りの駅前で待ち合わせした俺たちは、電車に乗って海へ向かう。

　いつもならじっとしているとすぐに寝てしまう伊織だが、今日は目がギンギンだ。海が待ち遠しいらしい。

「早く到着しないかなー。海に着いたらいっぱい遊ぼうねっ」

「ああ。気が済むまで付き合ってやるよ」

「やったー。お兄ちゃん大好きっ」

　伊織の会話に付き合いつつ電車に揺られること一時間、駅を出ると炎天下のなか一五分ほど歩いていき──

「すげー！　海だ！」

　伊織がはしゃぎ声を上げる。

　歩道橋からは海を一望することができた。

　快晴の空の下、濃紺の海と白い砂浜が広がっている。

　夏休みということもあってパラソルが目立ち、大勢が海水浴を楽しんでいた。

「海だねぇ。綺き麗れいだねぇ」

　楓ちゃんも海に見入っている。

　しばらく海を眺めていた如月きさらぎ姉妹は、もっと近くで海を見たくなったようだ。

　伊織ががしっと俺の手を摑つかみ、楓ちゃんもいつもより速い足取りで、海のほうへ歩いていく。

「なんかいい匂いがするねっ！」

　ビーチ沿いの歩道にたどりつくと、伊織が声を弾ませた。磯いその香りに混じり、香ばしい匂いが漂ってきているのだ。

「海の家からだな」

　以前家族と来たときは海の家で焼きそばを食べた。家で食べる焼きそばよりも美お味いしく感じたのを鮮明に覚えている。

　今回はもっと美味しい思い出を作れそうだ。なにせ楓ちゃんが手作り弁当を持ってきてくれたから。

「ボク、なんだかお腹なか空いてきちゃった」

「早めにお昼にする？」

「早く食べたいけど、その前に遊びたーい！　お兄ちゃん、お姉ちゃん、早く遊ぼ！」

「だったらまずは着替えないと。ええと、更衣室は……」

「あれだ」

　海の家の近くには建物がある。シャワー付きの更衣室だ。

　そっちへ向かっていると、伊織が突然お腹を押さえてしゃがみこんだ。

「うわ～、どうしたのー？」

　なぜか棒読みの楓ちゃん。

　それに負けじと、伊織が棒演技で応じる。

「急にお腹が痛くなっちゃったー」

「ええー？　それは大変だー」

「トイレに行きたいよー」

「そうだねー。トイレはどこかなー？」

　楓ちゃんが、ちらりと目配せしてきた。

　わかってる。伝わったよ。俺と違うタイミングで着替えさせたいんだよな。じゃないと伊織が女子更衣室に入るところを目撃してしまうから。

「トイレはあっちだ。中学生だし、ひとりで行けるよな？」

「うん、行ける！　いってきまーす！」

　計画通りにことが進んで気が抜けたのか、元気いっぱいに叫ぶ伊織。お腹が痛いふりをやめ、トイレへと駆けていった。

　姿が見えなくなると、楓ちゃんが小さくため息を吐く。

「賢けん次じくんに伝わってよかったよ。急なお芝居に付き合わせちゃってごめんね？」

「いいって。むしろ助かるよ。事前に計画立ててくれて」

「伊織と相談して計画を立てたんだよ。ちゃんと台本を用意して、演技の練習もしっかりして、今日に備えたの」

　楓ちゃんは得意気にはにかんでいる。演技力に自信ありげにしてるし……棒演技だったことは指摘しないでおこうかな。

「演技が上う手ますぎて、ほんとにお腹痛めたのかもって心配したよ」

「心配させちゃってごめんね？　伊織、ほんとはものすっごく元気だから。今日は一日中賢次くんを振りまわすと思うけど……伊織の相手、疲れない？」

「疲れはするけど、楽しいから問題ないよ。俺も海は好きだしさ。楓ちゃんこそ、忙しくなかったのか？」

「集中講義の準備しようと思ってたけど、たまには遊んであげないと伊織がかわいそうだもん。それにもう一度海に来たかったから」

「楓ちゃんは海に来たことがあるんだな」

「うん。……オープンキャンパスのあとに、一度だけ」

「あ、ああ、あのあとか……」

　ちょっと気まずい空気が流れる。

　あの日のことは、できれば思い出したくなかった。俺の人生最大の黒歴史といっていい一日だったから。

「あのときはほんと悪かったよ」

「ど、どうして謝るの？　賢次くん、なにも悪いことしてないよ」

「楓ちゃんの気持ちを一切考慮しなかったから……」

「そ、それを言うならわたしだって……もっと上手い言い方もあったはずなのに……」

　ますます空気が重くなってしまう。

　せっかく楽しい海水浴なんだ。このままにはできない。

　気まずい空気をぶち壊さねば。

「それはそうと海っていいよなっ！　今日は全身日焼けするまで遊び倒してやるぜ！」

　明るく叫ぶと、楓ちゃんがくすっと笑う。

「伊織も同じこと言ってた。ふたりともほんと気があうね。本当の兄きょう妹だいみたい」

「実際、弟みたいに可か愛わいがってるからな。まあ、あいつはすでに日焼けしてるが」

「伊織はじっとできない性格だから、日焼け止め塗ろうって誘っても聞いてくれないの。おかげで冬でも色黒で……そういえば、賢次くんもいつも最後は日焼けして帰ってたね」

「俺もじっとしてるのが苦手だし、室内より外で遊ぶほうが好きだからな」

「ほんと伊織と気があうね」

　楓ちゃんはますますおかしそうに笑う。

　気まずい空気が完全に消えたようで一安心だ。

「じゃ、伊織が来る前に着替えとくよ」

「わたしは伊織と着替えるね」

「わかった。更衣室の近くで待ってるからな」

　楓ちゃんに見送られ、男子更衣室へと入る。

　海パンに着替えて外に出ると、強烈な日ひ射ざしで肌がピリついた。

　すでに散々伊織と遊び歩いて日焼けしてるが、海で一日遊べばいま以上に焼けそうだ。じっとしてるのは苦手だが、日焼け止めを塗らないと風呂で泣きを見そうだな。

「あっ、いたいた！　お兄ちゃーん！」

　燦さん々さんと降り注ぐ日射しを浴びていると、聞き慣れた声がした。着替えるの早いな。

　声のしたほうを振り向くと、伊織がとてとてと駆け寄ってきた。

　ライフジャケット姿である。

　なるほど、そうきたか！　これなら溺れることもなく、おっぱいが目立つこともない。ふたつの意味で安全だ。

　……視線を落とすとスク水らしき濃紺の逆三角形が見えるけど。しゃがんでまじまじと見ない限りは、女子だと気づくこともない。

「いいジャケットだな」

「えへへ～、かっこいいでしょ！　お姉ちゃんが通販で買ってくれたんだ～」

　伊織は堂々と胸を張り、ど派手なオレンジカラーの救命胴衣を見せてくる。男装に成功していると思いこんでいるのか上機嫌だ。

　これで唯一の懸念が晴れた。

　あとは思う存分に海を満喫するだけだ。

「お待たせ～」

　安心したところで、楓ちゃんが歩み寄ってくる。

　その姿を目にした瞬間、心臓がどくんと跳ねた。

　ライトブルーのビキニ姿だ。

　お腹は引き締まっているけど柔らかそうで、太ももはむちっとしていて、これでもかと存在感を主張するＥカップのおっぱいがビキニからこぼれそうになっている。

　伊織のおっぱいも大きいと思っていたが……こうして比較してみると、まだまだ子どもなんだな。

「全然待ってないよ。俺もいま来たところだし」

　いやぁ～、いいもの見させてもらったぜっ！　いまさらながら海水浴を企画した伊織を褒めたくなってきた。ご褒美ってわけじゃないけど、いっぱい遊んでやらないとな。

　さておき、楓ちゃんが水着を気に入ってくれてるといいのだが……

「その水着、似合ってるな」

「ありがと。伊織が選んでくれたの。どんな物を買ってくるか心配してたけど、可愛い水着で安心しちゃった」

　よかった。気に入ってくれたみたいだ。

　さてさて。

「立ち話もなんだ。パラソル借りてビーチ行こうぜ」

「レンタルできるの？」

「一日一〇〇〇円でな。楓ちゃんは肌が弱いし、パラソルあったほうがいいだろ？」

「うん。日焼けしちゃうし、お弁当も傷んじゃうもん。お財布持ってくるね」

　カバンは持ってきているが、貴重品はロッカーに預けたらしい。

「いいよ。借りるつもりで一〇〇〇円だけ持ってきたし」

「あとで返すね？」

「いいってば。弁当を作ってきてくれたお礼だと思ってくれ」

「ありがと。いっぱい作ってきたから遠慮なく食べてね？」

　そうするよ、とうなずき、俺たちは海の家へ。ビーチパラソルをレンタルして、砂浜に足跡をつけていく。

「このあたりでいいか」

　いい感じのスペースにシートを敷き、パラソルを突き立てる。

「すげー！　秘密基地みたい！」

　シートに寝転がり、ごろごろ転がる伊織。それを横目に日焼け止めクリームを準備していると、伊織が手を摑んできた。

「海行こう海！」

「その前に日焼け止め塗らない？　防水だから、泳いでも落ちないよ」

「ボクはいいや！　ねえ、行こうよお兄ちゃん！」

「焦るな焦るな。時間はたっぷりあるんだ。日焼け止めを塗っとこうぜ。俺も一緒に塗るからさ」

「えー、やだよめんどくさい」

　思った通り、じっとしているのが嫌みたいだ。

「すぐに塗るから、伊織は写真でも撮って待っててくれ」

「そうだっ！　写真撮るんだった！」

　その場に四よつん這ばいになり、カバンからデジカメを取り出す。スク水に包まれたお尻が丸見えになっているが、ちっとも気にする素振りを見せない。

　勢いよくパラソルから飛び出して海を撮る伊織を横目に、顔や腹に日焼け止めを塗っていく。

「ねえ賢次くん、背中に塗ってくれない？」

「俺が？」

「ひとりだと手が届かないから」

　伊織に任せればいいのではと思ったが、あいつてきとーに塗りそうだもんなぁ。

「いいよ。塗るよ」

　ありがと、と楓ちゃんが背を向けてきた。うしろ髪をかき上げ、塗りやすいようにしてくれる。

「……」

　なめらかな背中を見ていると、急にどきどきしてきた。

　楓ちゃんが、チラッと振り向き、

「どうしたの？」

「な、なんでもない。じゃあ塗るから……」

　ぴたっと背中に触れると、華きゃ奢しゃな肩が小さく震える。心臓の鼓動が加速するなか、染みひとつない肌にクリームを塗っていく。

「……終わったぞ」

「ありがと。賢次くんにも塗ってあげるね」

「ボクが塗るー！」

　撮影に飽きたのか、伊織がシートに戻ってきた。

「じゃあ頼む」

「丁寧に塗るんだよ？」

「わかってるって！」

　そう言って、背中にべたべた触れてきた。

　そして次の瞬間、脇腹に刺激が──

「わひょッ!?」

「あはは、わひょ、だって！」

「い、いきなりくすぐるなよ！　びっくりするだろ！」

「だって隙だらけだったんだもん」

「ねえ、ついでに伊織も塗ってもらったら？　顔と腕と脚だけならすぐに終わるよ」
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　クリームで楽しげに遊ぶ伊織に、楓ちゃんがこの機を逃すまいと告げる。

　遊びの延長だからか、伊織は素直にうなずいた。

「はーい。お兄ちゃんよろしくー」

　ぺたんと座り、こっちに腕と脚を伸ばす。ひとまず腕に塗り、太ももから足首にかけてクリームを塗ってやり──隙あり！　と足の裏をくすぐる。

「わぁう!?」

「ぷぷっ。聞いたか楓ちゃん？　わぁう、だってよ」

「い、いきなりくすぐるのは反則だよ！　くすぐるならくすぐるって言ってよね！」

「じゃあくすぐりまーす」

　足首を摑み、足裏をこちょこちょする。

「うひひひひひひひひひひっ！　やめっ、おにいちゃ……く、くすぐった……」

「くくく、どうだ参ったか」

「ま、まいっ、こうさっ……す、するからぁ」

　足首から手を離してやると、伊織はその場に大の字になり、荒ぶる息を整える。そしてがばっと起き上がり、

「ねえお兄ちゃん、顔にも塗ってよ」

「へいへい──うひッ!?」

　隙あり！　とワキをくすぐってきた。

「や、やめっ！　くすぐった……」

「降参する？　降参する？」

「こ、降参っ！　降参！」

「やったー！　ボクの勝ち～」

　満足げな伊織の顔に、楓ちゃんが「隙あり～」と日焼け止めを塗る。

　さっき到着したばかりなのにもうへとへとになってしまったが、海水浴はこれからだ。早く行こうと伊織にねだられ、俺たちはパラソルの外に出た。

　波打ち際に立ち、伊織が足踏みする。

「冷たーい！　きもちぃー！」

「気持ちいいね」

「サンダル脱いだらもっと気持ちいいよ！　お姉ちゃんもやってみなよ！」

　大きく足踏みする伊織の傍らで、楓ちゃんがサンダルを脱いだ。砂を踏み踏みすると、柔らかな砂の感触がこそばゆいのか、くすぐったそうに口元を緩ませた。

　一方で、伊織はもう少し先へ進み、じっと海面を覗のぞきこむ。

「あっ、お兄ちゃん！　ここなにかあるよ！」

「なんだなんだ？」

　近づいて指さす場所を覗きこんでみると──

　ばしゃっ！　と顔に海水をかけられた。

「しょっぱ!?」

「やったー！　引っかかったー！」

「知恵をつけやがって！　お返しだ！」

「あはは、しょっぱー！」

　楽しそうに顔を拭い、ぱしゃぱしゃと水をかけてくる。

「あっ、そうだ！　水鉄砲を持ってきたんだった」

「おっ、いいね。そいつで遊ぶか。楓ちゃんはどうする？」

「わたしは日陰で見てるよ。ついでに写真も撮ってあげるね？」

「ありがとー！　いっぱい撮ってね！」

　三人でシートに戻ると、伊織がカバンから水鉄砲を取り出した。大型の水鉄砲だ。

「本格的だな」

「でしょ！　お姉ちゃんが通販で買ってくれたんだ～。お兄ちゃんには──はいこれ」

　拳銃型の水鉄砲だった。

「ちっさ！　お前これはズルいぞ！」

「ボクの相棒なんだから文句言わないでよ」

「相棒ならお前が使えよ！」

「ボクに勝てたらね！」

　水鉄砲を抱えて海に駆け出す伊織。それを追いかけ、水鉄砲に海水を溜ためる。サイズが小さいぶん、こっちのほうが早く満タンになった。

「チャージ完了！　くらえ！」

「うばっ!?　しょっぱ！　まだ準備できてないのにズルいよ！」

「短所は長所でもあるんだぜ！　ほらほら、早く攻撃しないとずぶ濡ぬれになっちまうぞ」

　ぴゅっぴゅっと水を飛ばすと、伊織が「チャージ完了！」と貯水タンクを水鉄砲に装着する。

　ばしゅっ、と放出された海水が顔面にヒット！

「ぶべッ!?」

「まだまだ～！」

「ぶべッ!?　お、お前、顔ばっかり狙うなよ！」

　頭を左右に振って顔面直撃を回避して──シートの前に、男が立っているのが見えた。

　楓ちゃんがナンパされてるようだ。

「ちょっと待ってろ」

「どこ行くの？」

「楓ちゃんのところだ。すぐ戻る」

　伊織の返事を待たずにパラソルのほうへ急ぐ。

　男はふたり組で、大学生くらいだった。

　楓ちゃんが俺に気づき、小さく手を振ってくる。すると男たちがこっちを振り向いて、気まずそうに去っていった。

「さっきのナンパ？」

「そうみたい。家族と来てるって言ったんだけど、ひとりでじっとしてるのも退屈でしょって聞かなくて。来てくれてありがとね」

「いいって。なにかあったら遠慮なく呼んでくれよ」

　お兄ちゃーん、まだー？　と伊織に呼ばれ、水鉄砲を手に海へ戻る。

「待たせたな！　チャージはできたか？」

「満タンだよ！　くらえ！」

「甘い！」

「すご！　避けた！」

「軌道がバレバレだぜ！　ほらほら、どんどん撃ってこいよ。すぐに空にしてやるよ！」

　ぴゅっぴゅっと連射しながら挑発する。こっちは一発一発が軽いので、水にはまだまだ余裕がある。

「ぐぬ～！　だったらこれでどうだ！」

　伊織が距離を取った。こちらの攻撃が届かず、伊織は得意満面だ。水鉄砲を構えると、安全圏から引き金を引く。

「えいっ！　──なんちゃって、えい！」

「ぶべッ!?　フェイントとはこしゃくな！」

　顔にかかった水を拭い、伊織に詰め寄る。やはり一度の攻撃に大量の水を消費するのか、水切れになったようだ。

「待って！　待って！」

「だめだ待たない！」

「待って──なんちゃって、えい！」

　ばしゅ、と顔面に放水を浴びる。くそっ、フェイントに素で引っかかっちまった。

　しかし今度こそ本当に水が尽きた様子。焦り顔で「タイムタイム！」と連呼する伊織に水鉄砲をお見舞いしつつ、チラッと砂浜へ目をやると……

　また楓ちゃんがナンパされていた。入れ食いだな。

「やった！　お兄ちゃんも水切れだねっ？」

「まあな。いまのうちにチャージしてろ。すぐ戻るから」

「……またお姉ちゃん？」

　ああ、とうなずき、ビーチへ急ぐ。そしてさっきとは違うナンパマンを追い払ってから海へ引き返すと──

　伊織が、ほっぺを膨らませていた。

「もうっ！　さっきから行ったり来たり！　これじゃ遊びになんないよ！」

「仕方ないだろ。楓ちゃんがナンパされてたんだから」

「ひとりでも追い払えるよ！　お姉ちゃん、子どもじゃないんだから！」

「なかにはしつこい奴やつもいるんだよ。楓ちゃん、強く言い返せないタイプだから、放っておいたらずっとナンパの相手をすることになりかねないだろ」

「じゃあお姉ちゃんも連れてきてよ！」

「楓ちゃんは伊織みたいに肌が強くないんだよ。それに伊織だって、荷物番してもらったほうが安心して遊べるだろ？　大事なデジカメを持ってきてるんだから」

「そうだけど……ボク、お兄ちゃんと遊びたいよ」

「さっきから遊んでるだろ」

「すぐにいなくなっちゃうじゃん……」

「だから仕方ないだろ。楓ちゃんを放っておけないんだから」

「だからってボクを放置しないでよ！」

「ちょっとひとりにさせたくらいで怒るなよ。毎日朝から晩まで遊んでるだろ」

「海で遊ぶのははじめてだもん！　それに夏休みが終わったらお兄ちゃんに会えなくなるもん！」

「だから毎日遊んでるんだろ。これからも毎日遊んでやるから、そろそろ機嫌なおせよ。だいたいさ、俺と楓ちゃんを仲良くさせるために海に来たんだろ？　上手く行ってるんだからいいじゃねえか」

「じゃあずっとお姉ちゃんといればいいよ！　ボクもうひとりで遊ぶから！」

　拗すね顔でまくし立て、伊織はさっさと砂浜を歩いていった。
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　お兄ちゃんと喧けん嘩かしたあと──。

　ボクはひとりで波打ち際を歩いていた。

　さっきまで幸せだったのに、いまは気分が沈んでる。せっかくの楽しい海水浴なのに、ボクのせいで台無しにしちゃったから。

「ボクのバカ。なんであんなこと言っちゃうんだ……」

　お兄ちゃんは悪くないのに。

　お姉ちゃんを守ってくれただけなのに。

　そもそも仲良し作戦の最中なんだ。お姉ちゃんのそばにいたほうが作戦は上手くいくに決まってる。

　ふたりには結婚して家族になってほしいし、そのためにももっと仲良くなってほしい。お兄ちゃんのためにも、ボクの夢を叶かなえるためにも、ふたりきりにさせないと。

　そう、頭ではわかってるけど……

「やっぱり、お兄ちゃんと一緒がいいよ……」

　お兄ちゃんがそばにいないのは寂しかった。

　だって、お兄ちゃんは面白くて優しいから。こっちに来てから毎日遊んでくれてるし、ボクはもう毎日が楽しくて幸せで……気づいたときには二週間が過ぎていた。

　もう折り返し。あと二週間で、夏休みが終わっちゃう。そしたら大好きなお兄ちゃんに会えなくなっちゃう。

　次に会うときはおっぱいが誤魔化せないくらい膨らんでるかもしれないし、男じゃないことがバレて遠ざけられるかもしれないんだ。

　そしたらもう二度と今日みたいに遊べなくなる。ほかの男子と同じように女だからって遠慮して、くすぐったり水をかけたりしてくれなくなる。

　だけど、そんな事情は話せない。

　お兄ちゃんにしてみれば、わがままな弟にしか見えなかったはずだ。

　ボクのこと、嫌いになってしまったかも……。

　もう二度と、ボクと遊んでくれないかも……。

「そんなのやだよぉ……」

　涙で視界が滲にじみ、景色がぼやける。

　いますぐシートに帰って謝りたい。

　仲直りして、また一緒に遊びたい。

　でも、ボクがいないほうがお兄ちゃんにとって都合がいい。

　だって、お兄ちゃんはお姉ちゃんのことが大好きで、お姉ちゃんもお兄ちゃんを特別な存在だと考えてるから。ふたりきりで過ごしたら、いま以上に仲良くなるはず。

　お姉ちゃんと仲良くなれたら、お兄ちゃんは上機嫌になって、ボクを許してくれるかもしれない。

　早くお兄ちゃんに会いたいけど……我慢しないと。

「せっかく海に来たんだ。泳がないともったいないよね」

　ボクは涙を拭って、海に入った。

　ざぶざぶと海水をかき分けて、おへそまで浸つかるところに来ると、ライフジャケットが少し浮く。

　水鉄砲もあるし、泳ぎづらいな……。

　ボクは仰向けになり、青空を見上げてぷかぷか浮かぶ。

　波に揺られるだけで気持ちいい。ずっと海に憧れてたし、帰ったらみんなに自慢できるけど……

　やっぱり、ひとりで遊んでもつまらない。

　賢次お兄ちゃんと一緒じゃないと退屈だ。

　それにお腹も空いてきた。お姉ちゃんのご飯が食べたい。

「……決めた」

　ちゃんと謝ろう。

　謝って、みんなでご飯を食べて、今度は砂遊びをしよう。

　シートの近くで遊ぶだけなら、仲良し作戦の邪魔にはならないはずだ。

「いッ!?」

　突然、近くから悲鳴が聞こえてきた。仰向けをやめると、首元まで水没する。けっこう深いところまで来ちゃったみたい。

　ライフジャケットがあるし、足もつくし、怖くはないけど……

「いてて！　いてて！」

「おいどうした？　足つったのか？」

「違ちげぇよ！　クラゲ！　クラゲだ！」

「は？　クラゲ!?　やべえじゃん！」

　近くで遊んでた大人のひとたちが一斉に浜辺へ逃げていく。

　ボクも逃げなきゃ！

　水鉄砲をビート板がわりにバタ足して──

「痛ッ!?」

　ふくらはぎに激痛が走る。右足をつっちゃったんだ。

「わぷッ！」

　うしろから波が覆いかぶさってきた。海水を飲み、げほげほ咳せきこむ。水が目に染み、視界がかすみ、砂浜が遠くに見えてしまって、急に怖くなってきた。

「た、助けて……助けて、お兄ちゃん……」

「おい、遊んでないで早く逃げるぞ！」

　突然、お兄ちゃんの声がした。

　横を見ると、お兄ちゃんがいた。

「お、お兄ちゃん!?　どうしているの!?」

「お前を放っておくわけないだろ。わりと近くにいたのに全然気づかないって、俺探偵の素質あるのかもな」

　喧嘩したあとなのに、お兄ちゃんはのほほんとしている。

　怒ってるのか怒ってないのかわからないけど、ここにいたらお兄ちゃんまで危ない！

「た、大変なんだよお兄ちゃん！　クラゲ！　クラゲがいるって！」

「知ってるよ。聞こえたから。水鉄砲は俺が持つから、砂浜まで競争しようぜ！」

　お兄ちゃんが明るい声で言った。

　ボクが怖がってることに気づいて、励まそうとしてるのかも。

　お兄ちゃんが来てくれたおかげで、恐怖はどこかに行っちゃったけど──

　ボクと一緒にいたら、お兄ちゃんまでクラゲに刺されちゃう。

「足つって泳げないからお兄ちゃんだけ逃げて！」

「ちゃんと準備運動しないからそうなるんだよ。ちょっと待ってろ」

　お兄ちゃんが海中に潜った。

　ボクの太ももを肩に乗せて浮上する。

「わっ!?　ど、どうして肩車するの!?」

「クラゲから守るためだ。おんぶだと足を刺されちまうからな。ほら、じっとしてろよ。がしっと太ももで首を挟め」

「で、でも──」

「いいから早くしろ。刺されちまうだろ」

「わ、わかった」

　早く逃げないとお兄ちゃんがクラゲの餌食になってしまう。

　ボクはお兄ちゃんの言う通りにした。首元にお股を押しつけて、太ももで首をがっしり挟んで……ううっ、これじゃちんちんないことバレちゃうよ……。

「ふ～、なんとかたどりつけたぜ。お前、重くなったな」

　肩車のまま砂浜にたどりつき、足をつったボクをゆっくり下ろしてくれた。

「お兄ちゃん、刺されなかった？」

「平気だ。伊織こそ刺されてないか？」

「う、うん……」

「足はどうだ？　まだ痛むか？」

「だいじょうぶ。もう痛くないよ……」

　お兄ちゃんの顔を見るのが怖くて、ボクは顔を上げることができなかった。

　お姉ちゃんとふたりきりになるのを邪魔して、お兄ちゃんまで危ない目に遭わせて……ものすごく迷惑かけてしまったから。

　お兄ちゃん、怒ってるよね……。

「よかった。なら水鉄砲で遊べるな」

「えっ？」

　ボクは顔を上げた。

　お兄ちゃんは、笑ってた。

「また遊んでくれるの？」

「当たり前だろ。夏休みは伊織と遊び倒すって決めてるんだから。ああ、そうそう、次は楓ちゃんも一緒に遊んでくれるってさ」

「お姉ちゃんも？　……肌が弱いのに」

「ラッシュガード買うから平気だってよ」

「それだとお姉ちゃんのおっぱい見えなくなっちゃうよ？」

　お兄ちゃんがため息を吐いた。

「お前なぁ……変な気遣うなよ。おっぱい見るより伊織と遊ぶのを優先するに決まってるだろ」

「で、でも……ボクのこと、嫌いになってないの？」

　お兄ちゃんはきょとんとしたあと、あきれたように笑った。

「嫌いになんかなるわけないだろ。お前は可愛い弟なんだから」

　優しい口調で語りかけ、ボクの頭を撫なでてくる。

　お兄ちゃんに撫でられて、幸せが胸いっぱいに広がって……お兄ちゃんの顔を見ると、なんだかどきどきしてきた。

　胸の奥が熱くなって、熱が全身に広がって、顔まで火照ってしまう。

「足が治ったなら戻ろうぜ。そんでもって飯にしよう！　腹減ってるだろ？」

「うん。ボクもうお腹ぺこぺこだよ……ねえ、お兄ちゃんの膝の上で食べていい？」

　いいぞ、とほほ笑み、ボクの手をぎゅっと握る。

　お兄ちゃんに手を繫つながれると、ますますどきどきしてしまう。

　ボクの身体、どうしちゃったんだろ……？　熱中症になっちゃったのかなぁ？

「おかえり、ふたりとも」

　シートに帰りつくと、お姉ちゃんが笑顔で出迎えてくれた。

「ただいま」

「急にいなくなってごめんなさい……」

「いいんだよ。それより早く入って入って。外暑かったでしょ？　伊織、顔が赤いよ？」

「うん。さっきからすごく熱いの。ジュースある？」

「あるよ。はい」

「ありがと～！」

　スポーツドリンクをごくごく飲んだけど、身体の熱は引かなかった。お兄ちゃんの顔を見ると、走ってもないのに心臓がどきどきする。

「はーい、ご飯だよ～」

「すげー美う味まそう！　早く食おうぜ！」

　美味しそうなご飯を見てると、ますますお腹が空いてきた。

　お兄ちゃんの膝に座って、みんなでいただきますと手を合わせる。

　だけど……心臓がうるさくて、食べるのに集中できなかった。

「どうしたの伊織？　元気ないね」

「疲れたのか？」

「ううん。平気だよ」

　どきどきするだけで、体力はありあまってる。

　どきどきするのは、男じゃないってバレちゃうのが不安だからだ。

　肩車ではバレなかったけど、お尻をくっつけたらバレちゃうかもしれないもんね。

「ん？　どうして離れるんだ？」

「こっちのほうがお兄ちゃんも食べやすいと思って」

「気にしなくていいんだが……」

「だめだよ。だってお兄ちゃんにはたくさん食べて、お腹いっぱいになってほしいもん。そしたらいっぱい遊べるでしょ？」

「おう。日が暮れるまで遊んでやるよ」

「やったー！　ボクね、次は砂遊びしたい！」

「いいぜ！　どっちがデカい城を作れるか勝負だ！」

「うん！　勝負する！」

　おしゃべりしてると、どきどきもすっかり収まった。

　そうしてお姉ちゃんの手作りご飯を味わうと、ボクたちは日が暮れるまで楽しく遊び、お家うちに帰ったのだった。





《　第四幕　贈り物　》







　その日の朝──

「……今日も雨かぁ」

　びゅーびゅーと響く風の音に目を覚ますと、カーテンの向こうは薄暗かった。

　カーテンを開けると、ものすごいどしゃ降りだ。強風で揺れる電線が大縄飛びみたいにしなってる。

「台風、早くどっか行かないかな……」

　最後に太陽を見たのは三日前だ。一昨日は小こ雨さめだったからお兄ちゃん家ちに行けたけど、昨日は風が強すぎて、お姉ちゃんに外出しちゃだめって言われちゃった。

　今日こそお出かけできるって思ってたんだけど……昨日より雨も風も強くなってるし、お兄ちゃんに会うのは明日に持ち越しかぁ。

　お姉ちゃんと過ごせるから退屈じゃないけどね。

　だけど、やっぱりお兄ちゃんに会いたいな。

「そうだ」

　ボクはデジカメを持ってベッドに横たわった。

　風の音とお姉ちゃんの寝息を聞きながら、お兄ちゃんの写真を眺める。

「えへへ、お兄ちゃん……」

　次々と夏の思い出が表示されて、幸せな気持ちに包まれる。ぴっぴっとボタンを押して一週間さかのぼり、海水浴の写真になると、急に胸がどきどきしてきた。

「……まただ」

　あの日からボクの身体からだはなんだかおかしい。

　お兄ちゃんを見つめていると、変な気分になってしまう。

　昔はなにも感じなかったのに、お兄ちゃんの身体に触れるとどきっとしちゃうし。

　膝に座ったら、心臓がバクバク鳴って落ち着けないし。

　お別れするときは寂しいだけじゃなくて、胸がぎゅっと締めつけられた気がして苦しくなっちゃう。

　もしかするとボクは、変な病気になってしまったのかもしれない。

「ん……おはよ」

　お姉ちゃんが起きた。

「おはよ～。今日も雨だよ」

「みたいだね。風も強いし……残念だけど、今日もお家うちにいようね」

「うん。わかってる」

「……賢けん次じくんに会いたいの？」

　お姉ちゃんはボクの心が手に取るようにわかるみたい。

「一緒に遊びたいよ。だけど会えないから、こうして写真見てるの」

　そうだ。お姉ちゃんにも見てもらおう。

「ねえお姉ちゃん、ちょっとこれ見て」

「ん？　賢次くんの写真だね。ふふ、面白い顔してる」

「ボクが変顔してって言ったらしてくれたの」

「賢次くん優しいね」

「うんっ。……お姉ちゃん、どきどきしない？」

「どきどき？」

「ボク、お兄ちゃんを見るとどきどきするから……」

　ボクが打ち明けると、お姉ちゃんは目を丸くした。

　そして、口元をニマニマさせる。

「ふぅ～ん、そっかぁ。そうなんだねぇ。伊い織おりがねぇ」

「……お姉ちゃん？」

　その顔はなに？　お姉ちゃんのそんな顔、ボクはじめて見るよ。

　それくらい珍しい症状なのかな……。

「ボク、病気なの？」

「そんなことないよ。伊織くらいの歳としになると、そういう時期が来るんだよ。成長してる証拠だから、不安になることないよ」

「そっか。そうなんだっ」

　よかった。成長痛か。

　ボクは安心して写真を見る。やっぱりどきどきしちゃうけど、不安は綺き麗れいさっぱりなくなった。

「早く遊びたいなぁ」

「夏休み、あと一〇日もないもんね。……そうだ」

　お姉ちゃんが財布から紙切れを取り出した。

　チケットを二枚見せてくる。

「これあげる」

「なにこれ？」

「アニマルランドの入場券だよ」

「アニマルランドの!?」

　知ってる！　アニマルランドって遊園地だよね!?　テレビで見たことある！　芸能人が遊んでた！

「これ使うと一日遊び放題なんだよ」

「すご！　そ、それもらっていいの!?」

「うん。賢次くんと行っておいで」

　やったー！

「行く！　……でも、いいの？　お兄ちゃんとお姉ちゃん、ふたりで行ったほうがいいんじゃ……」

　お姉ちゃんがきょとんとした。

「どうして？」

「だ、だって……」

　ううっ、ボクの口からは言えないよ。

　お兄ちゃんの気持ちは、お兄ちゃんに言わせないと。

「そ、それは……ボクが小さいからだよ」

「小さいから？」

「うん。テレビでやってたし。背が低いとジェットコースターに乗れないって。だから、お姉ちゃんと行ったほうが、賢次お兄ちゃんも楽しめるよ」

「ジェットコースターは乗れないかもだけど……ほかにも乗り物はたくさんあるし、伊織でも楽しめるよ」

　だから行っておいで、とほほ笑まれ、ボクは誘惑に負けそうになってしまう。

　だけど抗あらがわないと！　ふたりで行けば、お兄ちゃんとお姉ちゃんはもっと仲良くなれるから！

　ふたりが結婚すればボクの夢も叶かなうんだ。そしたらボクはお兄ちゃんと──

「伊織？　どうしたの？」

　お姉ちゃんが顔の前で手を振ってきた。ボクはハッとして、

「どうもしてない、けど……お姉ちゃんが行きたいからチケット買ったんじゃないの？」

「ううん。これ、もらいものなの。こないだ友達が失恋して、その娘こにもらったの。もう必要ないからって。それにわたし、明日も明後日あさってもバイトがあるから。このまま使わずに夏休みが終わったら、有効期限が過ぎちゃうよ」

「……ほんとにボクが行っていいの？　だって、アニマルランドだよ？　お姉ちゃん、昔言ってたじゃん。いつかアニマルランドに行きたいって。グッズが欲しいって」

「子どもの頃は、遊園地が憧れだったからねぇ。いまでもグッズは欲しいけど、わたしは行こうと思えばいつでも行けるから。だから賢次くんと楽しんでおいで」

　お姉ちゃんに優しくささやかれ、誘惑に負けてしまった。気づいたときにはチケットを握りしめていた。

　お兄ちゃんとアニマルランドに行けるんだと思うと、ものすごく楽しみになってくる。

「明日って晴れだよね!?」

「天気予報ではそう言ってたね」

「じゃあ明日行く！　早くお兄ちゃんに教えなきゃ！」

「まだ寝てるかもだから、お昼になったら電話してみよっか」

「するー！」

　お昼になるのを待ち遠しく思いつつ、ボクは写真を眺め続けた。





◆






　八月になって三週間が過ぎた。

　その日、俺は朝から夏休みの宿題に挑んでいた。

　いよいよ台風が本格上陸したようで、今日は昨日以上の荒れた天気となっている。

　この荒れ模様のなか、伊織が来るとは思えない。もし家を出ようとしても、楓かえでちゃんに捕まるのがオチだ。あるいは、こっそり家を抜け出るかもしれないが……

「ま、さすがに来ないか」

　海水浴での『足つりクラゲ事件』がよほど堪えたのか、最近は多少なりとも落ち着いた行動を取るようになった。

　不意打ちで背中にタックルしてくることもなくなったし、ハグも控えるようになった。膝の上に座っても、すぐに退くようになった。

　もしかすると落ち着いたわけではなく、夏休みも終盤なので男装に追いこみをかけてるだけかもしれないが……べたべたと甘えるのを控えるようになったのだ。

　……正直、安心より寂しさが勝るが。

　男装作戦の最中なんだ。女バレしそうな行動は慎むべきだが、こっちは初見で見抜いているわけで。遠慮とかいらないから、ガツガツ甘えてきてほしい。

「──っと、集中集中」

　かぶりを振り、ペンを握りなおす。

　昨日に引き続き伊織が来ないので、この機を逃すまいと宿題をこなしていく。

　夏休みは残り一〇日足らずで、進捗六割といったところ。焦るほどの悪さじゃないが、安心するにはほど遠い。

　とはいえ、毎日つきっきりで遊びながらも、六割進めたのだ。伊織が帰るのは八月末。駅まで見送りに行くとして、そのあとは宿題し放題。

　その日を迎えるまでに九割ほど進めておけば、始業式には間に合うだろう。

　昨日はけっこう進んだし、今日も伊織は来ないのだ。集中すれば七割……いや、八割に片足突っ込めるかも。

　そうして宿題を進めていき、気づけば正午を過ぎていた。そろそろ昼飯にしようかね。

　そう思い立ち、部屋を出ようとしたそのときだ。

　狙い澄ましたかのように着信音が響いた。楓ちゃんからの着信だった。

　まさか伊織が家を飛び出したとかじゃないよな？　暴風雨が吹き荒れてるんだが……

「もしもし？　楓ちゃ──」

『もしもーし！　お兄ちゃーん!?』

「うぎッ!?」

　どデカい声に耳がキーンとした。

　とっさにスマホを遠ざけると……画面に伊織の顔が映し出されていた。

『あはは、うぎ、だって！　変な声～！』

「ったく、驚かせるなよ……」

　ため息を吐きつつ、ビデオ通話に切り替えてやる。

『あっ、お兄ちゃんの顔映った！　あはは、寝癖だ～！』

　めっちゃ元気だなこいつ。台風直撃中とは思えないテンションだ。

　おかげで元気をもらえたぜ。これで宿題（午後の部）も乗り切れそうだ。

「寝癖はほっとけ。出かける予定がなかったから──」

　伊織の背後に下着が！　部屋干しされたパンツとブラジャーが！

　……指摘するべきか？　いやでも伊織のパンツもがっつり映ってるしなぁ。指摘すれば伊織は不安がるかもだし、見て見ぬふりをするべきか。

『どうして黙ってるの？』

「なんでもない。で、なんの用だ？　まさかうちに来る気じゃないよな？」

『行きたいけどお姉ちゃんが今日は家にいなさいって。お兄ちゃんはなにしてたの？』

「宿題だよ。いまのうちに進めておけば、明日から伊織との遊びに集中できるし。明日は来るよな？」

『うん！　そのことなんだけどね──なんと！』

　じゃじゃーん、とデカい声が響き、画面が暗転した。

『どう？　びっくりしたでしょ！』

「どうもこうも暗くて見えねえんだが……」

『ここ暗いのかな……』

「場所じゃなくてレンズに近づけすぎなだけだ」

『これでどう？　見える？』

　伊織がカメラからなにかを遠ざける。

　見えやすいよう照明の下に移動したのだろう。部屋干しされた下着との距離が近づき、柄までくっきり見えた。

　伊織が気づかないのはともかく、楓ちゃんも楓ちゃんだ。

　男とビデオ通話するのに部屋に下着を干しっぱなしにするなんて……ほんと姉妹揃そろって隙だらけだな。

「それ……チケットか？」

　なんらかのチケットなのはわかる。

　可か愛わいくデフォルメされたネズミがデザインされていた。文字が書かれているようだが、ぼやけて読めない。

『へへ～。これね、アニマルランドのチケットだよ！　お姉ちゃんがくれたの！』

　アニマルランドは動物がテーマの遊園地だ。動物園でフィーチャーされない動物に光を当てたいというオーナーの意向から、よくわからんヘビを模したジェットコースターや、よくわからん鳥を模した観覧車などがある。パレードに至ってはよくわからん動物のオンパレードだ。

　俺もガキの頃に何度か連れてってもらったし、高校の歓迎遠足でも行った。

　楽しい場所だし、チケットがあるなら伊織を案内してやりたい。

「二枚しかないのか？」

『うん。ボクとお兄ちゃんのだよ。お姉ちゃん、明日はバイトだから』

「なら休みの日にあわせて行けばいいんじゃね？　チケット代は自分で出すから」

『お姉ちゃんがふたりで行っておいでって』

「でもチケット持ってるくらいだし、行くのを楽しみにしてたんじゃないのか？」

『買ったんじゃなくてもらったんだって。失恋した友達に。別れたから必要なくなったんだって言ってた』

「ああ、こないだの……」

　そういうことならありがたく使わせてもらうとしよう。

「んじゃ明日はアニマルランドでぱーっと遊ぶか」

『うん！　遊ぶ～！』

　伊織は声を弾ませ、それからひそひそ声で、

『……でね、来週お姉ちゃんの誕生日じゃん？』

「ああ。それがどうかしたか？」

『お姉ちゃん、アニマルランドのグッズが好きみたいだからさ。こっそり買って、誕生日プレゼントにしたらどうかなーって』

　なるほど、仲良し作戦か。

　小声ってことは、サプライズを推奨しているわけだ。

　まだ誕生日プレゼントを決めてなかったので、そういうことならアニマルランドで手に入れるとしよう。

「ちなみにその日、楓ちゃんはバイト？　休み？」

『お休みだよ。パーティしたいって言ったら、お兄ちゃんも誘ってみてって言われたの』

　楓ちゃんの誕生日は八月三〇日──伊織が帰る前日だ。

　楽しい一日にして、伊織に最後の思い出を作ってもらうとしよう。

「パーティ楽しみにしとくよ」

『ボクも楽しみっ！　もちろんアニマルランドも！　明日晴れるらしいけど、念のためにてるてる坊主作っておくね！　お兄ちゃんは宿題頑張って！』

「おう。じゃあまた明日な」

『また明日～！　ばいばーい！』

　カメラ越しに手を振る伊織に別れを告げ、昼飯を食おうと席を立ち……ティッシュ箱に手を伸ばした。

　念のため、俺もてるてる坊主を作っておくとしようかね。





◆






　そして翌日の一〇時過ぎ──

「とうちゃ～く！」

　俺たちはアニマルランドにやってきた。

　昨日は暴風雨が吹き荒れていたのに、いまや台風一過の青空だ。

　雲ひとつない快晴の空の下、伊織は目をキラキラと輝かせている。

「すげー！　動物の口がゲートになってる！　かっけー！」

「なんの動物かはわからんがな」

「なんだっていいよ！　だってキバがかっこいいし！」

　肉食動物を模した入場ゲートに伊織は大興奮である。食い入るようにゲートを見つめ、ハッと我に返ると、デジカメを渡してきた。

「キバが写るように撮ってね！」

「へいへい。──はい、ちーず！」

「いぇ～い！　次はお兄ちゃんも一緒に！」

　ピースサインする伊織を撮影すると、今度はツーショットをねだってきた。

　了解、と伊織のもとへ。肩を組み、顔を寄せて自撮りする。そしてデジカメを返そうとして……伊織の様子がおかしいことに気がついた。

　お気に入りのパーカーの胸元を押さえ、俺をじっと見つめていたのだ。

「……体調悪いのか？」

「ううん。ただの成長痛だよ」
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「成長痛？」

「うん。だから気にしなくていいよ」

　気にするなと言われても気になるのだが……。

　成長痛って、生理ってこと？　にしては押さえる場所が変だけど。

　まあいいか。伊織も元気そうにしてるし。そもそも仮に生理だとして、俺に言えるわけないしな。相手は年頃の女子で、おまけに男装中なんだから。

「もし体調が悪いなら、遠慮なく言えよな。アニマルランドにはかっこいい休憩所があるからさ。そこで写真撮影するのもいい思い出になるだろ」

「うん。あとで行ってみたい！　それとね、もう一枚撮りたい！　だってさっきの写真、背景入ってないもん」

「わかった。じゃあ誰かに──」

「すみませーん！　写真撮ってくださーい！」

　さっそく近くのおじさんに声をかける伊織。人見知りとは無縁だな。

「ありがとうございまーす！」

　と、おじさんに快く撮影してもらい、いよいよ園内へ向かう。係員にチケットを渡して入場ゲートをくぐり抜けると、そこはまさしく遊園地の様相を呈していた。

　宙を縫うように走るレールに、メリーゴーラウンドに、動物型の休憩所に、メロディを垂れ流しながら練り歩く動物の乗り物など──

　夏休みの土曜日ということもあって園内は賑にぎ々にぎしい盛り上がりを見せ、伊織はその場に立ち尽くして目を輝かせるばかり。

「す、すげー！　アニマルランドだ！　ほ、本物だ……」

　テレビで見たのと同じ光景に大盛り上がりだ。しばらく遊園地に見入っていた伊織は、ハッとすると俺の手をぐいぐい引いて催促してきた。

「早く遊ぼ！　早く遊ぼ！」

「なにから乗る？」

「全部！」

「全部乗りたいなら付き合うが、まずはどこに行くんだよ」

「んっとねー、えーっと……お兄ちゃんはなにがいい？」

　選択肢が多すぎて決めきれないようだ。

「とりあえずパンフレット見るか」

「見るー！」

　入場ゲートでもらったパンフレットを広げると、伊織が腕の隙間にもぐりこんでくる。

　最近はべたべたとした接触を控えるようになったが、テンションが上がり男装のことは忘れているみたいだ。

　それでいい。それでいいぞ、伊織。

　一夏をともに過ごしたことで、こうやって昔みたいに甘えられたほうが逆に落ち着ける身体になっちまったからな。

「どれにしようかな……」

「決めきれないなら、近くから順に巡るのもありだな」

「それ名案！　一番近いのは……ジェットコースターかぁ」

　不安げにそう言うと、伊織がこっちを向いた。

「ボク、乗れるかな……？」

「怖いなら無理して乗らなくていいんだぞ」

「ううん。違うよ。怖いとかじゃなくて……ボク、背が低いから」

　ああ、そっちね。身長制限に引っかかるのを気にしているわけだ。

「いま身長いくつだ？」

「一四五」

「ならだいじょうぶだろ」

「ほんと!?　ボク乗れるの!?」

「乗れるんじゃね？　俺も小五の頃には乗ってたしさ。当時の俺より伊織のほうがたぶんデカいだろ」

「やった！　早く行こ！」

　俺の手をがしっと摑つかみ、伊織が駆け出す。

　ジェットコースター乗り場の前には男の子のパネルがあり、『僕より背の低い子は乗れないよ』というフキダシが。

　伊織は緊張の面持ちでパネルの前に立ち──

「やった！　勝った勝った！」

　勝利のガッツポーズ！

　パネルの前で記念撮影してやると、俺たちは列に並んだ。一〇分ほどで順番がまわり、コースターの最前列に並んで座る。

「先頭に乗れてラッキーだねっ！」

「だな。……けどさ、いきなり先頭で怖くないか？」

　最前列は視界を遮るものがなにもないのだ。ほかのひとの後頭部が見えたほうが、安心してジェットコースターデビューできるのでは？

「へーきへーき！　芸人さんのリアクション見て、イメージトレーニング積んだもん！」

「あれ顔しか映ってないだろ。しかもめっちゃ怖がってる顔だし」

「わかってないなぁ。芸人さんってね、ああいうリアクションするのがお仕事なんだよ。ほんとは楽しんでるに決まってるよ」

　やらせを疑う伊織だった。

　それ、怖がる前振りにしか見えないぞ。

「途中で怖くなったら目を瞑つぶれよな」

「だから怖くないし！」

「とか言いつつゾンビの前例があるしなぁ」

「もうっ！　お兄ちゃんのいじわる！　ほんとに怖く──」

　ブザーの音が響いた。

　かたん、とコースターが揺れ、動きだす。

「い、いよいよだね……」

　さっきまでの威勢はどこへやら。ぎゅっとバーを握りしめ、顔を強こわばらせる伊織。

　レールを上っていくにつれ、顔色が悪くなってきた。

「け、けっこう高いね……」

「しかも急降下するからな」

「こ、怖がらせないでよ……お兄ちゃん、目を瞑らないの？」

「俺は怖くないから。伊織も真下を見るから怖くなるんだ。遠くのほうを見たら、少しは怖さも薄れるだろ。ほらあそこ、観覧車があるぞ」

「ボ、ボクはいいっ。あとで見る……！」

　伊織がぎゅっと目を瞑った。

　このままにしておいてもいいが、せっかくのジェットコースターなんだ。わけがわからないまま上下左右に揺れるより、ちゃんと目を開けたほうが楽しめる。

「俺の手握れよ。そしたら少しはマシになるだろ」

「バーから手を離して落ちない……？」

「落ちないよ。俺もはじめて乗ったときは父さんの手を握ったからな。おかげでジェットコースターを満喫できたぜ」

「じゃ、じゃあ握るっ」

　伊織は俺の手を握った。

　そして、ゆっくりと目を開き……

「うわぁ～……すごい見晴らし！」

　くりっとした瞳を輝かせた。恐怖心が薄れたようで、いまさらながら楽しそうに景色を見まわす。

「あっ、ほんとだ！　観覧車ある！　あれも乗りたいなぁ！　で、そこから写真撮るの！　みんなに見せてあげたらすごいって言うに──」

　コースターが落下した。右に左に曲がりくねり、急上昇と急降下を繰り返し、終着点にたどりつく。

「ううっ、舌嚙かんじゃったよ……」

「どれ、見せてみろ。……それくらいならすぐ治るだろ。怖くなかったか？」

「楽しかった！　あっ、そうだ！」

　伊織はデジカメを構え、頭上を通過するコースターを撮影する。

「へへへ、これでみんなに自慢できるよ。これに乗ったって知ったら驚くだろうな～」

「土産話が増えてよかったな」

「うんっ！　もっと土産話増やしたーい！」

「協力するぜ。次に近いのは……あれか」

　俺が指さすほうを見て、伊織が硬直してしまう。

　動物の怨霊が棲すみつくとされる、お化け屋や敷しきである。

「……お化け屋敷はスルーしようか？」

「ううん。スルーしない。だって全部巡りたいもん」

「でも……怖いんだろ？」

「べ、べつに怖くないし！　だってボク肝試しチャンピオンだよ!?　こないだのゾンビはちょっと体調悪かっただけだもん！」

　どう見ても怖がってるが、先日の雪辱を果たしたいのかも。

　せっかくの楽しい遊園地、嫌な思い出は作ってほしくないが……ＶＲのゾンビゲームに比べたら、怖さは数段劣るよな。

「わかった。入ろうぜ。……怖いなら、手を繫つないでもいいぞ」

「だ、だから怖くないし！」

　俺の手を握ることなく、お化け屋敷に駆け出す。

　待機列はなく、係員の指示するタイミングで暗幕の奥へと踏みこんだ。

「す、すごい暗いね……肝試しではもっと明るかったのに……」

「肝試しは懐中電灯があったし、満月の晩に開催だったからな」

「で、でも逆に言うとお化けの姿も見えないってことだもんねっ！　音だけならちっとも怖くな──」

　ぴかっ！　血まみれのシカの首がライトアップされた。

「ひぎゃ!?」

　悲鳴を上げ、伊織が腕にしがみついてきた。

　胸の感触が直撃するが、こうやって甘えられるのは嬉うれしいので気にはならない。

「び、びっくりし──ひゃぅ!?」

　ばさばさっ！　頭上をコウモリが飛び、悲鳴が響く。

　恐怖に屈してしまったのだろう。こんなところいられるか！　とばかりに足を急がせ、次々と繰り出されるトラップに律儀に悲鳴を上げながらも先へ先へと進んでいき──

「ま、まあまあだったね！」

　お天てん道と様さまの下に出たとたん、伊織は強がる。

「なかなかの悲鳴だったが」

「お兄ちゃんの聞き間違いじゃない？　ボクちっとも怖く……」

　俺の腕にしがみついていることに気づき、ぱっと手を離した。うっすらと頰を赤らめ、うつむきがちで、もごもごと、

「お、お兄ちゃんが怖いだろうと思って……」

　からかってやりたい気持ちもあるが、伊織はマジで恥ずかしそうにしている。

　仕方ない、そういうことにしといてやるか。

「チャンピオンの面目躍如だな」

「どういう意味？」

「堂々とした振る舞いだったって意味だ」

「でしょっ！　ボク怖いの平気だもん！」

　まだ少し頰を赤らめつつも、伊織は満面の笑みになる。上機嫌そうでなによりだ。

　ご機嫌そうな伊織と連れ立って歩き、メリーゴーラウンドを発見する。

　ジェットコースターやお化け屋敷と違ってただただ楽しそうな遊具を前にテンションが上がったのか、スキップみたいな歩調で駆け出した伊織だったが、ふいに立ち止まった。

　視線を追いかけると、家族連れがはしゃいでいた。

「そうだ！　帽子買うんだった！」

「帽子？」

「ほらあれ！　子どもがかぶってるやつ！　テレビで芸能人もかぶってたよ！」

　アニマルランドのキャラクターを模したかぶり物のことを言っているらしい。

　普段使いするには恥ずかしいデザインだが、園内でかぶればアニマルランドの世界観にどっぷりハマれるわけだ。

「よし、買いに行くか」

「さんせー！」

　元気よくうなずく伊織を連れて、土産屋を訪れる。

　まだ開園間もない時間帯だ。帽子を買いに来たひとはいるが、この時間帯に土産を選ぶひとは珍しいようで、店内は閑散としていた。

「うわ～、いっぱいあるねぇ」

　アニマルランドのマスコットキャラクターは七体だが、かぶり物はキャップ型からぬいぐるみ感が強いものまで多岐に亘わたる。

　想像以上の種類を前に、伊織も悩ましげだ。これは選ぶのに時間がかかりそうだぞ。

　問題ないけども。伊織が楽しんでくれればそれでいいのだ。

「そのへんぶらついてるから、ゆっくり選んどいていいぞ」

「ついでにお姉ちゃんのプレゼントも選んだら？」

「もう？　それは帰る直前でいいんじゃね？」

「先に選べば慌てずに済むでしょ？」

　一理ある。

　中学の修学旅行でユニバーサルに行ったときも、時間ギリギリまで遊んだせいで土産は急いで選ぶはめになったし。

　学校行事の旅行と違って厳密なタイムリミットは設けてないが、伊織はまだ中学生だ。楓ちゃんも心配するし、常識的な時間に帰すことにしている。

　荷物はロッカーに預けりゃいいし、いまのうちに選んどくか。

「じゃあ選んでくるよ」

「うん。ゆっくりでいいからね～」

　伊織と別れ、広々とした店内を見てまわる。土産物に力を入れているのか、孫の手からガラガラおもちゃまで、幅広い層に向けたグッズが陳列されていた。

　アニマルランドのグッズというくくりで言うと、これらすべてがプレゼント候補なわけだが……さてさて、なにを選んだものか。

　なにを贈ろうと喜んでくれるだろうけど、相手は女子大生だ。それなりに高価なものを選んだほうがいいよな。

　あ～……でも楓ちゃんのことだし、高価すぎると申し訳なく思わせるかもしれないな。

　ううむ。これは意外と難題だぞ。

「どんな感じ～？」

　悩んでいると、伊織がカゴを手に戻ってきた。

　カゴのなかは、お菓子箱でいっぱいだ。

「……多くね？」

「みんなに配るもん。これくらいになっちゃうよ」

「学校に一箱持ってって、ひとり一枚ずつってことにすりゃいいだろ」

「一枚じゃ足りないって。ボクだったら『もっとちょうだい』って思っちゃうし。それにこの箱可愛いし。ぜったい争奪戦になるよ」

　たしかにキャラクターがプリントされたお菓子箱は可愛い。子どもなら宝物入れとかに採用しそうなデザインだ。

「まあ、伊織がそうしたいなら構わんが……自分の土産を買う金がなくなっちまうぞ」

「ボクのはこれだよ。かっこいいでしょ～」

　伊織が帽子を見せてきた。

　トラの帽子だ。帽子のうしろには小さな身体がぶらさがり、アンバランスなぬいぐるみ仕立てになっている。

「それだけ？」

「これだけだよ。だって、お金が足りないもん」

　自分より他人を優先するあたり、優しい奴やつだ。俺なんて小学校の修学旅行で長崎行ったとき、親への土産はカステラの切り落とししか買わなかったぞ。

「お兄ちゃんはどれにするの？」

「そうだな……んじゃ、これにしようかね」

　伊織を待たせるのも悪いので、近くにあったキャラクタークッションを手に取った。

「もっと真剣に選んだほうがいいよ」

「これでいいって。待ってるのも退屈だろ？」

「ボクのことは気にしなくていいから。だってお姉ちゃんを喜ばせる絶好のチャンスなんだよ？　店中見てまわったほうがいいよ」

「これでも喜んでくれるだろ」

　楓ちゃんは勉強熱心だから、机についてる時間が多そうだし。このクッションなら腰を労いたわることもでき、おまけに可愛いデザインだ。値段はちょい安めだが、さくっと選んだにしてはいいチョイスだと思う。

「でも、もっといいのがあるかもだし……それにあともう一押しで付き合えるところまで来てるんだから、ここが正念場だと思わなきゃ」

「もう一押しで付き合える感じはしないけど」

「そんなことないよ。お姉ちゃん、お兄ちゃんのこと優しいって言ってたもん。それに、お兄ちゃんは特別だから、って言ってたもん」

　伊織が真剣に励ましてくれる。

　気持ちは嬉しいし、楓ちゃんが俺を特別扱いしているのも事実だ。

　男のひとは苦手だと言いつつも、俺に対しては心を許し、愛情をもって接してくれた。

　だからこそ、俺は過ちを犯してしまったわけで……

　そんな人生最大の黒歴史を、伊織に話すのは抵抗がある。できることなら、この秘密は墓場まで持っていきたい。

「ボクのことは気にしなくていいから、じっくり選んでよ。そしたらぜったい付き合えるから！」

　そんな俺の気も知らず、伊織が背中を押してくる。

　その顔には、どこか必死さがうかがえた。

「ていうかさ、なんでそんなに付き合わせたがるんだ？」

「お兄ちゃんに幸せになってほしいからだよ」

　目を逸そらさずに言い切ったし、噓うそはついていないようだが……

「本当にそれだけか？」

　応援しているだけにしては、切羽詰まったものがある。ほかに理由があるのでは？

　じっと目を見つめてたずねると、伊織はうつむいてしまった。

　言いづらい理由だったのか？　だとすると悪いことをしてしまった。

「言いたくないなら言わなくていいんだぞ」

　語りかけると、伊織は小さく首を横に振る。

　ゆっくりと顔を上げ、真剣な眼まな差ざしで、




「ボクね、お兄ちゃんの家族になりたいの」




　予想外の理由に、俺はしばし言葉を失った。

「……家族に？」

「うん。家族に」

「でもさ、俺たちすでに家族同然だろ」

「同然じゃなくて、家族がいいの。だから、お姉ちゃんと結婚してほしいの。そしたら、ボクは義理の弟になるから……お兄ちゃんが、本当のお兄ちゃんになるから……」

　まだなにか隠しているようで、伊織は歯切れが悪かった。

　しかし、今回はなにを隠しているのかわかった。

　それに、伊織が必死さを醸し出していた理由も。

　要するに、すべては伊織の性別が原因なのだ。

　俺と本当の家族になれば、本当の兄きょう妹だいになれる──本当の妹なら、女だってことがバレても遠ざけられることはない。

　伊織を遠ざけた男子が妹と楽しく遊ぶ姿でも見て、そんな発想に至ったのだろう。

　理由はわかった。

　問題は──

「楓ちゃんと結婚か……」

「うん！　結婚！　そしたらチューし放題だよ！」

　満面の笑みに、思わず目を逸らしてしまう。

　伊織には秘密にしていることがあるのだ。言いづらいことなので、打ち明けるつもりはないのだが……俺と楓ちゃんが結婚することは、ありえないと断言できる。

　こんなふうに笑顔を向けられると、騙だましているようで申し訳なくなってしまうが……。

「とにかく再考してみるよ」

「そうしたほうがいいよっ！　ボクもお父さんとお母さんにお土産選ぶから！」

　これで全部じゃなかったようだ。

「お金はあるのか？」

「ぎりぎり足りると思うよ」

　てことは、やはり自分へのお土産は帽子で我慢するつもりか。

　伊織は帽子だけでも満足そうにしているが、せっかくアニマルランドに来たんだ。もうひとつくらい思い出の品があったほうがいいよな。

　俺たちが本物の家族になることは、おそらくこの先訪れないが……たとえ血の繫がりはなかろうと、俺は伊織のアニキなんだ。

　アニキとして、可愛い弟へのプレゼントを選んでやるとしようかね。





◆






　アニマルランドを満喫し、自宅の最寄り駅に帰りついた頃には二〇時を過ぎていた。

「とうちゃ～く！」

　電車内で寝ると思いきや、伊織は元気いっぱいだ。海水浴では帰りの電車内で眠そうにしていた伊織だが、締めに乗ったジェットコースターの興奮がまだ抜け切れてない様子。

　とはいえ家に帰ればどっと疲れが押し寄せて、すぐに眠りにつくだろう。そして翌朝、元気いっぱいで我が家に来るといういつもの流れが待っている。

「あ～、楽しかった！」

　伊織はかなりご機嫌だ。スキップみたいな足取りで、俺のとなりを歩いてる。軽やかな足取りながらも、その両手は紙袋で塞がっていた。

「荷物重くないか？」

「へーきへーき！　だって全部お菓子だもん！　軽いもんだよ！」

「ならいいんだが……いまは平気でも、帰りはキツいかもな。そこにカバンも加わるわけだし」

「心配ないって！　だって荷物はちょっと軽くなるからっ。あとでお姉ちゃんとクッキー食べるんだ～」

　わくわくと声を弾ませる伊織。

　妹想おもいの楓ちゃんのことだ、土産のクッキーはほとんど伊織に食べさせるんだろうな。

「欲張ってみんなのクッキーまで食べないようにしないとな」

「そんなことしないし！　いじわる言うなら、お兄ちゃんには一枚しかあげないよ？」

　俺のためにクッキーを残しておいてくれるらしい。

「冗談だって。伊織が一生懸命選んだんだ。みんな大喜びで受け取ってくれるだろうな」

「うんっ。早くみんなに渡したいよ。あ、でもお兄ちゃんはちょっと我慢しないとね」

「わかってるって。来週まで渡すの我慢するよ」

　じっくりと時間をかけて選び、楓ちゃんにはオルゴールを贈ることにした。

　アニマルランドのテーマソング入りのオルゴールだ。聞き馴な染じみのない曲だけど、落ち着いたメロディだし、疲れたときに聴けば癒いやされるに違いない。

「焦っちゃだめだよ？　チャンスが来たら、ボクが合図出すから」

「伊織がトイレに行ったタイミングで渡すんだろ？」

　プレゼントを買う際に、計画を聞かされた。

　伊織いわく、プレゼントを渡すタイミングで告白すれば成功間違いなしらしい。

　だが伊織がいると楓ちゃんが返事を恥ずかしがるとのことで、トイレへ行って俺たちをふたりきりにしてくれるらしい。

　告白する気はないけどさ。

　このタイミングでは言い出しづらいので、伊織には日ひ和よって告白できなかったと伝えるつもりだ。

「無理強いはしないけど、ボクの見立てじゃ一〇〇％成功するからねっ！　お姉ちゃん、お兄ちゃんのことが大好きだから！」

　実際のところ、楓ちゃんは俺のことが好きだ。それは間違いない。

　ただ、一口に『好き』と言ってもそれには種類があるわけで……。

　誰かに恋したこともなく、恋バナをする相手もいない伊織には、そのへんの区別がまだつかないのだろう。

「ぜったい成功するから！　勇気を出して告白してね！」

「ありがとな」

「どういたしまして！」

　大きな声で返事して、ぐぅとお腹なかを鳴らす伊織。

「ボクもうお腹ぺこぺこだよ」

「俺もだ」

　さっさと飯にしたいが、ひとりで帰すわけにはいかないので、伊織をマンションへ送り届けることにしている。

「早く帰ろうぜ」

「うん」

　そう返事した伊織だが、マンションが近づくにつれ、なぜか足取りが重くなっていく。

「疲れたのか？」

「ううん。ただ、寂しくて……。だって、今日はほんとに楽しかったもん」

　楽しかった一日が終わるのが寂しいようだ。

　俺も今日ははしゃいだし、伊織と別れたあとは抜け殻みたいになっちまいそうだな。

「また明日遊んでやるからさ。元気出せよ」

「……明日も朝から行っていい？」

「もちろんだ」

　力強くうなずいてみせると、伊織は嬉しげに笑ってくれた。

　夏休みの終わりが迫ってきたからか、最近は別れ際に寂しがられることが増えてきた。

　八月末までは毎日一緒に過ごす予定だが、それを過ぎればしばらく伊織に会えなくなる。そう思うと、俺まで寂しくなってきた。

　この一ヵ月、濃密な時間を過ごしたし、しばらくは喪失感を味わうことになりそうだ。

　まあでも二度と会えないわけじゃないしな。また来年の夏に会えるだろ。

　……伊織の成長ぶりが不安だが。

　それでも──。どれだけ女らしくなっていても、俺が指摘しない限り男装作戦は上う手まくいく。

　これからも伊織の気が済むまで、弟として可愛がってやろうかね。

「あーあ、楽しい一日が終わっちゃった……」

　とうとうマンションにたどりつき、伊織が寂しげに見上げてくる。

「じゃあまたね……」

「おう。また明日──っと、その前に渡すものがあるんだった」

「なに？」

「ちょっと待ってろ」

　きょとんとする伊織をそのままに、俺は紙袋からペンダントを取り出した。

　アニマルランドのキャラクターグッズではあるので子どもっぽさはあるものの、高校生くらいまでなら恥ずかしげなく使えるデザインを選んでみた。

　気に入ってくれるといいのだが……

「え……これって……」

　伊織は目を丸くしている。

　ほうけたようにペンダントを見つめ……それから戸惑うように俺を見上げる。

「こ、これ、お姉ちゃんのじゃ……」

　伊織が戸惑うのもわかる。

　ペンダントを買うときに、伊織に「ふたつあげたほうが喜びも増すだろ？」って伝えたからな。

　だが、それは噓だ。言うなれば──

「サプライズだ。びっくりしたか？」

「びっくりっていうか……なんでボクに？」

「自分への土産が帽子だけってのも寂しいだろ？　お菓子にするか迷ったが……せっかくだから、形に残るものにしたんだ」

　これを身につければ夏休みが終わっても楽しかった今日の思い出が蘇よみがえるに違いない。

「いらないなら楓ちゃんにやるが──」

「も、もらうっ！　ボクがもらう！」

　慌ただしくそう言って、伊織がペンダントを受け取ってくれた。

　さっそく首元につけようとするが、こういうのに慣れてないのか、もたもたしている。

　どうにかつけ終えると、恥ずかしそうに太ももを擦り合わせつつ見つめてきた。

「……変じゃない？」

「変じゃないよ。可愛く見えるぞ」

「か、かわい……」

　ぴしっと固まり、目を見開き、じんわりと頰を赤らめていく。

　……思ってたリアクションと違うな。駄菓子屋のばあちゃんとかに「可愛いねぇ」って言われ慣れてると思ってた。

「ボ、ボク、可愛くないし……」

「そんなことないだろ」

「そんなことあるし……」

　伊織はうつむき、もごもごと否定する。

　可愛いってのは女だけに使う言葉じゃないんだが……男装中に可愛いは禁句なのかも。

「とにかく似合ってるから」

　言葉を換えて褒めると、伊織は完全にうつむいてしまった。

　やがて顔を上げると、目を逸らしたまま小さくうなずく。

「……あ、ありがと。ボク、嬉しい」

「どういたしまして。嫌いじゃなければ毎日身につけてくれよな」

「うん。ボク、これつける。毎日つける」

　伊織にしては小さな声だが、喜んでくれているのは伝わった。

　そうして俺は伊織と別れ、ひとり家路についたのだった。
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《　第五幕　成長痛　》







　八月になって四週間と少しが過ぎた。

　今日は八月三〇日──伊い織おりと遊べる最後の日だ。てっきり思い出作りに遊び歩くと思いきや、伊織の望みは俺とゲームをすることだった。

「せっかく晴れてるのに外行かないのか？　どこでも好きなところに連れてってやるぞ」

「お兄ちゃんの部屋がいい」

「遅刻を気にしてるなら心配ないぞ。一七時までに帰宅すれば余裕で間に合うし」

　今日は楓かえでちゃんの一九歳の誕生日でもある。

　パーティ会場は楓ちゃん家ちだ。一八時スタートということになっているが、遅れるなら遅れてもいいと言われている。

　楓ちゃんとしては、自分の誕生日に時間を割くより、伊織と遊んでほしいのだろう。

　さすがに大遅刻は俺も避けたいが、まだ九時を過ぎたばかり。あと八時間は遊べるし、出かけたいなら喜んで付き合う所存である。

「それとも俺に遠慮してるのか？」

「遠慮とかじゃないよ。本当にお兄ちゃんの部屋がいいんだよ。ボク、この町で一番好きなのお兄ちゃんの部屋だから」

　伊織は心からそう思っているようだ。

　遠慮しているわけじゃないなら、出かけるのはやめにしよう。

「んじゃゲームするか」

「するする～！　今日中にボクの相棒をステータスマックスにしてやるんだ！」

　伊織はやる気満々でコントローラーを握りしめ、俺と協力して敵兵を討ち取りまくる。途中、昼食休憩を挟みつつも、ほとんど休みなくゲームを楽しみ──

　楽しいと時間が過ぎるのはあっという間で、気づけば一七時三〇分を過ぎていた。

「そろそろ出るか」

「うん。そうだね……」

　まだまだ遊び足りないのか、伊織は名残惜しそうにコントローラーを床に置く。

「そんなに楽しかったなら、ゲーム機ごと持ってってもいいぞ」

「ううん。いい。お兄ちゃんと一緒じゃなきゃつまらないもん……」

　日に日に寂しげな顔を見せるようになってきたが、今日の伊織は一段と寂しげだ。

　明日のいまごろは実家に帰っているわけで、あと数時間しか一緒にいられないからな。

　俺も寂しい。

　だけど、二度と会えないわけじゃないんだ。

「そう落ちこむなよ。来年の夏休みも遊んでやるから」

「……迷惑じゃない？」

「迷惑なわけないだろ。伊織と同じくらい、俺もこの夏楽しかったんだから。だからまた遊びに来いよ」

「うん！　ぜったい遊びに行く！」

　よかった。笑顔になってくれた。

「じゃあ行くか」

「うんっ。プレゼント忘れないようにね？」

「わかってるって」

　アニマルランドの紙袋を手に、俺たちは家を出る。途中、ケーキ店に寄ってバースデーケーキを受け取ると、楓ちゃんのマンションへ。

「いらっしゃーい」

　インターホンを鳴らすと、楓ちゃんが笑顔で出てきた。

　料理中だったのか、可か愛わいらしいエプロン姿だ。襟元が緩いＴシャツを着ているようで、鎖骨がばっちり見えている。

　おまけに緩めのショートパンツからは美脚が見えてるし……相変わらずの薄着に、目のやり場に困ってしまう。

「ただいまー！　バースデーケーキ買ってきたよ～」

「フルーツケーキでよかったよな？」

「うん。フルーツ大好き。いくらだった？」

「お金はいいよ。美お味いしい夕食を作ってくれたお礼だと思ってくれ」

「まだ食べてないのにわかるの？」

「わかるよ。楓ちゃん料理上手なんだから」

「ありがと。いっぱい作ったから遠慮なく食べてね」

「そうさせてもらうよ」

　はいこれ、と楓ちゃんにケーキ箱を渡しつつ部屋に入ると、美味しそうな香りが漂ってきた。

「お姉ちゃん、あとどれくらいでできそう？」

「手伝えることがあれば言ってくれ」

「あとは盛りつけだけだから、ふたりは寝室でゆっくりしてていいよ」

　わざわざ寝室を指定するってことは、俺と伊織をふたりきりにさせたいのだろう。

　伊織が夏休みを最後まで満喫できるように気を遣ったわけだ。

「そうするっ！　行こう、お兄ちゃん！」

「その前に手洗いとうがいだよ～」

「はーい！　こっちだよ！」

　伊織とともに洗面所で手洗いとうがいを済ませると、寝室へと移動する。

「なにして遊ぼっか！」

　ふたりきりになるなり、伊織がはしゃぎ声を上げた。

　これが俺の部屋ならゲーム機を起動するが、楓ちゃんの部屋に遊具はない。かといってプロレスごっこで部屋を散らかすわけにもいかないし……

「せっかくだから宿題見てやろうか？」

　伊織が唇を尖とがらせた。見るからに不満げだ。

「え～、いいよもったいない。宿題なんて帰ってささっと終わらせればいいんだから」

「まあ、終わらせる気があるならいいんだが……ちなみに進捗はどれくらいだ？」

「……四割くらい」

　四割かー。一問も解いてないとか言ってた頃に比べるとマシになったけど……夏休みは残り一日しかないわけで。

「それ、終わるのか……？」

「が、頑張ればなんとかなるよ！　お兄ちゃんこそ終わるの？」

「俺も頑張れば……。明日はお互い徹夜だな」

「うんっ。お互い徹夜！」

　伊織は急にご機嫌だ。離れていても、俺とお揃そろいの一日を過ごせるのが嬉うれしいらしい。

　ニコニコしていた伊織は、ハッとすると急せかしてきた。

「ねえ早く遊ぼうよ！　時間がもったいないよ！」

「いいぞ。なにして遊ぶんだ？」

「んっとね～……えーっと……写真見る！　一緒に見よ！」

　ポケットからデジカメを出して、伊織がベッドに腰かけた。そのとなりに腰かけ、肩と肩とが触れ合うと、伊織がぴくっと震えた。

　小さな手でデジカメをぎゅっと握りしめ、伏し目がちにチラチラ見てくる。

「……どうした？」

「う、ううん。どうもしてない。ただの成長痛だよ」

「最近頻繁に成長痛になってるが……だいじょうぶなのか？」

　それが生理なのか関節痛なのかはわからないが、ここ最近は『成長痛』が頻出ワードになっている。

　体調が優れないなら、おとなしく休んでてほしいんだが……。

「平気だよ。お姉ちゃんもおかしなことじゃないって言ってたし」

「そか。ならいいんだ」

　弟扱いしているが、伊織は女子だ。女子のことは女子の判断に任せるのが一番である。

「最新のから振り返っていくね？」

「おう。見せてくれ」

　俺たちは肩を寄せ合って、夏休みの思い出を振り返っていく。

　この一ヵ月でかなりの枚数を撮ったので、なかなか終わりが見えてこない。

「そろそろいいよ～」

　楓ちゃんの呼び声がしたのは、思い出を一週間ほどさかのぼったときだった。

　伊織とともに寝室を出ると、テーブルにはご馳ち走そうが並んでいた。ハンバーグに唐揚げにオムライスにミートソーススパゲティにコーンスープに──

「うわ～！　ボクの大好物ばかりだ！」

「好きなだけ食べてね」

「うん！　食べる～！」

　大好物が並べられたテーブルに、伊織は大喜びだ。さっそく席につき、いただきますと手を合わせる。

「さっきはふたりでなにしてたの？」

　ハンバーグを美味しそうに頰張る伊織をほほ笑ましげに眺め、楓ちゃんが話しかける。

　伊織はごくんと飲みこむと、満面の笑みで言った。

「写真を見てたの！　いっぱいあって最後まで見られなかったよ」

「こっちに来てから毎日撮ってたもんね」

「うん！　ボクね、毎日楽しかった！　遊んでくれてありがと、お兄ちゃん！」

「俺のほうこそ楽しかったよ。こんなに遊び歩いたのはひさしぶりだ」

「そういえば賢けん次じくん、この一ヵ月でずいぶん日焼けしたね」

「だろ？　たぶん運動部より焼けてるぞ。ま、すぐに元通りになるけどな」

「お兄ちゃん、いつもは外で遊ばないの？」

「帰宅部だしな。外で遊ぶのが嫌いなわけじゃないが、平日は家と学校の往復くらいで、休日に友達と遊ぶときもカラオケとかゲーセンとか屋内ばっかだ」

「……夏休み、友達と遊びたかった？」

「変な気遣うなよ。伊織と過ごせて楽しかったぞ」

　友達から遊びの誘いもあったけど、事情を話すと理解を示してくれた。……毎日遊んでいる相手が女子だと知ったら、呪じゅ詛そを吐かれていたかもしれんが。

「じゃあ……来年も遊んでくれる？」

「もちろんだ。ただ、受験勉強も忘れるなよ？」

「受験勉強か～……めんどくさいなぁ」

「そう言うなって。一緒に勉強してやるから。そうすりゃちょっとは楽しくなるだろ」

「それなら楽しめる！　だってお兄ちゃんが一緒だもん！　……だけど、たまには息抜きしようね？」

「おう。好きなところに連れてってやるよ」

「やったー！　ありがとお兄ちゃん！」

　嬉しげにはしゃぎ、美味しそうに食事する。

　かなりの量があったが、昼食は控え目に済ませたからか、ペースを落とすことなく食べ進めていき、すべての皿が空になった。

「ごちそうさま！　あー、美味しかった！」

「ほんと美味しかったよ」

「どういたしまして。ケーキは少しお腹なかを休めてからにしよっか？　それとも別腹？」

「ちょっと休んでから食べたいな。伊織はどうだ？」

「ボクもあとでいいや。トイレ行ってくるね」

　伊織は棒読みでそう言うと、去り際にちらりと視線を向けてきた。

　……あんなに自信たっぷりに背中を押してきたのに仲良し作戦の行く末が不安なのか、顔を曇らせている。

　伊織には悪いけど、楓ちゃんに告白する気はない。だけど……ちょっと緊張してきた。プレゼント、喜んでくれるといいんだが……

「昔みたいに伊織と遊んでくれて、本当にありがとね」

　伊織が部屋を出たところで、楓ちゃんがそう切り出した。

　男装に気づかないふりして昔みたいに可愛がる──。男装作戦を聞かされ、女子らしく成長した伊織を見たときはどうなることかと思ったが、上う手まく切り抜けることができた。

「いいって。俺も楽しかったし。来年も再来年も、ちゃんと弟として可愛がってやるよ」

「弟としてか～……」

　楓ちゃんが、じっと見つめてきた。

　そして、ひそひそ声で、

「最近の伊織さ、可愛くなってきたと思わない？」

「伊織は昔から可愛いだろ」

「そうだけど、そうじゃなくて……女の子としてだよ」

「心配しなくていいって。どれだけ女らしくなっても、気づかないふりをするからさ」

　これで安心してくれると思いきや、納得のいく返答ではなかったようだ。

　楓ちゃんは言葉を選ぶように口ごもり、内緒話でもするような声で言う。

「……賢次くんはさ、伊織と一緒にいてどきどきしない？」

「不意打ちでタックルされたときはどきどきするぞ」

「そういうのじゃなくて……たとえば、身体からだに触れたときとか」

「当たり所によってはどきっとするが、顔には出さないように気をつけてるぞ」

　楓ちゃんが、口元に笑みを浮かべる。

「そう。伊織にどきっとすることもあるんだね」

「そりゃまあ俺も男だし……でも、ほんと心配いらないからな？　伊織が自主的に性別を打ち明けるまで、なにがあっても指摘はしないから」

「うん。むしろ安心したよ」

　質問の意図がわからなかったが、安心してくれたならなによりだ。

　さて、そろそろ渡さないとな。

「そうそう！　楓ちゃんに渡すものがあるんだった！」

　トイレに潜んでいる伊織に聞こえるように、ちょっと声を張り上げる。

　突然の大声に、楓ちゃんはびくっとした。

「な、なに？」

「これ、誕生日プレゼント！」

　足もとに置いていた紙袋を渡すと、楓ちゃんが笑顔になる。

「わ～、ありがと～！　アニマルランドの紙袋だねっ。開けてもいい？」

「もちろん」

「なにかな～……わっ、オルゴールだ！　ありがと～」

「……ちょっと子どもっぽかったかな？」

「ううん。わたしこういうの大好きっ。大事にするね」

　楓ちゃんは本当に嬉しそうにしてくれている。

　しかし、頰を染めることもなければ、緊張している様子もなく。

　声がうわずることもなければ、照れている様子もない。

　楓ちゃんは俺のことが好き──。それは間違いないと断言できるが、恋心を抱く相手に向ける態度とは別物だ。

　伊織には区別がつかなくても、中学高校で恋する男女を見てきた俺には違いが一目瞭然である。

　告白しても成功するわけがなく、そもそも告白する気もない。なのでそろそろ伊織には出てきてほしいのだが……

「……伊織、遅いね」

　プレゼントを渡して一〇分が過ぎても、戻ってくる気配はなかった。

　マジで腹を痛めたのか？　それとも戻るタイミングがわからないだけ？

「ちょっと様子見てくるね」

　楓ちゃんは心配そうに部屋を出て──「伊織!?」と悲鳴を上げる。

「ど、どうした!?」

「伊織がトイレにいなくて！　こ、こんな書き置きが！」

　メモ用紙には『出かけてきます。さがさないでください』と記されていた。

　こっそり外に出たようで、伊織のクツがなくなっている。

「どうして出ていっちゃったんだろ……せっかくケーキあるのに……」

「食後の運動じゃね？」

　楓ちゃんを安心させるため、俺は軽い調子で言う。

　とはいえ実際のところ、家を出たのは俺と楓ちゃんをふたりきりにするためだろう。

　告白成功間違いなしと思いこみ、恋人になった俺たちが気兼ねなくチューできるように気を遣ったわけだ。

　わざわざ遠くまで行く必要はないし、近くにいるとは思うけど……最後の思い出作りに町をぶらついているのかもしれない。

　迷子になる前に見つけてやらないとな。

「捜してくるよ」

「わたしも行くよ」

「楓ちゃんは家にいてくれ。入れ違いになったら困るし」

「でも……」

「だいじょうぶ。すぐに見つけるから」

　力強く約束すると、楓ちゃんは安心してくれたみたいだ。

　楓ちゃんに見送られ、俺はマンションを飛び出した。
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　トイレに行くふりをして、ボクはこっそり外に出た。

　ボクがいないほうがふたりにとって都合がいいからね。心配させないように書き置きもしたし、これで思う存分チューできるはずだ。

「頑張ってね、お兄ちゃん」

　マンションを見上げてエールを送り、ボクは夜道を歩いていく。

「……」

　この一ヵ月毎日歩いた道だけど、ひとりで歩くのははじめてだ。街灯はあるけど、少し気味が悪かった。

　心細くなり、お兄ちゃんに会いたくなったけど……ぺちぺちと頰を叩たたき、恐怖心を追い払う。

「戻っちゃだめだ。ちゃんと恩返ししなくちゃ」

　お兄ちゃんは毎日ボクと遊んでくれた。晴れの日も、雨の日も、ボクのやりたいことに付き合ってくれた。

　その恩返しとして、ボクはこっそり家を出たんだ。

　だって、ふたりは付き合うことになったんだから。

　ボクがいたんじゃ照れくさくてチューとかできないもんね。

「よかった。これでやっとボクの夢が叶かなうんだ」

　結婚はとうぶん先のことだけど、いつかふたりは夫婦になる。

　そしたらボクはお兄ちゃんの家族だ。いつか男じゃないことがバレたとしても、それを理由に遠ざけられることはなくなる。

　ボクを遠ざけた男子たちが妹と楽しく遊んでたみたいに、ボクとも遊んでくれるはず。

　お兄ちゃんは、いつまでもボクのお兄ちゃんでいてくれるんだ！

「いやー、よかったよかった……」

　ボクの夢が叶って、お兄ちゃんの夢が叶った。こんなに嬉しいことはない。

　なのに……ハッピーエンドのはずなのに、明るい気分にはならなかった。

　お兄ちゃんがお姉ちゃんとチューしてるんだと思うと、なんだか悲しくなってきて……胸の奥が、ぎゅっと痛くなってしまう。

　成長痛、どんどん酷ひどくなってくるなぁ。早く終わってほしいなぁ。ずっとこのままだと苦しくて死んじゃうよ……。

「……あ」

　ほとんど無意識に歩いてたのに、お兄ちゃんの家にたどりついた。

　足が道を覚えるくらい、ここに通いつめたから。

「写真でも見てよーっと」

　お兄ちゃんと過ごした思い出の場所をひとつひとつ巡るつもりだったけど……ひとりで散歩してもつまんないもんね。

　ボクは玄関前に腰かけて、ポケットからデジカメを取り出した。

　いっぱい写真を撮ったけど、すべての瞬間を覚えてる。

　来年になっても再来年になっても、写真を一目見ただけで楽しかった夏休みの思い出が鮮明に蘇よみがえりそうだ。

　だけど……。

　お兄ちゃんはこれから先、お姉ちゃんと楽しい思い出を作っていくことになる。ボクと過ごした夏休みなんて、すぐに忘れてしまうかも。

　ふたりきりでお出かけして──

　ふたりきりでご飯を食べて──

　ふたりきりでチューをして──

「……やだな」

　お兄ちゃんとお姉ちゃんがチューする姿を想像すると、胸がズキズキした。

　ふたりが付き合うのはボクの夢でもあるのに、どうして嫌な気持ちになるんだろ……。

　明るい気持ちを取り戻そうと、ボクは写真を見て楽しかった思い出を振り返る。

　写真のなかのお兄ちゃんを見ていると、胸がどきどきしてしまう。

　変な顔してるお兄ちゃんも、笑ってる顔のお兄ちゃんも、疲れてる顔のお兄ちゃんも、みんなかっこよく見えてしまう。

「……ボクがチューしたいな」

　口をついて出た言葉に、ボクはなぜだか驚かなかった。

「そっか……」

　どうしてお兄ちゃんを見ているとどきどきするのか。

　どうしてふたりの交際に胸がチクチクしてしまうのか。

　ボクは、ようやく理解した。

「……ボク、お兄ちゃんが好きなんだ」

　昔から大好きだったけど、これはそれとは違う『好き』だ。

　ボクはお兄ちゃんのことが好き──。お兄ちゃんとしてだけじゃなく、男の子としても好きなんだ。

　だからこんなにどきどきするし、一緒にいるとそわそわするんだ。

　やっとボクを遠ざけた男子たちの気持ちがわかった。

　だけど、みんなと違ってボクはお兄ちゃんと距離を置こうとは思えない。

　恥ずかしいけど……もっと身体をくっつけたいし、もっと一緒に過ごしたい。そして、お姉ちゃんじゃなくて、ボクを恋人にしてほしい。

「……そんなこと、言えるわけないけど」

　お兄ちゃんにとって、ボクは弟なんだから。

　いまさら女子だと打ち明けても、びっくりさせてしまうだけ。

　お兄ちゃんは優しいから騙だましてたことは怒らないと思うけど……いままで通りに接してくれなくなるかもだし、このまま男装作戦を続けるしかない。

　この先ずっと、胸のチクチクと──成長痛と付き合っていくしかないんだ。

「つらいよ……」

　ボクはうつむき、ため息を漏らす。

　そしたら足音が聞こえてきて──

「やっぱりここにいたか」

　顔を上げると、お兄ちゃんが立っていた。
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　伊織の行きそうな場所は見当がついていた。何度も何度も夏休みの思い出を振り返っていたくらいだし、散歩ついでに思い出の場所を巡ろうとするはずだ。

　そして楓ちゃんの家から一番近い思い出の場所と言えば──

「やっぱりここにいたか」

　我が家の玄関先に、伊織が座りこんでいた。

　俺が声をかけると、弾はじかれたように顔を上げる。

　なぜか伊織は泣きそうな顔をしていた。

「ど、どうした？　夜道が怖かったのか？」

「違うよ……」

「腹でも痛むのか？」

「ううん、違う……」

「……成長痛ってやつか？」

「……」

　図星だったのか、伊織は黙りこんでしまう。

　俺の予想では、成長痛の正体は生理だ。じゃなかったら素直に腹が痛いなり関節が痛いなり言うだろうしな。

　生理の痛みは俺にはわからないが、酷いひとは本当に酷いと聞く。男装している手前、気の利いた言葉をかけることはできないが……

「とりあえず帰ろうぜ。なんだったらついでにゲーム持ってってもいいし。そんでもって楓ちゃん家でゲームしようぜ！」

　伊織を元気づけるため、復活の呪文を唱える。

　いつもの伊織なら「やったー！　やるやる～！」と大はしゃぎするところだが、小さく首を振るだけだった。

「いい。ボク、ここにいる」

「そう言うなって。どこか痛むなら背負ってやるからさ。楓ちゃんも心配してるし、早く帰ろうぜ」

「お姉ちゃん、心配してるの？」

「そりゃするだろ」

「ちゃんと書き置きしたのに……」

「あんな紙切れ一枚残したくらいで安心するわけないだろ。散歩するならするで、自分の口で伝えろよな」

「だって、ふたりきりにさせたほうがいいと思って……」

「気持ちは嬉しいけど、計画にないことするなよな。プレゼント渡してもなかなか戻ってこないから心配したんだぞ」

　伊織が、不安げに瞳を揺らす。

「……お姉ちゃん、喜んでた？」

「おう。めっちゃ喜んでたぜ」

「そう。よかった」

　言葉とは裏腹に、伊織は嬉しそうにしていない。

　夏休みの終わりを寂しがっているだけかと思っていたが、だとしても伊織発案の仲良し作戦が上手くいったのに暗い表情なのはおかしい。ほかになにか事情があるのかも。

　このまま帰せば楓ちゃんを心配させてしまう。この場で元気にさせないと。

　俺は伊織のとなりに腰かけた。

「事情はわからんが、悩みがあるなら言えよ」

「……言えない」

「言えってば」

「無理。言えない」

「言ーえーよー」

「言わない！」

　うりうり、と肩を肘でぐりぐりしたら叫ばれた。

「お、怒るなよ……」

「怒ってないもん……」

「怒ってるだろ。可愛い顔が台無しだぞ」

「べ、べつに可愛くないし……」

「可愛いよ。本当に。見た目だけじゃなくて、存在そのものがな」

「……存在が？」

「ああ。なにせお前は俺の弟だからな。本当に可愛いし、落ちこんでると放っておけなくなるんだよ。だから伊織も俺のことを、アニキとして頼りにしてほしいんだ。悩みがあるなら打ち明けてほしいんだ。なにがあろうと、俺は伊織の味方だから」

　心を込めて語りかけると、伊織がゆっくりと顔を上げる。

「……怒らない？」

「怒らない」

「……本当に？」

「本当だ」

　力強く約束すると、迷うように目を伏せて……

「お姉ちゃんと、付き合わないでほしいの」

「どうした急に？」

　さすがに戸惑ってしまう。

　だってそうだろ？　さっきまで俺と楓ちゃんをくっつけようとしてたのに真逆のことを言い出したんだから。

「だって……ふたりが付き合うのは、嫌だから……」

「そっか。嫌か。なら付き合うのはやめとくよ」

「……怒らないの？」

「怒らないって約束しただろ」

「だけど……理由は聞かないの？」

「理由を教えてくれるのか？」

「……お兄ちゃんが聞きたいなら」

　伊織は言いづらそうにしている。

　だったら、俺の返事はこうだ。

「じゃあ聞かなくていい」

「それでいいの？」

「ああ。伊織が言いたくなるまで待つよ」

「そう……」

　伊織は、ちょっとだけ顔に明るさを取り戻した。

　理由を言いづらそうにしていたのでああ言ったけど、俺と楓ちゃんをくっつけたくない理由については予想がついている。

　俺を独り占めしたいのだ。俺と楓ちゃんが付き合うことになったら、遊び相手になってもらえなくなると考えたわけである。

　伊織はそれをわがままだと考え、俺に嫌われたくないがために、理由を言いづらそうにしているのだろう。

　さておき。

　これでは伊織が自分を責めてしまう。できれば墓場まで持っていきたかったが、伊織のためにも黒歴史を打ち明けるしかないか。

「そもそも俺は、楓ちゃんとは付き合えないぞ」

「どうして？」

「振られたから」

「……え？　振られたの？」

「去年の夏にな」

「去年の夏に!?」

　伊織が目を見開いて驚いている。

　そうだろうそうだろう。びっくりしただろ。俺だってびっくりしたさ。まさか断られるとは夢にも思わなかったから。

　あれは忘れもしない去年の八月一一日のことだ。楓ちゃんがオープンキャンパスに参加するため一泊二日の旅程でこっちに来た。

　日帰りも可能だったのに、昨年受験勉強で田舎に行けなかった俺に会うため、わざわざ泊まりにしてくれたのだ。

　そっちに行くから観光案内をしてほしいと電話連絡を受け、当然俺は承諾した。そして計画を立てた──楓ちゃんと付き合うための計画を。

「楓ちゃんは海に行きたがってたけど、俺はカラオケとかボウリングとかゲーセンとか、俺が活躍できる場所に連れてったんだ。楓ちゃん、ニコニコ笑って楽しんでくれてたよ。その顔を見て、俺は確信したんだ──楓ちゃんはやっぱり俺のことが好きなんだって」

「違うの？」

「違った。好きは好きでも弟としての好きだった」

「弟として……？」

「告白したら、すっげえ気まずそうに『賢次くんのことは弟としてしか見られない』って謝られたよ。で、俺はショックで逃げたんだ。楓ちゃんを放り出してさ」

　振られて気まずいわ置き去りにして申し訳ないわで顔を合わせることができず、去年は田舎に行くことができなかったというわけだ。

「だけど、いまは普通に接してるよね……？」

「このまま疎遠になるのは嫌だからって、楓ちゃんが引っ越しの挨拶に来たんだよ。で、荷ほどきが大変だって話を聞いて、手伝って、お礼にご飯を作ってくれてさ。また食べに来ていいよって言ってもらって……最初はマジで気まずかったけど、俺もずっと気まずいままなのは嫌でさ。楓ちゃん家にご飯を食べに通ってたら、昔みたいな関係に戻ることができたんだ。楓ちゃんに恋する前の、姉と弟の関係にな」

「じゃあ……お姉ちゃんのこと、もう好きじゃないの？」

「好きだけど、恋愛感情はもうないよ」

　そりゃまあ俺も男だし、薄着で出迎えられるとどきっとするけどね。

「そっか……お兄ちゃん、振られてたんだね……」

　伊織の顔に、明るさが宿っていく。

　これで明るい顔をされるのも複雑だが……大好きなお兄ちゃんを独り占めできるわけだしな。

　ただまあ、俺と楓ちゃんが結婚しないと伊織の夢は叶わない──家族になれないわけだけど。そっちのほうはいいのかね？

　……まあいいか。伊織が満足そうにしてるんだから。

　それにたとえ家族じゃなくたって、俺は伊織を可愛がり続けるし。

　どれだけ女らしく成長しても弟として扱われ続けたら、伊織もそのうち理解するだろ。なにがあろうと俺は俺──伊織のアニキであり続けるって。

「さてと、帰るか」

「うん！　お姉ちゃん家にゲーム持って帰りたい！」

「いいぜ。伊織が眠くなるまでゲームに付き合ってやるよ」

「やったー！」

　やっぱり伊織には笑顔が似合うな。

　あらためてそう思いつつ、俺はゲームをリュックに詰め、伊織とともにマンションへと引き返したのだった。





《　終幕　弟でもなく、妹でもなく　》







　八月三一日の朝。

　俺は楓かえでちゃん家ちにやってきた。

「いらっしゃい、お兄ちゃん！」

　ドアを開けるなり、伊い織おりが笑顔を見せてきた。昨日はつらそうにしていたが、すっかり元気になったようだ。

「昨日はちゃんと寝たか？」

「うんっ。お兄ちゃんのオルゴール聴いてたらすぐに眠れたよ」

「そりゃよかった」

　けっきょく昨日は二二時まで楓ちゃん家でゲームした。

　伊織はまだ遊びたそうにしていたが、翌朝に響くので解散と相成った。

　別れ際に「明日は寝坊しないでね」とお願いされたので、こうして早めに来たわけだ。

　ゲームで盛り上がったからか、伊織は目がギンギンに冴さえてたが、ぐっすり眠れたならなによりだ。これなら電車を寝過ごすこともあるまい。

「もう準備できてるから、お兄ちゃんはそこで待ってて」

「もう出発するのか？」

「ちょっと散歩したいから。だめ？」

「いいぞ。そういうことなら少しだけ遠回りして行くか」

　うんっ、とうなずき、伊織は廊下の奥へ駆けていく。

　玄関で待っていると、入れ違いに楓ちゃんが来た。起きたばかりなのか、ルームウェア姿のままだった。

「おはよ～」

「おはよ、楓ちゃん。伊織は準備できてるっぽいけど……その格好で行くのか？」

　可か愛わいい服装ではあるが、あまりに薄着すぎる。

　俺は見慣れているのでチラ見で済んでいるが、そんな格好で出歩けば通行人にまじまじ見られちまうぞ。

　楓ちゃんは首を振り、

「わたしはついていかないよ」

「なんで？　一緒にいないと伊織が寂しがるんじゃ……」

「ううん。伊織に言われたの。賢けん次じくんに送ってもらうから、お姉ちゃんは家にいていいって。ほんと伊織も成長したよね。ついこないだまで子どもだったのに、すっかり年頃になっちゃって」

　楓ちゃんは感慨深そうだ。

　姉離れは成長と言えるけど、けっきょく兄離れはできていないわけで。果たして成長と言えるだろうか。

　ま、不満はないけどさ。

　今日はこの夏一番の日ひ射ざしらしいしな。肌が弱い楓ちゃんには家にいてもらったほうがいい。

　伊織も楓ちゃんに気を遣い、家にいていいと告げたのだろう。そういう気遣いができるようになったという意味では成長したと言える。

「お待たせ～」

　伊織が紙袋とカバンとリュックを持ってきた。

　ゲーム機入りのリュックを俺に渡してくる。

「じゃあ行くか」

「うん。お姉ちゃん、いってきます！」

「いってらっしゃい。身体からだに気をつけてね」

「はーい！　お姉ちゃんもね！」

　そう言って、ぎゅっと楓ちゃんにハグをする。

　姉離れしたとはいえ、楓ちゃんのことが大好きな気持ちに変わりはないようだ。

　いってらっしゃい、とあらためて見送られ、俺たちはマンションをあとにした。

　強烈な日射しが降り注ぐなか、遠回りして駅のほうへ歩いていく。

「この道って通るのはじめてか？」

「うんっ。はじめて～」

　見たことない道なのに、伊織はちっとも不安そうにはしていない。むしろ知らない道を歩けて楽しそうだ。

　俺も楽しい。伊織となら、なにをしても楽しめるな。

「この道をまっすぐ行くと公園があってな。ガキの頃はよく遊んでたよ」

「公園か～。行ってみたかったな」

「遊具はほとんど撤去されたがな。ちょっと遠いし、次来たときに連れてってやるよ」

「うんっ。楽しみにしてるねっ」

　おしゃべりを楽しみつつも足を止めることはなく──

　駅近くの通りに出て、いよいよ別れが近づくと、伊織が寂しげな顔を見せた。

「ゲーム、持って帰るか？」

「いい。お兄ちゃんと一緒じゃなきゃつまんないし。次に来たとき一緒にしよ」

「おう。またやろうぜ。出かけたりもな」

「うん。次の夏休みが待ち遠しいな。あと一年かー……長いなぁ」

　伊織はますます寂しげだ。

　あと一年は、俺としても耐えがたい長さだ。

「ていうかさ、べつに冬休みとかに来てくれてもいいんだぞ」

「えっ、いいの？」

「ああ。いつも夏にしか会わなかったが、夏にしか会っちゃいけないわけじゃないしな。伊織が来たいなら大歓迎だ」

「会いたい！　ぜったい行く！」

　と、嬉うれしげに顔を輝かせた伊織だが、

「だけど……ほんとにボクがいて迷惑じゃない？」

　この夏は伊織とばかり遊んだからな。俺が友達付き合いを疎おろそかにするのを気にしているようだ。

「迷惑じゃないって。俺はアニキなんだから。可愛い弟の頼みなら、どんなわがままにも付き合うよ」

　俺の言葉に伊織は安あん堵どの表情を浮かべるも、じわじわと緊張に上塗りされていく。

　なにか言いたいことがあるのか、伏し目がちに俺を見つめ、

「じゃあ……わがまま言っていい？」

「おう。言え言え」

　背中を押したが、伊織はすぐに口にはしなかった。恥ずかしい頼みなのか、もじもじと太ももを擦り合わせる。

「あのね、その……ボクがいいって言うまで、恋人作らないでほしいんだ」

「恋人を？」

　予想外のわがままに、思わず聞き返してしまう。

　伊織はますます恥ずかしそうに頰を染め、

「うん。だって……恋人がいると、遊びに誘いづらいから」

　気持ちはわかる。俺も彼女がいる友達は遊びに誘いづらいし。

　しかし。しかしだ。

　わがままと言えばわがままな頼みだが……恥ずかしがる必要も、頰を染める必要もないのでは？

「作らないから安心しろ」

「ほんとに？」

「ほんとだって」

「ものすごい綺き麗れいなひとに告白されても？」

「……付き合わない」

「いま間があった！」

「気のせいじゃね？」

「ぜったい間があった！　お兄ちゃん、綺麗なひとに告白されたら付き合うんだ」

「告白されないから問題ないって」

　付き合わないとは断言できず、伊織が不満げな顔をする。

　そんな顔するなよ。だって、ものすごい綺麗なひとに告白されるんだぜ？　そりゃ迷うだろ。

「お兄ちゃんはさ、どうして恋人が欲しいの？」

「なんで？」

「だって、気になるし……。お姉ちゃんとはどういうことしたかったの？」

「ど、どういうことって、そりゃ……」

　やりたかったことをそのまま言葉にすると、引かれてしまいかねない。年頃の女子にも引かれないレベルの返答をしなければ。

「そりゃ……ハグしたり、キスしたりだ」

「それだけ？」

「ま、まあ、ぱっと思いつくのはな」

「そうなんだ……」

　と、伊織がまた太ももをもじもじさせる。

　なぜさっきからもじもじするんだ？　もしかしておしっこか？　などと考えていると、伊織が赤らんだ顔を俺に向け──

　そっとハグしてきた。

　いつものハグとはなんだか感じが違っていた。おっぱいの柔らかさは伝わらないのに、いつもよりどきどきする。

　動揺を悟られまいとポーカーフェイスを貫いていると、伊織がハグをやめ、潤んだ瞳で見上げてくる。

　胸に手を添え、深呼吸して、

「あ、あのね、ちょっと屈かがんでくれる？」

「……こうか？」

「うん。そのままじっとしてて」

　わかった、と言われた通りにじっとしていると──

　ちゅ、と。

　頰に柔らかいものが触れた。

　キスだった。

「な、なにしてんの!?」

「だ、だって、ハグしたりチューしたりしたいって言うから……」
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「恋人とだよ！」

「で、でも、ちょっとは欲求も薄れるかなって……」

　な、なるほど。そういうことね。事情はわかった。俺が恋人作るのを我慢できるようにハグとキスをしたわけだ。

　しかし、事情はわかったが、はいそうですかと軽い気持ちで受け流せない。唇が触れたところが熱く、熱が全身に広がって、身体中が火照ってきた。

　鏡がないので確認はできないが、いまの俺は顔が赤らんでいることだろう。

　一方で、伊織もとても恥ずかしそうにしていた。

　頰を染め、緊張している様子で。

　声がうわずり、照れ顔で。

　伊織のこんな表情は見たことがなかったが、既視感はあった。中学高校と恋する男女を見てきた俺には、その表情がなにを意味しているか一目瞭然だった。

　……もしかして伊織、俺のことが好きなのか？

　お兄ちゃんとしてだけじゃなく、ひとりの男としても好きなのでは!?

　確証はない。言葉にした通り、恋人を作るのを我慢させたいだけかもしれない。

　しかし……

　理由がどうあれ、伊織にどきどきしてしまった。

　伊織のことが、急に可愛く見えてきた。

　生まれてからずっと可愛かったけど、その可愛いとは種類が違う。

　弟としての可愛さじゃなく。

　妹としての可愛さでもなく。

　女の子として可愛く見えてしまった。

　いかんいかん！　冷静になれ！　伊織にときめいてんじゃねえ！

　こいつは弟だろ！　ずっと弟として可愛がるって約束しただろ！

　伊織に男装をやめるつもりがない以上、女として見るんじゃねえ！

「恋人が欲しくなったら、いまみたいにボクがチューするから……」

「ま、またするのか？」

「うん。だから、恋人作るの我慢してほしい……。我慢できそう？」

　こんなに可愛く上目遣いでおねだりされて、我慢できない、とか言えるわけない。

「我慢できるよ」

「ものすごい綺麗なひとに告白されても？」

「我慢する」

　今度は即答できた。気を遣ったわけじゃなく、マジで我慢できそうだ。

　伊織は満足そうにはにかみ、

「ならいいの」

　いや、俺はよくないけども！　なに別れ際に爆弾ぶっこんできてんだよ！

　お前さ、次に会うときはぜったいもっと女らしく成長してるだろ。そんな見た目でキスされてみろ。平静を装う自信がねえぞ。

　……まあ、とはいえ、だ。

「じゃあボク行くね」

「もう行くのか？」

「うん。そろそろ電車来ちゃうから」

　女として意識してしまったことへの不安もあるが、楽しみのほうが遥はるかに勝る。

　弟だろうと妹だろうとひとりの女だろうとも、伊織と過ごすのは楽しいから。

「じゃあまたな！」

「うん！　じゃあまた！」

　満面の笑みで手を振って、伊織は駅の向こうへ駆けていった。





《　あとがき　》







　はじめまして、猫ねこ又またぬこです。

　この度は『男装したら昔みたいに甘えても恥ずかしくないよね、お兄ちゃん？』を手に取っていただきまして、まことにありがとうございます。

　本作は男装と初恋の話が書きたくて生まれたラブコメとなっております。

　年下の男装幼馴染と送るひと夏の恋物語──。読者の皆様に少しでもお楽しみいただけましたら幸いです。




　それでは謝辞を。

　本作の出版にあたっては、多くの方々に力を貸していただきました。

　担当様をはじめとする、講談社ラノベ文庫編集部の皆様。

　お忙しいなか、素敵なイラストを手がけてくださった、イラストレーターの塩しおかずのこ先生。

　校正様、デザイナー様、その他本作に関わってくださった多くの関係者の皆様。本当にありがとうございます。

　そしてなにより本作をご購入くださった読者の皆様に最上級の感謝を。皆様に少しでもお楽しみいただけたなら、これ以上の幸せはありません。




　それでは、またどこかでお会いできることを祈りつつ。





二〇二二年そこそこ涼しい日　猫又ぬこ　







『男装したら昔みたいに甘えても恥ずかしくないよね、お兄ちゃん？』

電子版特典書き下ろしショートストーリー

「《　男装計画　》」











　夏休み初日の正午前。

　セミの鳴き声が響き渡るなか、ボクは昨日思いついたとっておきの計画を話すために、お姉ちゃんに電話をかけた。

『もしもし？　楓かえでだけど』

「あっ、お姉ちゃん？　伊い織おりだよ！　元気にしてた？」

『うん。元気にしてた。伊織はどう？　風か邪ぜとか引いてない？』

「もう何年も引いてないよ」

『伊織は身体からだが強いもんね。だけど熱中症には気をつけるんだよ？　遊びに行くときは、ちゃんと飲み物を持っていくこと。身体に気をつけて、最後まで楽しい夏休みにしないとね』

「はーい。でね、お姉ちゃんって夏休みいつから？」

『お姉ちゃんの大学は八月に入ってからだよ。夏休みもバイトがあるし、集中講義を取る予定だから、あんまり休めないけどね』

「……夏休み、忙しいの？」

『ううん。忙しいってほどじゃないけど……わたしになにかしてほしいことがあるの？』

「うん。あのね、実はお姉ちゃんにお願いしたいことがあって……夏休みはそっちで過ごしたいんだ」

『こっちで？　せっかくの夏休みなのに、友達と遊ばなくていいの？』

「みんなとも遊びたいけど、お兄ちゃんには夏にしか会えないから……」

『そっか。賢けん次じくんに会いたいんだね』

「うん」

　お兄ちゃんは夏休みになるたびに遊びに来てくれていた。

　毎年お兄ちゃんと遊ぶのを楽しみにしてたし、お別れするときはものすごく悲しかった。そのたびに、お兄ちゃんは約束してくれた──『来年も必ず遊びに行く』って。

　だけど去年も一昨年も来てくれなかった。

　もしかしたら今年も来ないかもしれない。

　来年は来てくれるかもしれないけど、そのときボクは中学三年生だ。当時のお姉ちゃんみたいな体つきになっていたら、ほかの男子と同じようにボクを避けるかもしれない。

　お兄ちゃんと遊べるのは、ひょっとしたら今年で最後かもしれないんだ。

　だから今年はボクのほうから会いに行く。そして夏休みいっぱい、お兄ちゃんと過ごすんだ。

「……夏休みのあいだ、お姉ちゃんの家に泊まってもいい？」

『もちろんだよ。わたしも伊織に会いたいし、賢次くんも喜んでくれるよっ』

「ほんとにっ？　お兄ちゃん、喜んでくれるっ？」

『うん。賢次くんと会うたびに、伊織の話をするからね。賢次くんも伊織と話したがってたし、せっかくだから自分から伝えたら？　夏休みに遊びに行くって』

「ううん。お姉ちゃんがして。お兄ちゃんの声を聞くと寂しくなっちゃうもん」

　それにお姉ちゃんから電話がかかってきたら、お兄ちゃんは大喜びするはずだ。

　だって、お兄ちゃんはお姉ちゃんのことが大好きなんだから。

　ふたりをくっつけるためにも、今年の夏はあっちで過ごしたい。ふたりが付き合って、結婚すれば、お兄ちゃんは本当のお兄ちゃんになってくれるから──本当の家族になってくれたら、ボクの見た目がどう変わろうと態度を変えることはないから。

『じゃあ賢次くんにはわたしから伝えておくね』

「うんっ。あとね、そっちには男装して行くから！」

　ちょっとだけ間があった。

『ええと……男装？　どうして？』

「だって、お兄ちゃんに避けられるのは嫌だもん。だから男装するの」

　また間があった。どうしたんだろ？

『えっと……ちょっと待ってね？　それって、つまり、賢次くんは伊織を男の子だと思いこんでるってこと？』

「そうだよ」

『一緒にお風呂に入ってたよね……？』

「おっぱい小さかったからセーフだよ！」

　ボクの胸が膨らみ始めたのは、中学生になってからだ。去年一緒に入ってたらバレてただろうけど、お兄ちゃんとの最後のお風呂は四年前。

　お兄ちゃんとお風呂で遊ぶのは楽しいし、また一緒に入りたいけど、ちゃんと我慢してみせる。

『でもお風呂だよ？　お互い裸だったんだよ？』

「それがどうしたの？」

『どうしたっていうか、その……男の子にあるべきものがないんだから、バレてるんじゃない？』

「ちんちんのこと？」

『う、うん。それのこと』

「それなら平気だよっ。何回も一緒にお風呂入ったのに、『ちんちんついてないな』って言われなかったもん」

『それは、まあ……言わないだろうけど……』

「あのときちんちんないアピールしなかった自分を褒めてあげたいよ！　だからね、男装して男の子のふりをし続けるの！　そしたら昔みたいに遊べるもん！」

　去年の夏から、ボクは男子に避けられるようになった。お姉ちゃんに『嫌われたかも』って相談したら、『年頃の男子は恥ずかしがって女子を遠ざけるもの』だって説明された。

　友達に避けられて、そのうえお兄ちゃんにまで遠ざけられるなんて……考えただけで、涙が滲にじんでしまう。

『男装って、具体的にどうするの？』

「男の子の格好をするよ。それに私じゃなくてボクって言うようにしたし、髪だって短くしたんだよ」

『あ、もう髪の毛切っちゃったんだ』

「うん。さっき散髪から帰ってきたところだよ」

『そっか……。じゃあもう男装しないともったいないね。賢次くんにはわたしから伝えておくから、伊織はいまのうちに夏休みの宿題を進めちゃおうか』

「えー……いいよ宿題は」

『でもこっちに来たら賢次くんと遊ぶんだよね？』

「そうだけど、いまのうちに友達と遊んでおきたいし……」

『わかった。じゃあ宿題はお姉ちゃんが見てあげるから、忘れずに持ってくること』

「ありがと！　八月になったらすぐに行くからね！」

『うん。待ってるね』

　ばいばーい、と電話越しに告げて、ボクは受話器を下ろした。

「今年はお兄ちゃんに会えるんだ……」

　お兄ちゃんと遊べるんだと思うと、とたんにわくわくしてきた。

　去年と一昨年遊べなかったぶん、今年の夏はいっぱいお兄ちゃんと遊ぶんだ！　女の子だってバレてしまったら恥ずかしがって遠ざけられるかもしれないけど──

「男装したら昔みたいに甘えても恥ずかしくないよね、お兄ちゃんっ」
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